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「ウイル、ついに発表だよ、ドキドキする。優勝できるはずなんだけど、できなかったらどうしよう」

　イチール領の領都の広場に集まった人たちの熱視線が舞ぶ台たいに注がれる。

　もちろん、私も片時たりとも舞台から目を離はなしたりしない。

「は？　その優勝できるはずって自信はどこから来るわけ？」

　顔を見なくてもウイルがあきれた顔をしているのが分かる。

「だって、父さんと母さんの料理の腕うではぴか一だし、それに、何と言っても私の巫み女この力で、めいっぱいおいしい食材を使っている……痛てて、にゃにしゅゆの」

　弟のウイルが私のほっぺをみよーんと引っ張った。

「リーア、ご先祖様に謝あやまれ！　何が巫女の力だ！　おいしい物が分かるのが巫女の力なわけないだろう！」

　うぎゅぎゅぅ。

「優勝は、おやま食堂！　おめでとうございます。賞品の干し肉一年分と、砂糖二キロです」

　領地をあげてのお祭り。今年は、料理コンテストが開かれた。

「やった！　ウイル！　優勝だよ！」

　両親が舞台上で優勝賞品を受け取っている。

　うふふ、うふふ。手て渡わたされている賞品に視線を合わせる。

　ふむ。干し肉、半分はまずまず普ふ通つうの品質ね。一つはダメだ。ちょっとカビてる。

　おお、一つは、めっちゃ品質が高い。使った肉がよかったのか、干し方がよかったのか、塩加減がよかったのか。

　いや、違ちがう。ハーブだ。何か風味付けに少しだけハーブが使ってある？

　食材からのイメージを受け取る。頭にふわんと浮うかぶソレを私は巫女の力だって信じてるのになぁ。

　あ、ごめんなさいウイル。もう言いません。はい。ただの食くいしん坊ぼう能力です。

　次は砂糖！　砂糖から受けるイメージは……甘あまいよぉ、甘いよぉ、すんごく甘くておいしいよぉ。

　ふわぁ至福！　そんな砂糖が二キロ！　二キロって、うちの売り上げ一年分はする高価なもの。めったに食べられない砂糖が賞品だなんて！　なんてすばらしいんだろう！

　賞品欲ほしさに、領都の飲食店のみならず、料理に腕のあるものはこぞって参加したこの大会。

　おやま食堂は領都から馬車で二日の距きよ離りの小さな街の食堂だ。往復四日もかかるが、遠路はるばる参加した。

　だって、干し肉一年分だよ？　砂糖二キロだよ？　同じように賞品目当ての参加者は百を超こえていただろう。

　その大会で優勝しちゃうなんて。

「やっぱり、私ってすごい！」

「は？　すごいのは、父さんと母さんの料理の腕だろう？」

　一つ年下の、今年十五歳さいになる弟のウイルがあきれた顔をする。

「そうだけど、でも、おいしい食材を見み抜ぬく私の能力も貢こう献けんしたよっ！　巫女の血統の私のおかげっ！」

　ウイルが、姉である私の鼻をぎゅぅーっとつまんだ。

「今度こそご先祖様に謝れ！　リーアのは単なる食いしん坊能力だろう！　巫女だった四代前のひーひーばあちゃんは癒いやしの力を持っていたっていうぞ！　巫女の血は関係ないっ！」

「うひー。謝らないよ、私はお礼を言うもん。ご先祖様、私にこの能力を授さずけて下さりありがとうございますって！」

　とうとう、ウイルに頭を両手で抱かかえられてしまった。

「食い意地巫女とかみっともない！　頼たのむから、他の人間に言うなよっ！　王宮に仕えていたご先祖様の名めい誉よまで傷つくから……」

　失礼なっ！

「おいしいは正義なのにっ！　こうして、おやま食堂が優勝できたのだって、私のおかげでしょっ！　っていうか、リーアって呼び捨てにしないの！　ちゃんとお姉ちゃんと呼びなさい！」

　ウイルはいつから私のことを呼び捨てにするようになったんだろう。昔はお姉ちゃんお姉ちゃんってかわいかったのにっ！

「……姉ちゃんのおかげ？　料理が全くできないのに？　芋いもの皮むきどころか、玉ねぎの皮むきすらあやしいのに？　今回の大会で下ごしらえを手伝ったのは誰だれだったか覚えてる？　焦こげ付つかないように鍋なべをかき混ぜることすらできないのに？　焦がす寸前の鍋を救ったのは誰だったか覚えてる？　それから──」

「うわーん、ごめんね。ウイルのおかげ。ウイルのおかげで優勝できたんだよっ。だからさ、ね、おやま食堂の跡あとを継ついでよっ」

　いつの間にか私よりも頭一つ分背が高くなった弟に、ぎゅっと横から抱だきつく。

　そうだ。背せ丈たけが同じくらいになったころから、ウイルは私のことをお姉ちゃんと呼ばなくなったんだ。

「料理のできない私が跡を継いだら、三日でつぶれちゃうよぉ」

　うわーんと泣きついても、ウイルの返事は冷たかった。

「やだ。食堂はリーアが継ぐべきだ」

　ウイルの返事は三年前から変わらない。──三年前、ウイルが本当の弟じゃないと両親から聞かされたあの日から。

　ウイルは生まれてすぐ両親を失った。母さんの妹がウイルの産みの親だ。だから母さんがウイルを引き取り、私の弟として育てたんだよね。

　父親は分からないらしい。今はもう視線を上に上げないと見ることができないウイルの顔。

　黒い髪かみは、襟えり足あしを短く切りそろえ、前髪は邪じや魔まにならない程度の長さだ。私も両親も薄うすい茶色の髪。母さんの妹もそうだったらしいから黒髪は父親譲ゆずりだろう。髪だけじゃない。真ん丸な私の目と違って、ウイルの目は目じりが吊つり上あがった切れ長だ。鼻筋も通ってる。小さいころパンパンムニムニだったかわいいウイルのほっぺはいつの間にかなくなり、シャープなあごのラインとつながってすっきりとしている。

　……ウイルは顔のいい父親似だろうと母さんが言っていたことがある。妹は面めん食くいだったからと。面食いねぇ。どんな面も食べられるわけじゃないのに何がいいのか。イケ麵めんっていうなら素す敵てきだけど。

　ウイルは、食堂は実の娘むすめである私が継ぐべきで、大人おとなになったら出ていくと言い張っている。

　両親は、束そく縛ばくするつもりはないし自由にさせてあげようって言うけど……。

「父さんも母さんも実の息子むすこだと思ってるし、私も実の弟だって思ってるから、ウイルも気を使わなくていいのに……」

　恨うらみがましく弟のうなじを指で押おしてみた。

　こうすると、お腹なかを壊こわすっていうおまじないだ。
















「やめろって！」

　思いっきり手を振ふりほどいてにらみつけられた。

「料理のできる旦だん那なをリーアが捕つかまえればいいだろう？　いくら十六歳になるまで彼かれ氏しの一人もいないからって、ずっと独ひとり身みでいるつもりはないだろう？　いつまでもリーアが結けつ婚こんしないんじゃ……俺おれっ……」

　ウイルが真まっ赤かな顔をして怒おこった。

　う、ぐぐぐぐっ。

　そりゃ、そろそろ結婚を考え始めるような年ねん齢れいだけれど……。

　女子の結婚適てき齢れい期きは十六歳から二十歳とか言われてたりするけれど……。彼氏の一人どころか、好きな人もいなければ好きになってもらったこともないし……。

「優勝したおやま食堂には、王都で行われる全国大会へ、イチール領代表として参加してもらいます！」

　わーっと歓かん声せいが上がる。

　へ？　全国大会？　領内だけの大会じゃないの？

　私とウイルは首をかしげて、壇だん上じようの両親の顔を見た。両親も、首をかしげていた。
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　ガタゴトと揺ゆれる帰りの馬車。干し肉と砂糖を積んだ荷馬車の荷台におやま食堂の一家も乗のり込こんでいた。

「……どうしようか」

　父さんがため息交じりにつぶやく。

「全国大会があるなんて知らなかったと言って辞退させてもらうしかないだろうね……」

　母さんが答えた。

「え？　じゃぁ、これはどうするの？」

　胸に抱えた砂糖入りの壺つぼを両親の前に差し出す。

「賞品は返すしかないだろうね……」

　がーん。砂糖を返す？

「や、やだ、砂糖だよ、砂糖！　それに干し肉の中でも、これ！」

　一年分の大量の干し肉の中から一つの塊かたまりを手に取り壺と一いつ緒しよに胸むな元もとに抱きかかえた。

「これは十年に一度出会えるかどうかっていう絶品だよ、間ま違ちがいないよ！　これも返しちゃうの？」

　やだーっ！

「仕方がないだろ？　食堂を何カ月も休むわけにはいかないんだ」

　ウイルが大人発言をする。

「そ、それはわかるけれど……でも」

　口の中に唾だ液えきがたまる。

　私のおいしいものセンサーがこの干し肉はめっちゃうまいってビンビン反応してる。

　ぎゅーっ。私の干し肉ちゃん。私のお砂糖ちゃんっ。

「ちょっ、姉ちゃん、その手を離せって！」

　ウイルが私から干し肉と砂糖を奪うばおうとする。

　そういえば、ウイルは両親の前だとちゃんと姉ちゃんって呼んでくれるんだよね。

　父さんが干し肉の取り合いになった私とウイルをたしなめた。

「わかったよ、リーア。そんなにその干し肉が欲しいなら……。別の干し肉とすり替かえて返そう」

　その手があったか！　父さん天才！

　でも、砂糖が……二キロの砂糖が……。そうだ！

「これ、塩と入れ替え」

　ゴチンッ！

「姉ちゃんも、父さんも、そんなことしてバレたら牢ろう屋や行きだって分かってんのか？」

　痛い。ウイルが頭を思いっきり叩たたいたよ。姉を何だと思っているんだ……。

　え？　食い意地の張ったバカ姉だと思っている？　うううっ。

「だって、だって……だって……、じゃぁ、一口分だけでも……」

　ゴチンッ。

　いったぁーい。ウイルがまた頭を叩いた。暴力反対！

「なによぉ。ウイルのけち」

「けちじゃないっ！　母さんも黙だまってないで、姉ちゃんに言ってやってくれよ」

　母さんがにっこり笑った。ああ、この笑え顔がおは、逆らうことを許さない笑顔だ。

　きっと、あきらめなさいって言われる。さようなら、私の極ごく上じよう干し肉と砂糖……ぐすっ。

「店は休めないから、リーアとウイルの二人で参加すればいいんじゃない？」

　はぁ？

「王家主しゆ催さいだから、往復の馬車、王都での滞たい在ざいにかかわるすべての費用、それに安全も保障されてるんだから。王都旅行のつもりで二人で行ってらっしゃい」

　思わず目が輝かがやく。

「それって、それって……」

　よだれがつつっと一筋垂れそうになって慌あわてて手で拭ぬぐう。いや、もうすでに垂れてしまったので拭ったのだけど。

　干し肉も砂糖も返さなくていいってことだよね！

「母さん、何言ってんだよ！　誰が料理するんだよっ！」

「もちろんウイル、あなたが料理をするのよ。リーアに料理なんてできるわけないでしょう？」

　はい。その通りです。

「俺だって、父さんや母さんのような料理なんてできないぞ？　それに、リーアと……姉ちゃんと二人だけなんて……嫌いやだからな！」

　母さんのあの笑顔に逆らおうとは、ウイルも強者つわものだわな。

　母さんの目がきらりと光った。ほうら、知らないよ？

「ウイル、おやま食堂が潰つぶれてもいいと思ってる？」

　おおう。こ、怖こわい。顔は笑ってるけど、怖い。

「どうせ、国の中でも最さい北ほく端たんにある小さな田舎いなかの領よ。誰も、イチール領の田舎料理に期待などしていないわよ。だから、代表者が参加したっていう事実さえあれば問題ないわ」

　そんなもんかな？

　母さんがそこまで言っているのに、まだウイルは首を縦に振ろうとしない。

　そりゃぁ、私と二人だと、いろいろとウイルに迷めい惑わくかけちゃうこともあるかもしれないけどさ……。そこまで嫌がることないじゃないかー。

　おいしいもの見つけて突とつ進しんしないように我が慢まんするし。人前でよだれダラダラたらすのも我慢するからさっ！

　たった半年我慢すれば、干し肉と砂糖が手に入るんだよ？

　何？　寝ねぼけてウイルの腕を肉と間違えてかみついたの怒ってんの？　うぐぐっ。だって、あれは夢の中で……。はい、ごめんなさい。

「いいかいウイル、各領から料理の腕うで自じ慢まんが集まってくるんだよ」

　はっ！　それって、もしかして、各地のおいしい料理が食べられるってことなのでは？

　噂うわさで聞いたことがある郷土料理を想像して、またもやよだれが。

　母さんが顔に張り付けていた笑顔を捨て、鬼き気き迫せまる表情で、ウイルの両りよう腕うでをつかんでゆすった。

「リーアの婿むこを捕まえておいで！　料理人が大勢集まるなら一人くらい物好きがリーアを気に入ってくれるかもしれないだろう？　リーアが店を継いだら、一日でつぶれちまうんだよ！」

　えー、三日は持つと思うんだけど。母さん厳しい。一日って……。

「料理ができる婿がリーアに見つからなければ……ウイル、お前がおやま食堂を継ぐんだ。わかったね！」

「姉ちゃんの婿……」

　ウイルは複雑な表情を見せる。

　父が、そんなウイルの頭を撫なでた。

「母さんは、ウイルが遠えん慮りよして家を出ていくと思っているんだよ。遠慮することはないんだ……。だけど、もし本当に外の世界にあこがれがあるのだとしたら、王都へ行って色々見てくるといい。そして、自分のやりたいことを見つけてくればいいんだよ」

　父さんの言葉に、ウイルが頭を下げた。

「わかった……王都に行ってくる……」

　母さんもウイルの頭を撫でた。

「リーアの婿が見つからなかったら、ウイルがリーアと結婚しておやま食堂を二人で継いでくれてもいいんだからね？」

　ウイルが真っ青になった。

　一生私の世話なんて冗じよう談だんじゃないとか思って真っ青になってるね？

「かっ、必ず、姉ちゃんの婿を見つけてくるよっ！」

　母がにっと笑った。

「二人とも、王都で頑がん張ばってくるんだよ」

　きゅっと、ウイルに奪われなかった砂糖の壺と極上干し肉を抱きしめる。

「うん。王都でいっぱいおいしいもの食べられるように頑張ってくるっ！　だから母さんも、砂糖と干し肉を大事に取っておいてね！」

　ゴチンッ。

　痛っ。何すんのよウイルッと思ったら、ウイルじゃなくて母さんのこぶしだ。

「リーア！　あんたは何を聞いていたの……。婿よ、婿を探しに行くのよっ！　料理のできる男を捕まえていらっしゃい！」

「え？　む、む、む、無理だよ、私に男を捕まえるなんてっ！」

　母さんの手が私の両腕をつかんだ。ぎりぎりと指先が食くい込こむ。

「あんたは、せっかく人並みよりは多少かわいく生んでやったってのに……食べることにしか興味がないなんて……どうしてそんな残念な人間に成長しちゃったのよっ」

　あううー。だって、巫女の血が、私においしいものを教えてくれちゃうんだから……。

「リーア、おいしいものを死ぬまで食べたいだろう？」

　父さんが、肩かたをポンポンと軽く叩いた。

「おいしいものを作れる男の人と結婚すれば、死ぬまでおいしいものを食べられるんだぞ？」

　ふおっ！　そ、そうか！　父さん天才！

「お前のその巫女の能力で、一生おいしいものを作ってくれる男も見つけられるはずだ」

　おおお！

「わかった、父さん！　おいしい男見つけてくる！」

　と、私が父さんと盛り上がっている横で、母と弟が同じようにこめかみを指で押さえていた。

　何で？
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「イチール領は辺境なのでね、王都まで馬車で三週間かかるんですよ」

　王都までは領主様が出してくれた馬車で移動です。馬車の中には、私とウイルと領主様の執しつ事じのガロンさん。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ん？　動きやすくて汚よごれが目立ちにくいワンピース着てきたし。ちゃんと荷物には着き替がえも入れた。エプロンは今回のために新しく母さんが二枚仕立ててくれたし。

　ウイルも、清潔感のあるベージュのシャツ三枚とこげ茶のズボンに、やっぱり母さんが新しいエプロンを四枚仕立ててたでしょ。

　エプロンの枚数の違ちがいは言うに及およばず。料理できない私には、二枚。……代わりに、ハンカチをどっさり持たせてくれた。ウイルは調理中に首に巻くスカーフを持たされているはずだ。

　わずかながらお小こ遣づかいももらった。へへへ。おいしいものいっぱい食べるんだぁ！

「はい。大丈夫です！　忘れ物はありませんっ！」

　ニコニコ笑って元気に答えたら、ガロンさんが首を小さく横に振ふった。

「いえ、荷物のことではなく、君たち二人で大丈夫なのですか？」

　あ、そっちか！

「大丈夫です」

　巫み女この能力があればなんとかなりますって言おうとしたら、ウイルに足を踏ふまれた。

「両親にはしっかり仕し込こまれています。若いので不安を感じるかもしれませんが、イチール領の代表として優勝できるように尽じん力りよくいたします」

　うん。うん。

　出発までの一カ月、確かにウイルは両親にみっちり仕込まれていた。普ふ段だんから手伝いをしているから基本はすでにできていたからね。一カ月で相当腕うでを上げた。

　私？　せめて魚のうろこ取りくらいできるようにって練習したよ。……なぜか、身がそげるんだよね。不思議。

「いや、優勝はしなくて構わないとイチール様はおっしゃっています」

　ふほ？

「どういうことですか？」

　ウイルの声こわ色いろがほっとしたものに変わった。必ず優勝してこいと言われるプレッシャーがなくなったからだろう。

「噂うわさですが、料理コンクールで優勝した領地から、妃きさきを迎むかえるらしいのです」

　え？　料理コンクールにそんな意味合いがあったの？

「どの領地も、妃を輩はい出しゆつしたいと熱心ですが……。イチール様は娘むすめを溺でき愛あいしていましてね。娘を差し出したくないと」

「ああ、だから優勝しなくていいということなんですね……」

　ううん？　イチール様のお子様って……。

「まだ三歳でお妃さまになるの？　いやいや、王様、何考えてるの？　ちょっと無理があるでしょう？」

　私の言葉に、ガロンさんが笑った。

「リーアさんはあまり王家に興味がないようですね。我わがニャンドラ王国の国王は、人ではありません。人じん化かした猫ねこ竜りゆう様です」

「そうだった、聞いたことある！　この世界には五人の竜りゆう王おう様がいるんだよね。それぞれが人化して人の国を治めて戦争をなくしてくださったって。それって本当のことだったんだ」

　すごーい。

「私たちの住むニャンドラ王国の王様は、猫竜様で、西側の国が蛇へび竜りゆう様だっけ？　えっと、あとそれから……わっかんないやっ！」

「リーア、もうちょっと神しん殿でんの礼拝でまじめに話を聞こうか……。すいません、こんな姉で」

「ふふふ、構いませんよ。王都から離はなれた地では、猫竜様の飛ぶ姿を見ることもありませんし。おとぎ話みたいな感じになってしまっても仕方ありません」

「王都に行くと飛んでいるの？　本物のドラゴンが見られるの？　す、す、すごいっ！」

　ガンロさんがまた笑った。

「さぁ、どうでしょう。この三十年は誰だれも飛ぶ姿を見たことがありませんから……」

「そっか、残念……。って、え？　三十年？　王様って、何なん歳さいなの？　お妃さま探してるくらいだから若いんじゃないの？」

　五十歳と三歳の夫ふう婦ふを想像して一いつ瞬しゆんぞっとした。うわー、ないわ。ない。親子どころか孫とじぃじだよ。

「竜族は人と違った時を生きていますから。猫竜様は、人の二、三倍の寿じゆ命みようをお持ちです。現陛へい下かは六十歳ですが、人で言えば二十から三十歳でしょう」

「へー、そうなんだ。ガロンさん詳くわしいね。すごい、すごい」

　パチーンッ。うごうっ。ウイルがデコピンかましてきた。

「リーアが知らなさすぎっ！」

　って思いっきり声を上げたところで、ウイルがはっとして頭を下げた。

「失礼いたしました、ガロン様……。つい、いつもの調子で……」

　ガロンさんは、今度は大きな声を上げて笑い出した。

「構いませんよ、いつもの調子で。その方が私も楽しい旅ができますからね」

　確かに、ガロンさんからいろいろな話を聞くのは楽しかったけど……。

「何とか、料理大会開始までに間に合いましたね……」

　三週間ずっと馬車でした。宿にすら泊とまらず……。寝しん台だい馬車ってあるんだって初めて知った。楽しくなかった……。主に食事面で……。携けい帯たい食しよくもう食べたくないデス。
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　王都は五重の円でできているらしい。それぞれが高い壁かべで区切られ、門をくぐらないと通行できない。

　中央の円にはお城がある。

　そしてお城を囲んで四つの円がある。

　一の円には騎き士しや兵士の宿舎や詰つめ所しよ。

　二の円は貴族の屋や敷しき。

　三の円はお城や貴族御ご用よう達たしの店や、役職付きの城勤めの住まい

　四の円はお城の下働きや貴族の屋敷で働く人、騎士や兵士の家族の家。

　外円と呼ばれる場所がいわゆる庶しよ民みんの生活する場所らしい。

　馬車はまず外円に入った。さすが王都。すごい賑にぎわいだ。馬車の中にいても活気が伝わってくる。

　大通りを進む馬車の中から街を見る。

　ふわぁーっ！　屋台だ、屋台！

　あの大きな肉にく串ぐしはおいしいと、巫女の血が騒さわぐ。あっちの魚を挟はさんだパンも美味だと巫女の血がっ。

　あ、あかん。よだれが、よだれが垂れる……。

「リーア……」

　やめて！　憐あわれむような眼めで見ないで！　まだあきれられる方がいいよっ！

　ウイル……仕方ないでしょ。ずっと代かわり映ばえしない携帯食だったのだから。




　馬車はその後、四の門を通り三の門も通り過ぎ、貴族の屋敷が建ち並ぶ二の門の内側に入った。

「さぁ、私はここまでしかご一いつ緒しよできません。三週間楽しかったですよ。また帰りに会いましょうね」

　ガロンさんは二の円にあるイチール領主別べつ邸ていへ。

　料理コンクールの行われる一の円には、私とウイルだけで進むことになった。

　料理の全国大会出場者証明書みたいな書類を一の門で提示する。

　騎士や兵士たちの宿舎や詰め所や訓練所がある場所が一の円だ。お城の警備も兼かねるらしい。飾かざり気けのない簡素な建物が並んでいる。

「イチール領の代表はお前たちだけか？　他にはいないのか？」

　門番の質問にウイルが答える。

「はい。僕ぼくと姉の二人です」

　きょろきょろ。その間に、私は門の中の様子を見ていた。

　うわー、おっきな人がいっぱいだ。筋肉すごい。筋肉すごい。筋肉すごい。

「イチール領は勝負を捨てたのか？」

　門番の後ろに筋肉がひときわすごい男が立っていた。

「すごい筋肉ですねー」

　腕の太さだけで、私のウエスト以上あるように見える。

「ん？　そうか？　そうだろう？」

　門番の後ろの男が、ニヤッと歯を見せて笑う。

　三十歳くらいかな？　体中筋肉だらけで、首も太い。顔だけはすっきりしてる。よく日に焼けた小麦色の肌はだに、もみあげ付きの栗くり色いろの短たん髪ぱつが似合っている。

「ついてこい、受付に案内してやる。あっちに兵舎が並んでるだろう？」

　筋肉男さんが、門を入って右側の石造りの大きな平屋を指さした。二十棟むね以上あるだろうか。

「一番手前が大会出場者の女性用宿舎に割り当てられている。その奥おくが男性用だが、すでに満室だ。坊ぼう主ずはどうする？　新兵と相部屋でもいいなら部屋は用意できるが」

　ウイルがむっとした表情を見せた。坊主って言われたのが気に入らないのかな？

　最近大人おとなぶりたいみたいだもんね。よく私のことも「どっちが子供だ！　俺おれの方がよっぽど大人だろう」とか言うし。

「相部屋で」

「そうか。お、見えてきたな。あの煙けむりの上ってる建物が受付になってる」

　筋肉男さんが左側に見える兵舎よりも一回り大きな建物を指さした。

「ふわぁーやっぱりすごい筋肉ですね」

　目の前に差し出された腕の太さたるや……！

「まぁな。俺はパワーを重視した戦い方をするからな」

　男が腕を曲げて筋肉を盛り上げて見せる。

「すごい、すごい、ぶら下がってもいいですか？」

「ちょっ、姉ちゃんっ！」

「おう、いいぞいいぞ。坊主、お前もぶら下がれ。二人一緒でもどってことない」

　坊主と言われたウイルは顔を赤くして、スタスタと先に行ってしまった。

　太い腕に手を伸のばしてぶら下がる。おおー、腕一本で持ち上げられた！

　そして、そのまま受付のある建物まで運ばれる。

「ありがとうございました」

「料理大会がんばれよ。俺はタウロス。困ったことがあれば言ってくれ」

　頭をなでなでしてくれた。タウロスさんいい人だ。

　だけど、ごめんね。せっかくがんばれって言ってくれたけど、がんばらないんだよ……。

　っていうか、私は料理をがんばればがんばるほど、破は滅めつ的てきなものが出来上がるので、がんばりようがないけど。

　あ、そうそう、がんばると言えば、私、王都で婿むこ探しをがんばらなくちゃいけないんだった。

「タウロスさん、料理できますか？」

「料理？　食べるの専門だな」

　がははと笑ってタウロスさんは去っていった。

「リーア、まさか、あんな筋肉男が趣しゆ味みなのか？」

　小さな声でウイルが問う。

「んー、料理ができない人は趣味じゃないよ？」

　ウイルがあきれたような声を出す。

「リーアに恋れん愛あいは無理かもしれない……」

　しっ、失礼な！　すんごくおいしいもの作れる男の人がいたら、好きになる自信あるのにっ！




「イチール領はお前たち二人か？　大丈夫か？」

　煙が立ち上っているひときわ大きな建物に入ると、たくさんの椅い子すとテーブルが並んでいた。

　食堂？　なぜか大会の受付は、食堂の奥の調理場の入り口だった。

　そして、なぜか受付担当の人は、エプロンをつけて片手に包丁、片手ににんじんを持っている人だった。

「だ、大丈夫です！　幼いころから両親に仕込まれてますからっ！」

　ウイルが仕込まれたのは出発前の一カ月だけどね。まぁ手伝いは物心ついたころからしてたけど。

「いや、腕の心配をしているんじゃないんだ。二人で大丈夫か？　明日から始まる予選は、毎日兵たち三十人分の夕飯を作ってもらわなくちゃならないんだ。それも一月休まず」

　予選？　兵たちの夕飯作りが？

「予選の審しん査さ員いんはその兵や騎士たちだ。毎回違う領の作った食事をとり、点数をつけていくんだ」

　おお！　なんと！　審査員が何百人もいるってことか！　さすが全国大会！

「まぁ下ごしらえなどの手が足りなければ食堂の下働きに頼たのむことも可能だから、無理しないで言うんだぞ。それから、食しよく糧りよう庫こにある食材は自由に使っていい。足りないものは前日の昼までに言ってくれれば当日配達される。自分たちで調達するならここから出せ。収支報告義務はないが、これ以上は支給されないからな、大事に使え」

　と、金貨が一枚と銀貨が十枚入った袋ふくろを渡わたされた。

「大金だぁ！　これだけあれば、砂糖が」

　よだれ。よだれをぬぐってる間に、すいっとウイルに袋を取り上げられた。

「リーア！　三十人分を一月作らないといけないんだからなっ！　無む駄だ遣づかい禁止！」

　うぐぐっ。無駄遣いじゃないよっ。砂糖は無駄じゃない……。

　はい、ごめんなさい。なんでウイルは私の心が読めるのだろうか……。

「俺はキッチンを確かく認にんしてくるから、リーアは食糧庫に何があるか見てきてくれ」

　食堂の北側の壁の向こう側に、ずらりとキッチンが並んでいた。まったく使われてない真新しいキッチン。この大会用に作られたのだろう。

　二つ口のかまど。調理用のテーブル。大きな水がめ三つに、洗い場二つ。衝つい立たてに仕切られて、そんなキッチンが三十ほど並んでいる。

　各領地の代表があそこで三十人分の兵の食事を作るわけか。ってことは、全部で千人近い兵たちが入れ代わり立ち代わり食事をするってことだよね。

　受付になっていた調理場の奥を覗のぞき込こむ。

「なんだ質問か？」

　忙いそがしそうに包丁をふるう赤毛のおじちゃんが声をかけてくれた。

「ううん。違うんです。毎日千人近い食事をここで作っているんですよね。すごいなぁと思って」

「おう、そうか？」

　おじちゃんは私と会話しつつも手は止めない。たんたんたんと、リズムよく野菜が刻まれていく。

　別の男性は、大きな肉の塊かたまりを串に刺さして火の上でぐるぐる回している。一部分だけが焦こげないように。火が通りすぎて硬かたい場所とまだ焼けてない場所ができないように、ぐるぐる、ぐるぐる。

　ああ、あれもおいしくできるって巫女の血が騒ぐ。

　やっばい。よ、よ、よ、よだれが！

「ふっ、なんだ嬢じようちゃんお腹なかすいてるのか？　味見するか？」

「いいんですか？　ぜひいただきますっ！」

　くるくる回っている肉をそいで、皿に載のせてくれた。

「いっただきまぁ──す！」

　ぱくん。

「おいしーっ、おいしーです！」

　食べたことのない香こう辛しん料りようの味がする。なんだろう。ちょっとピリッとするけど、肉の脂あぶらをすっきりさせてくれるような味だ。

「そうか。そうか。これも食べるか？」

　木の実の皮をむいていた人が、一切れ皿に載せてくれた。

　あ、これ……。あんまりおいしくないと、食べる前にわかってしまった。

　酸すっぱいぞ。きっと酸っぱい……。でも、せっかくくれたし……。

　木の実を凝ぎよう視しする。すると、ぱっと、巫女の血がささやく。

「これも、焼いてくださいっ！」

「はぁ？　焼く？　リンゴを焼くだと？　聞いたこともないぞ？」

　うん。私も聞いたことも見たこともない。っていうか、リンゴっていう名前の実は初めて見るのだ。

　だが、それが正解だと巫女の血が騒いでいるのだ。

「まぁいいじゃないか。焼いてやれ。嬢ちゃんの故郷の郷土料理なんだろう？」

　と、勝手な解かい釈しやくをして焼いてくれた。シャキッとした見た目が、ふにゃんとした見た目に変わる。

「ありがとうございます。いただきまーす」

　ふぅふぅしてぱっくん。ふわぁ。

「おいひいでふ」

　酸っぱくない。正解だった。火を通したらあまぁくなった。さすが私。さえてる。

「本当においしいのか？」

　肉を焼いていた人が、同じようにリンゴを焼いて食べた。

「お、まじか……。ちょっとお前らも食ってみろ」

　と、周りの人に勧すすめている。

　でもって、なんだかワイワイといろいろ話をし始めたので、ごちそうさまでしたと声をかけて移動することにした。




　食糧庫は、食堂の建物の北側にあった。調理場のドアから二十歩ほどの距きよ離りで食糧庫のドアにつく。

　入り口を入って右側に、じゃが芋いもや麦など日持ちのする野菜や穀類がこれでもかって量、置かれている。正面の奥には瓶びんが並んでいる。調味料類だろうか？

　左側にはあまり日持ちのしない野菜や果物。それから干し肉が天てん井じようからつるしてあった。

「嬢ちゃんはどこの領の代表だい？」

「うわぁっ！」

　じゃが芋の袋の陰かげから声をかけられて思わず悲鳴を上げる。

　人がいるとは思わなかった！　白しら髪がの小こ柄がらなおばあさんが姿を現す。

「驚おどろかせてすまなかったね。私は、この食糧庫の見張り番のカシェットだよ」

「カシェットさん？　私はイチール領のリーアです。あ、あの、見張りって？」

「香辛料や貴重な食料を持ち出す輩やからがいないか見張ってるのさ。まぁ、メインはそれじゃないけどね。おっと、嬢ちゃんこっちだ」

　カシェットさんは、私の手を引いて入り口から見えないじゃが芋の袋の陰に再び入った。

　息をひそめていると、入り口から体格の良よい兵が二人きょろきょろと中の様子をうかがいながら入ってきた。

　そうして、一人がぶら下がっている干し肉に手を伸ばした。

　と、思ったその瞬しゆん間かん、私の隣となりにいたカシェットさんが稲いな妻ずまのような速さで飛び出していった。

「こらぁーっ！　つまみ食いは許さないよ！　お前たちどこの隊の者だい！　隊長に報告して三日間食事抜ぬきにされたくなければすぐに出ていけ！」

　手に持った箒ほうきの柄えで、干し肉をつかんでいた手をバシッと叩たたく。

「す、すいませんっ！　お腹がすいて、つい魔まが差しましたっ」

　兵は自分の半分くらいしかない小柄なカシェットさんにぺこぺこと頭を下げて逃にげ出だした。

「かっこいい」

　素す早ばやい身のこなし、正確に繰くり出だされる棒ぼう捌さばき、そして小さな体から出る一いつ喝かつ。

「くっ。リーアと言ったかね。面おも白しろい子だね。かっこいいって言われたのは初めてだよ。鬼おにばばぁとはよく言われるけどね」

　はっはっはと笑って、カシェットさんは私の背中をバンバンと叩いた。

　いてててっ。すごい力だ。

「で、リーアは食糧庫に何の用だい？」

「えっと、明日から始まる大会のための材料を見に来ました」

　何があって、何がないかも知らなくちゃいけないし。材料に合わせてメニューも考えないといけない。……ウイルが。

「ふーん、そうかい。いいのかい？　ここにある材料で」

　意外そうな顔をカシェットさんがする。

「え？　ここにある材料を使っちゃダメなんですか？」

「いや、そうじゃないよ。どの領も優勝しようと必死になっているからねぇ。もっといい材料を各自が持もち込こんでいるのさ。領主の支し援えんがあるから、金に糸目は付けずにね」

　えー、そうなの？

　イチール領は、優勝する気まるっきりないから、領主もお金とか出してくれないしな。使い慣れたものがいいだろうって、イチール領の調味料だけはいっぱい持たせてくれたけど、他の物は現地調達するしかない。

　支給された金額で買いそろえるとお金足りないし。やっぱり、ここの材料をメインで使って、足りない物は注文するしかないよね。

「ここにあるものは何でも好きに使わせるように言われている。ないものは注文。私に言ってくれればいい。ナマモノはここにはない。毎朝、肉や魚や卵は調理場に直接届けられる。その日によって何が届くかは分からないよ。注文すればその通りのものが手に入るがね」

　なるほど。

「カシェットさん、今から少しずつ食料をイチール領のキッチンに運んでも構いませんか？」

「ああ、もちろんだよ。調理のリハーサル用にも使っていいからね。何がどこにあるのかわからなかったら聞いとくれ」

　わーい。許可が得られた。

　うふふふ。さっきからずぅ────っと、気になってたんだよね。干し肉。一つだけ、めっちゃ極ごく上じようのものがある。見た目は他のと変わらないけれど、他のよりも絶対に三ランクはおいしいはず。

「そうだ、カシェットさん、調理場で大きなお肉焼いてたんですけど、あれに使われている香辛料？　調味料？　ってありますか？　私の故郷では食べたことのなかった味だったんですけど」

「肉によく使うのはこれだよ。胡こ椒しようっていうんだ。臭くさみが消える」

　壺つぼの一つを手にして、カシェットさんが蓋ふたを取って中を見せてくれた。

　ふわっと立ち上る香かおり。

「あ、これです！　確かに、これ！　少し分けてもらってもいいですか？」

「もちろんだよ。後で入れ物持っておいで。他に何か聞きたいことはあるかい？」

　その言葉に、気になっていたことを口にした。

「リンゴって酸っぱいものしかないんですか？」

　食糧庫に積まれたリンゴに視線を向ける。

「おや？　見ただけで酸っぱいってわかるのかい？」

　あ。しまった。巫女の血の話はしちゃだめだよね。

「肉と一緒にリンゴも食べさせてもらったんです」

　う、噓うそじゃないから。これは本当だから。

「そうかい。じゃぁ、びっくりしただろうね。昔はもう少し甘あまかったんだけれど、年々一の円の果樹園のリンゴはおいしくなくなってるんだよ。十分に水を与あたえて丁てい寧ねいに育てているんだけどねぇ……」

　果樹園？　あ、行かなくちゃ。なんかそんな気がする。

「果樹園があるんですか？　リンゴのほかに何が植えてあるんですか？　実は勝手に取って食べても大丈夫ですか？　梯はし子ごとかないと取れないですか？」

「ふふふふ。本当に面白い子だね。あっちに行けばあるよ。自分の目で確かめておいで」

　カシェットさんが指さしたのはお城の見える方向、食糧庫の北西。一の円の奥の方だ。

「はい、行ってきます！　あ、食料は後で取りに来ます。これとそれとあれ、取っておいてくださいね！　特にこの干し肉！　絶対ですよ！」

　あははははっと、大きな笑い声を聞きながら食糧庫を出て果樹園へと向かった。

　チカチカと予感がする。果樹園、果樹園。
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「うわーすごぉい！」

　リンゴの木に、栗の木、花か梨りんに梨なしに、知らない果物のなる木、木、木！　十本や二十本じゃない。百本や二百本は植えられてそうだ。

　次々に実がなる果物を想像して、よだれ……。

　ん？　よだれが、垂れない。

　っていうか、実がなるのを想像しても、それがおいしそうだっていう気がしない。カシェットさんがここでとれたリンゴは酸っぱいって言ってたけど。

　きょろきょろと実をつけている木を眺ながめながら歩を進める。

　これもダメ。あれもダメ。そっちもいまいち。

　本当だ。どれも思わず手を伸ばしてかぶりつきたくなるような実じゃないなぁ。

　ゴチンッ。

「痛っ」

　うおー、きょろきょろしながら歩いてたら何かにぶつかったよ。ウイルに見られてなくてよかった。

　絶対に「食べ物ばっか見てないで、ちゃんと前見て歩け！」とか怒おこられてた……。

「痛かった……。ぐすっ」

　ぶつけた頭の右側を手でさすりながら何にぶつかったのかと確認すると、壁だった。

　あれ？　これって、一の円を囲ってる壁？　もう端まで歩いてきた？　この奥はもうお城の敷しき地ち？

　少し先に木の扉とびらがある。

　壁に扉なんてあるって言ってたっけ？　行き来をするには門を通るようにって言ってたよね？　じゃあ、この扉はなんだろう？

　ノブに手をかければ、かちゃりと簡単にドアは開いた。

「うわー、こっちもすごい！」

　ドアの向こうにも、たくさんの実のなる木が生えてる。

「あああ！　あの木！」

　十本ほど先のリンゴの木が、おいしいよーって手招きしてる。わーい！

　……ドッカン。はい。またぶつかりました。

　ううう。前は見てたよ、前は。でも、足元見てなかったの。なんか足元にあるものにぶつかって転びました。

「痛……」

　何にぶつかったのかと確認すると……。

「わー、ご、ごめんなさい、大丈夫だった？」

　人だ。男の子だ。十歳前後の子供が座すわってこちらをにらんでいる。

「誰だ」

　うひゃー。怒ってる？

「えっと、リーアです。本当にごめんね。痛いところない？」

「どこから入ってきた」

　男の子は地面に座り込んだまま立ち上がらない。変なとこぶつけて立てないとかじゃないよね？

「どこって、あそこの扉から」

「そんなばかな」

　男の子が啞あ然ぜんとしている。

「鍵かぎがかかっていたはずだ」

「え？　鍵なんてかかってなかったよ。っていうか、もしかして、ここは入っちゃダメな場所なの？」

　やっばーい。勝手に歩き回って入っちゃダメな場所に入はいり込こんだとか……。怒られるっ。

　っていうか、もし入っちゃダメな場所だとしたら、この男の子はなぜ入っていいのかな？

　と、改めて男の子の姿に目を向ける。

　年ねん齢れいは十歳くらい。顔は将来有望そうな顔。焦げ茶色のサラサラヘアーにブルーの瞳ひとみ。意志の強そうなきりっとした眉まゆに高い鼻。すっきり系美少年だ。

　着ている物は、瞳の色に合わせたブルーのベストとズボン。ベストの下には白いブラウス。目立った汚れはまったくなく、生き地じには光こう沢たくがあり……。

「うわーっ、ご、ごめんなさいっ！　ここって、もしかして貴族とか高貴な人しか入っちゃダメな場所だったりしたり……き、君も、いえ、あなた様も、その、ご立派なお家うちの方で、その、知らなかったとはいえ……」

　貴族のご子息と思われる人に、ぶつかってしまった……こ、これ、打ち首？　どうなっちゃうの、私……。

「ぷっ。お前、めっちゃ言葉おかしいぞ」

　少年が笑いだした。

「お、怒ってない？　私、打ち首とかになったり……」

　少年が立ち上がった。私よりも頭一つ分小さな体。

「リーアって言ったな。入っちゃだめな場所じゃなくてここは入れない場所だ。入れたなら問題ない」

　ん？　なんだかよくわからない言い方だけど、問題ないならいいや。

「本当？　よかった！　そうだ、実を取って食べても問題ないのかな？」

「は？　お前、物好きだな。こんなまずいもん食べようっていうのか？」

　まずい？

　少年は、めっちゃ顔をしかめてリンゴの木を見上げた。うわー、そこまで嫌いやそうな顔しなくても。

「おいしいよ？」

「はぁ？　リーアは味覚がおかしいのか？」

「おかしくないよ、むしろ人よりも味覚はいいよっ！」

　なんといっても巫女の血が、おいしいものには敏びん感かんですからね！

　と、言ってはっとする。

「あー、申し訳ありません、あの、生意気な話し方を……その、お許しください」

　相手はいいところのご子息様ということがスポンと頭から抜け落ちてしまう……。やばい、やばい。

「許してやってもいいが条件がある」

　うえっ、条件？

「そんなにおいしいというのならリンゴの実を一つ食べてみろ」

「え？　そんなことで許してくれるの？　……くださるのですか？」

　っていうか、むしろこれって食べてもいいよっていうお許しだよね。

　勝手に実をもいで食べたとか叱しかられないってことだ。わーい。

「リーア、よだれが垂れてるぞ」

「しっ、失礼いたしました。では早さつ速そく一つ、いただきます」

　と、おいしいと手招きしているリンゴの木から、とびっきりおいしいぞと主張している実を一つもぐ。

「おい、そんな実でいいのか？　形も大きさも、あっちの木の実のほうが立派だしおいしそうだぞ？」

　と、少年が私のことを心配してくれる。

　少年が指さした木には、確かに大きくて赤々と輝かがやくリンゴがたわわになっているけれど……。

　酸っぱいぞーって顔してるんだよね。

「では、早さつ速そくいただきます」

　手にしたリンゴを服でこすってかぶりつく。

　ちゅぱっと、リンゴの汁しるが口の中に広がる。そしてシャキっとした歯ごたえ。

　リンゴの香りが鼻に抜け、そして舌に甘みが広がる。

「あー、おいしい」

　シャリシャリ、もぐもぐ。

「今まで食べたリンゴの中で一番おいしい」

　ごっくん、もぐもぐ。まぁ、人生二個目だけど。

「はー、しあわせぇ」

　止まらない。あっという間に一つ食べきってしまった。

「そんなに、おいしいのか？　っていうか、よだれが垂れてるぞ」

「す、すいません、あまりにおいしくて……もう一つ食べてもよろしいでしょうか？」

　勝手にしろと許可をもらったので、もう一ついっただきまーす。シャリシャリもぐもぐ。

「あー、みずみずしい。甘い。おいしー」

　ごっくん、もぐもぐ。

　あきれたような顔で私を見ていた少年が、ふとリンゴの木を見上げた。

「お前を見てると、リンゴが本当においしいような気がしてくるな……」

「気のせいじゃなくて、リンゴはおいしいです」

　少年が手を伸ばして、大きくて真まっ赤かな実を一つもいだ。

「……一つ、食べてみようかな」

　私がしたように、服でリンゴをきゅっきゅとこすって少年がリンゴの実を口に運んだ。

「だめーっ！」

　少年の手からリンゴの実を取り上げる。

「何が駄だ目めだ。リーアがおいしいって言うから、僕も食べてみようという気になったというのに」

　急いで、私が実を採った木から新たにリンゴの実をもぐ。

「食べるならこっちです。この実を食べてみてください」

「は？　なんでそんな貧ひん相そうな実を食べないといけないんだ？」

　二つの実を並べてみれば、確かに私の手の上の実は二回りくらい小さくて輝くような赤というよりはどっしりとした深い赤。おいしそうかと言われると、見た目だけならあんまりおいしそうじゃないけど……。

「こっちの方がおいしいんです。噓じゃありません」

「は？　食べてもないのになんでわかるんだよ」

　少年の手にしていたリンゴにがぶりとかみつく。

「うえー、おいしくない……ほ、ほら、食べたけどやっぱりおいしくないですよ、こっち」

　皮には苦みがあって、実は酸っぱくって、かすかすしてて……。

「お前の言葉を信じろっていうのか？　噓をついているかもしれないだろう？」

　うう、まぁ、そうだけど。でも本当なんだもん。

　少年が、私の手から二つともリンゴを取り上げた。

　私の目の前に、大きなリンゴを突つき出だす。まずかったやつだ。

　次に、小さなリンゴを突き出した。ああ、これおいしいリンゴ。

　もう一度、大きなリンゴが突き出される。まずいリンゴだってば。

　今度は小さなリンゴ。ふわぁ。匂においだけでもめっちゃいい！

　って、なんで少年は私の前にリンゴを交こう互ごに突き出すんだろう？

「ぷっ。わかったよ、リーアの言葉を信じるよ」

「え？　本当ですか？」

「お前、気が付いてないのか？　こっちのリンゴが目の前に来ると、よだれ垂れてるぞ」

　まじかーっ！

「し、失礼いたしました。で、でも、本当に、今まで食べた中で一番おいしいリンゴなので、その……」

　うひー、私のバカバカ。っていうか、リンゴは今日初めて食べたんだけどさっ。

「ははははっ。本当に、面白いやつだな。その面白さに免めんじて、このリンゴがまずくても許してやる」

　とげらげら笑いながら少年が小さなおいしいリンゴを遠えん慮りよ気味に小さくかじった。

「は？」

　声をあげて、私の顔を見る。

　少年がもう一口、今度は大きいリンゴにかじりついてペッと実を吐はき出だした。

「お前……これはどういうことだ？」

　どういうことって、どういうことですか。

「こっちの、リンゴなのに、うまいぞ……。どんな魔ま法ほうを使ったんだ？」

　シャリシャリと少年がおいしいリンゴを食べきった。

　うまいって言ってくれた。うれしいな。やっぱり、おいしいものをおいしいって言って食べてもらえるのはうれしい。

「魔法でもなんでもないです。おいしいリンゴを見分けられるだけです」

「どれだ！」

　え？

「おいしいリンゴはどれだ！　教えてくれ！」

「この木と、そっちの木になるリンゴならおいしいです。その中でも……一番おいしいのは、あれ。次があれです」

　木の上の方になっているリンゴの実を指さす。

　梯子があれば絶対にあの実を食べたのになぁと思って見ていたら、少年がするすると木に登って一番おいしいのと二番目においしい実をとってしまった。

「次はどれだ？」

「次は、あれです」

　木の枝を移動して少年がそのリンゴをもぎ取ると、ぽいっと私に向かって投げ落とした。

「一番おいしいのはトトに食べてもらう。次は僕だ。それはお前にやる。じゃあな！」

　少年はぴょーんと、二メートルはあろうかという高さから飛び降りるとそのまま木々の間をすごい勢いで走って行ってしまった。

　えーっと。手元に残された三番目においしいリンゴ。

「ありがとうございま──す！」

　聞こえるかどうかわからないけど、大きな声でお礼を言った。

　また来てもいいのかな？　とか、他の実も取っていいのかな？　とか聞けばよかった。




　リンゴをエプロンのポケットに入れて、扉をくぐり食糧庫に戻もどる。

「おかえり、食糧を荷車に乗せといたから、持っておいき」

　カシェットさんが、私がよけておいた食料を運びやすいように手て押おしの小さな荷車に積んでおいてくれた。カシェットさんいい人だ！

「ありがとうございます！」

　食料を積んだ荷車を押してイチールのキッチンへ戻る。

「リーア、どうだった？」

「ウイル、ほら、これ！　えへへっ」

　特上干し肉を自じ慢まんげに持ち上げて見せる。

「ふーん。いいのがあったのか」

　ウイルがにやりと笑った。えへへ。いろいろと厳しい弟だけど、私の目は信じてくれてるんだぁ。ウイルのこの顔大好き。

「やめろっ」

　思わずぎゅっと抱だきしめたら、しかめっ面つらされた。むぅ。かわいくない。おねーちゃん、って後をずっとついてきてた、あのかわいいウイルはどこへ行っちゃったの……。ぐすっ。

「材料はこれだけか？」

　荷車に乗った野菜を下ろしながらウイルが尋たずねる。

「えっと、肉とか魚とか生ものは食堂の調理場に運ばれてくるらしいの。何が運ばれてくるのかはその時によって違うらしいんだけど」

「ふーん。そっか。まぁ、何とかなりそうだな」

「ほーっほっほっほっ、これで何とかなりそうですって？　お聞きになりました？」

　突とつ然ぜん、後ろから甲かん高だかい女の声がして振り向く。

　そこには、ピンクのフリフリのついたワンピースを着た女の子がいた。少しそばかすがあるものの、真っ白な肌のかわいい子だ。薄うすい金色の髪かみは後ろの高い位置で結ばれている。

　他に二人の女性がいた。

「最後に到とう着ちやくしたばかりか、ろくに準備もしていないなんて……優勝する気があるのかしら？」

　馬ば鹿かにしたような言葉を吐き出す、ピンクワンピの女の子。

　同じ年くらいかな？　それとも少し若いかな？　十五、六歳？

「もしかして、あなたも出場者？　私、イチール領のリーアです。こっちは弟のウイル。同じ年くらいの出場者がいてうれしいなぁ」

　にこっと笑うと、一瞬女の子は息をのんでほっぺを赤くした。

「なっ、仲良くするつもりなんてありませんわ！　リーア、あなたはライバルなんですよ？」

「わーい。早速名前を憶おぼえてくれたのね。あなたの名前は？」

　女の子はますますほっぺを赤くする。

「だ、だから、人の話を聞きなさいよっ！　仲良くする気はありません。でも、名前が知りたいというなら教えて差し上げるわ」

　ライバル？　優勝する気なんてないんだけどなぁ。

「私は、フータ領の代表、ナリナよ」

　ナリナさんが名を名乗ると、続いて後ろにいた女性が次々と自己紹しよう介かいを始めた。

「私はローゼ。ミリナル領代表よ。今年十七歳になるのよ、よろしくねウイル君」

　ローゼさんは、真っ赤な口紅が印いん象しよう的てきな濃こい化け粧しようをしている。服装も調理に向いているようには見えないオシャレ着を着ていた。化粧のせいで十七歳よりも年上に見える。

「私はマルガレット。ヨガマタルク領代表。イチールの特産品を見せてほしい」

　女性にしては骨格が太くてがっしりした体型の赤毛のマルガレットさんは三十歳ちょっと前かな？

　腕には何カ所かの小さなやけどの痕あとがあって、手の平は硬かたそう。指は太い。母さんと同じだ。食堂で長年調理を続けてきた人の手だ。なんか、それだけでいい人だと思ってしまった。

「特産品？　もしかして、他の領では特産品を持ってきているの？」

「あら、やだ。リーアはそんなこともご存じないの？　優勝するためにはおいしいだけじゃだめですのに。見た目やインパクも大切ですのよ。それには領ごとに特色のある料理を出さなければなりませんでしょう？」

　へーそうなんだ。

「ナリナさん、いい人ね、そっか。教えてくれてありがとう」

「わっ、私は親切で言っているわけではありませんわっ」

　また、ナリナさんが頰ほおを赤くする。

「皆みなさんの領の特産品は何なのか、見せてもらってもいいですか？」

「しっ、仕方がありませんわね。そんなに見たいというのなら、ついていらっしゃい」

　うふふ。やっぱりナリナちゃんいい子だ。おっと。さん付けからちゃん付けに移行しちゃった。まぁいいか。

「ダリお兄様、あれを見せて差し上げて」

　四つ隣の特設キッチンには、男女合わせて十人ほどがいた。多い。っていうか、うちが少なすぎるだけ？

「おや？　ナリナのお友達かい？」

　白い調理服を着た金きん髪ぱつ長身の男性が振り返った。

　うおう、金髪に青い目に、整った顔立ちに、なんだか気品まである。

「ダリ様、先ほど到着したイチール領の代表ですわ」

　なぜか、私の存在を、ローゼさんが説明する。

　あれ？　これってもしかして、ローゼさんがダリさんに言い寄っている感じ？　かっこいいもんねぇ。もてるよねぇ。
















　でも、ダリさんはあんまりおいしそうじゃないよ。マルガレットさんのほうがおいしそう。絶対、おいしい料理作れる人だよ。あの腕がそう言ってるもん。

　ダリさんが、木箱を持ってきて中を見せてくれた。

　ふわぁーっと、いい匂いが立ち上る。

「どう？　これがフータ領の特産品、オレンジよ」

　すっきりした香りに甘さも漂ただよっている。初めて見た。

　そして、おいしいよって血が騒いでる。

　オレンジ色のつやつやした実から目が離せない。

「触さわってみてもいいか？」

　マルガレットさんの問いに、ダリさんがにこやかにオレンジを手に取ってマルガレットさんに渡した。

　手触りを確かめ、香りをかいでいる。

「わ、私も、私も、食べてみてもいい？」

　今にも口から零こぼれ落おちそうなつばをごくんと飲み込む。

「何を言っているんですの！　食べていいわけありませんわっ！　これは大会用の大切なオレンジですのよ！」

　あ、そうだよね。うん、そうだった。

「あまりにもおいしそうで、つい……」

　あははと笑ってごまかす……。

「ごめんね、ナリナの言う通り、大会用の食材だから分けてあげるわけにはいかないんだ。でも、フータ領の特産品をおいしそうと言ってくれてありがとう。王都ではあまり出回ってないけれど、もしかすると三の円の商店では扱あつかっているところもあるかもしれないよ」

「本当？　じゃぁちょっと探してくるっ！」

　オレンジ、オレンジ、オレンジ。あー、どんな味なんだろう。おいしいことは間ま違ちがいない。でも、食べたことがないから想像できないよう。他にもイチール領で見たことのない食材とか売ってるのかな。

「ウイル、買い物に行きましょう！」

　早く早くと、ウイルの手をぐいぐい引っ張っていく。オレンジちゃん待ってて！

　門の近くでタウロスさんに声をかけられた。

「買い出しか？　頑がん張ばってるな！　ほれ、おやつだ。じゃあな！」

　おやつ！　素す直なおに手を出して受け取る。子こ供ども扱いされてる？　ふっ、おやつがもらえるなら子供扱い大だい歓かん迎げいだよっ！

「なにこれ？」

　ウイルが私の手の平に載せられた小指の爪つめサイズの黒っぽい粒つぶを一つ手に取った。

「干した果物？　こんな色の初めて見たな」

「あああー、私がもらったのに、私の、私のっ」

　涙なみだ目めになる私の口に、ウイルがもう一つ実をつまんで放ほうり込こんだ。

「ふおっ。もぐもぐ」

　にょっ。にょにょ。なんだこれ？

　ちょこっと甘くて酸味もあって、おいしいけど、何だろう？　これもイチールでは見たことがない。

「なんか料理に使えそうだな」

　私の手の平の最後の一粒をウイルが取る。

「ぴぎゃーっ、私の、私のっ！」

　取り返そうと手を伸ばすと、ウイルはひょいっとよけてポケットにしまい込んだ。

「これ見せて、どこで売っているか聞いてみよう。兵が持ち歩いてたくらいだ。すぐに手に入るさ」

　おおう、そうか。現物を見せて「これどこに売ってますか」って聞いた方がいいもんね。

　私が持っていたら……食べてなくなるとウイルは思ったわけだ。

　失礼なっ！　我が慢まんくらいできるもんっ！　……たぶん。
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　門から門までは乗合馬車が用意されている。というか、徒歩での移動はできない。用のない者が貴族街をうろうろしたりしないようになっているんだって。歩いて行かなくてすんでありがたいシステムだ。

　料理大会の札を見せればすんなりと三の円の門行きの馬車に乗ることができた。

　料理大会が行われる一の円は兵や騎士の詰め所。三の円は、王室御用達や貴族向けの店が立ち並ぶところだ。三の円の門番に札を見せる。

「お前たちは料理大会の参加者か。料理大会の参加者は、王室御用達の店を今回は特別に利用できるが、普段はお前たちなど店に入ることすらできないんだからな。失礼のないように」

　むほー、なんですとぉ。普段は入ることもできないようなお店に、入ることができるの？　うわー、やった！　いったい、どんなすごいおいしいものが並んでいるんだろう。

「ねーちゃん、出入り禁止になると困るから店の中でよだれ垂らすなよ」

　ラジャー！

　石造りの二階建ての建物が並ぶ通りに出た。王室御用達の食料品店が並んでいる通りだと言われたが……。

　食料品店のイメージといえば、店頭に山と積まれた野菜や果物だったり、店先にぶら下げられた肉の塊だったり。それから呼よび込こみをする威い勢せいのいいお店の人……なんだけど。そのどれもがない。

　店頭に食材を並べているお店が一つもない。人通りは疎まばらで、どの店も扉がぴっちり閉まっていて店員さんの姿も見えない。

「あれ？　本当に、ここが食料を扱う店？」

「そうみたいだね。看板を見ると、あそこは肉屋のようだ。あっちが魚屋」

「あ、本当だ」

　つりさげられた看板には、王おう冠かんと牛だったり、王冠と魚だったりの絵が描えがかれている。

「王冠が、王室御用達マークなのかな？　あ、ウイル、ここ、なんの店だろう？」

　看板には王冠と、お皿の上に何かが山になっている絵が描かれていた。

　開かれた窓から中が見えないかと思って覗いたら、貴族の屋敷で働く執事さんのようにきちんとした服装の人と目があった。

「私どもの店に、何か御ご用ようですか？　御用がないのでしたら、店先から立たち退のいていただ……」

　すぐにガチャリとドアが開いてその男の人が姿を現した。

「あ、お店の人なんですね。ここって、何の店なんですか？　見てもいいですか？」

　店員さんは、目を細めて私とウイルの姿を上から下まで見た。

「申し訳ありませんが、こちらの店は、あなた方のような人間の利用をお断りさせ……」

　そうだった。今だけ特別なんだっけ。

「えっと、これ、料理大会の」

　札を見せると、しぶしぶといった顔で店のドアを開いて中に招いてくれた。

「どうぞ。私どもの店は塩専門店です」

「え？　塩専門？　塩だけしか売っていないってこと？」

　驚いた顔をすると、少しだけ店員の口元が緩ゆるんだ。

「これ、何ですか？」

　まず正面に見えたのは、巨きよ大だいな白い石。

「こちらは、岩塩ですよ。見るのは初めてですか？　塩の塊です」

「岩塩、うわー、すごい。初めて見ました！　こっちの、こっちは？」

　隣には私の知っている塩よりもさらさらとした粉が載っている。

「雪塩ですよ。少量でもしっかり塩味を感じることができます」

「すごいです、すごいです！　塩にこんなに種類があるなんて知りませんでした！」

　ほんのりピンクの色が付いた塩は、バラの香りがするらしい。すごい。焼き塩に、粗あら塩じおに、ごま塩……。

「ねーちゃん、さっきからすごいすごいしか言ってないけど、どうなの？」

　ウイルが耳元でささやく。どうなのというのは、巫女センサーでおいしいものがどれかわかるのかっていうことだ。

　んー、センサー、働いてません。その証しよう拠こに、よだれ出てないです。

　……塩だけじゃぁ、センサー働かないのかな？　そんな時は……。

「どの塩がおいしくておすすめですか？　教えてください」

　素直に聞く。

「そうでしょうとも。普段は店に入ることもできないあなた方には善よし悪あしなどわかるはずもありませんね。どんな料理にも合い使いやすくて旨うまみがあるのは、イチール領の特産品である藻も塩しおですよ」

「イチール領の藻塩？」

　お店の人が、棚たなから、こぶしほどの量の塩を載せた皿を出してきた。

　ってことは、普段使ってる塩？

「ええそうです。塩の作り方にはいくつかありますが、イチール領では海かい藻そうに塩分を含ふくませてそれを焼いて灰にして作っているんですよ。そのため、海藻の旨みの含まれた極上の塩ができます」

　うん。塩の作り方は知ってる。浜はまで作っているの見たことあるから。でも、逆にほかの地域では違う作り方してるなんて知らなかった。

「王都への流通量は少ないため、この量で金貨一枚はいたしますよ」

　は？

「銅貨の間違いじゃなくて？」

「ぷっ。何のご冗じよう談だんですか？　先ほど説明したように、他の塩にはない旨みのある極上の塩ですよ。さらに、手に入れるためには……」

　えー、だって、イチール領では銅貨一枚で一ひと握にぎりの塩は買えるんだけどなぁ……。

「これは、本当にイチール領の塩ですか？」

　じーっと塩を凝視してたら、ウイルが口を開いた。

　あ、やっぱりウイルもそう思った？

「どういう意味ですかな？」

　店員さんがむっとする。

「いえ、あまりにも白いので」

「それが何か？」

「イチール領の藻塩は灰を煮に詰つめて作るので、これほど真っ白にはならないんです。だから、特別な製法で別に作っているのかと思って」

　普段使っている塩は、ちょこっと茶色っぽい。どう見ても、目の前の塩はまるで小麦のように白い。

「おや？　まるで藻塩を見たことがあるような口ぶりですね？」

　ひくりと店員さんの眉が動いた。

「っていうか、藻塩以外の塩を初めて見たね、ウイル」

「俺たち、イチール領の代表なんです」

　ウイルの言葉に、店員さんが顔色を変えた。

「にっ、偽にせ物ものだっていうんですか？　この塩は、藻塩じゃないと、我々が偽物を売っているとそう言うつもりですかっ！」

　今までにない大きな声で店員さんが叫さけぶ。

　あわわ、なんか怒らせちゃった？

「そんなつもりは……」

「イチール領につてのある者から独自に仕入れているきちんとした品ですよ、いくらイチール領出身といったって、おまえたち庶民が使う塩と貴族が使う塩が同じじゃないというだけの話でしょう」

　そうだっけ？　領主様に持たされた塩も一緒だよね？

「出て行ってください。物の価値がわからない人間に売るものなどありませんっ」

　店員さんは真っ赤な顔をして怒いかりをあらわにしている。

　ドアを開くと、手でしっしと追おい払はらうジェスチャーをした。

　あうう。なんだか失敗した。

「塩一山で金貨一枚のレベルじゃあ、王室御用達の店で買い物は無理かもな。とりあえずこれだけ探すか」

　王冠マークのない果物の絵の看板のついた店に入る。

「あの、これ置いてありますか？」

　タウロスさんからもらった黒い粒を店の人に見せた。

「ぷっ。なんの冗談ですの？　こんな粗そ末まつなものを三の円の店が扱っているわけありませんわ」

　粗末？　果物屋の女性が笑った。

「粗末って？　確かに、見た目はちょっと悪いけれど、おいしいですよ？」

「ぷーくっくっく。こんな保存食がおいしいですって？　おかわいそうに。こんな縮んでしわしわでみずみずしさのかけらもないものが、おいしいですって？　生の果物を食べたことないの？　ふふふふふ。そうですわねぇ。どう見ても、料理大会でもなければ三の円の店には入ってこられないでしょうし」

　干したものはまた別のおいしさがあるんだよ。そりゃ見た目は鼻血のついた鼻くそを丸めたみたいであんまりよくないけど……。見た目で判断するなんて損してるよねぇ。

「教えてあげますわ、そういう貧びん乏ぼうくさい食べ物は、外円の店でお探しなさい」

　あれ？　親切に教えてもらえちゃった。

　そうか。三の円のお店では売ってないのか。外円って、四の円の外側の庶民の生活の場だよね。

　あそうだ。教えてもらったお礼を言わないと。

「教えていただいてありがとうございます。あ、そうそう、あそこの果物、かびてるみたいですよ？」

　にこっと女性に笑いかけると、目を吊つり上あげた女性に追い出された。

　あれ？　何で怒ってるのかな？

　果物屋を出たあとは、見て歩くだけで店の中に入ることはしなかった。

　どの店も、見たこともない種類のものが並んでいて、見ているだけなら楽しかった。

　けど……。

　巫女センサーが、ビビッとくるようなものはほとんどなかった。




　三の円の門で馬車に乗り、外円の街に出た。

　外円は庶民たちの生活の場だ。

「ふわぁー！　ウイル、こっち、こっち、早くっ！」

　外円は、私のよく知る市場そのものだった。目移りするくらい色々なものが並び、呼び込みの声が飛とび交かう。

　ただ、一つ違うのは、イチール領と比べてお店が何倍もあって、行き交う人も何倍もいる。

「うわー、おいしそう、おいしそう！」

　薄うす桃もも色いろの果物の山が目に入る。

「おいしそうじゃなくて、おいしいんだよ嬢ちゃん」

　うんうん。わかるわかる。

「一つ銅貨一枚。五つなら銅貨四枚にまけるよ」

「本当？　じゃぁ、五つっ」

「姉ちゃん！　無駄遣いはダメだろう！」

「あはは、しっかり者の弟だねぇ。んじゃぁ、三つで銅貨二枚でどうだ？」

「買った！　買うよ、絶対買う！　ありがとう、おじさん。あのね、えっと、あれとそれとそれの三つ」

　おいしいよ、おいしいよってセンサーが働く。特別おいしいのを三つ指さした。

　ああ、よだれが。よだれがぁ。

「おや、嬢ちゃん目め利ききだね。うん、このお尻しりのところまで色づいてる桃は甘いよ」

　銅貨二枚と、桃という名の果物三つを交こう換かんする。

「いっただきまーす」

「ちょっ、リーア」

　店の前ですぐに産うぶ毛げの生えた薄い皮をむく。ふわぁ！　果か汁じゆうがパーンとはじけるように飛び出して指の間を伝う。なんてみずみずしいんだろう！

　柔やわらかな果肉に歯を立てると、甘さと香りが口の中に広がる。

　はぁー。おいしい。しかも、鼻に抜ける香りだけでもおいしさを反はん芻すうできるって素す晴ばらしい！

　ウイルが怒ってるけど、知らない。食べ歩きも市場の楽しみ方の一つだからいいじゃんっ！

「あ、あれを見ろ！」

「まさか……」

　突然、町中がざわついた。

　多くの人が空を見上げたり、空を指さしたりしている。

　さすがの私も、桃を食べる手を止めて見上げた。

「ふわわわ」

　大きな大きな猫。太陽の光を浴びて、毛が金色に輝いている。そして、背には大きな翼つばさ。

「空を飛ぶ猫……」

「何を言っているんだ、あれは猫竜様だろう……」

　ウイルも視線は空を飛ぶ猫……じゃない、猫竜様にくぎ付けのはずだが、私への突っ込みも忘れないなんて……。

「すごい、三十年ぶりのお姿だ……。生きているうちにまた拝見できるなんて」

「かっこいい！　猫竜様ー」

　老人が拝んだり、子供が手を振ったり、町中喜びにあふれた声が上がっている。

　運がいいなぁ。こうして三十年ぶりの機会に遭そう遇ぐうできるなんて。

　猫竜様は町の上を三回ほどぐるぐると回って、姿を消した。

「それ、おいしいか？」

　え？　突然声をかけられて、声のする方に視線を向ける。

　にょにょっ！　美形ですっ！　プラチナブロンドの長い髪を背中で一つにまとめた長身の美形さんが立ってます。

　服装は黒一色。ズボンにシャツというシンプルで地味な装いなのに、めっちゃ華やか。顔がいいと、何着ても派手に見える。二十代半ばから後半に見える美青年が見ているのは、私の手元。食べかけの桃だった。
















「はい。とぉぉぉ─────ってもおいしいですよ。甘くて、みずみずしくて、それから香りが」

　ぱくん。ぐおおおっ！

　美青年は何の躊ちゆう躇ちよもなく、私が手に持っている果物に食いついた。

「本当だ。おいしいな」

　すごく幸せそうな顔をする美青年。

　私の、私の桃ぉぉぉっ！

　恨うらめし気な目でにらんでやったのに、美青年はさらに嬉うれしそうな顔をして私の手の桃に再びかぶりついた。

　最後には私の指まで舐なめるくらいがっつり食いやがった。

「まだ、一口しか食べてなかったのに……」

　うううっ。涙出てきた。

「ああ、すまなかった。あんまりおいしくて」

　すまなかったじゃないよっ！

「弁べん償しようしよう。店主、桃を一つ」

　美青年が懐ふところから金貨を取り出した。金持ちか！

「いらないっ！　弁償なんて無理だもん。あの桃は、ここにある桃の中で一番おいしい桃だったんだからっ！」

　ぎいっとにらみつけてやると、美青年は少しだけ申し訳なさそうな表情をした。

「そうか、では店主、二番目においしい桃と三番目においしい桃を頼む」

「無理よっ。二番目と三番目も私が買ったから」

　ウイルの持っている桃を指さす。

「そうなのか……じゃあ、どうすれば許してくれるか？」

　むぅ。食べ物の恨みは恐おそろしいって言葉を知らないのかっ！

　許せるわけないじゃないっ！

　一番だよ？　一番おいしい桃だったんだよ？

「そうだ、じゃあ、別の一番をごちそうするよ。ほら、隣のブドウもおいしそうじゃないか？」

　そういわれて視線をブドウの山に移すと……。

　はー、確かに、おいしいぞって声が聞こえてきた。よ、よだれが……。

「店主よ、一番おいしいブドウを頼む」

　美青年の言葉に、店主が一番大きなブドウに手を伸ばした。

「待って、それじゃないわ！　あっちよ、あっちのちょうだい！」

「これでいいのかい？　毎度あり」

　はー。いい香り。

「さっそくいただきまーす」

　実を一つつまんで口に入れる。

　むっはっ！　うんまぁ───い！

　ぷちっ。もぐもぐ。

「うめぇな」

　ぷちっ。もぐもぐ。

「おいしいね」

　ぷちっ。もぐもぐ。

「本当にうまい」

　待て！　なんで三人で仲良く分け合って食べてんの！

　おかしいよね？　これお詫わびに私に買ってくれたブドウだよね？

　ぎろりと美青年をにらむ。

「すまん、つい……。お詫びに、ほら、隣の店で一番おいしいものを……」

　ん？　ならいいか。って、また三人で食べまして、次の店でお詫びをって……。

　あれ？　次々おいしいものを食べられるのは嬉しいけど、五軒目でなんかおかしいと気が付いた。

「も、もういいです。もう怒ってません。ありがとうございます」

　さすがに、おごってもらい続けてる状じよう況きようにいたたまれなくなって次の店は断った。

「そ、そうか？　何も遠慮することはないんだぞ？」

　美青年は、めっちゃしゅんっとしてしまった。

　いやいやいや、何、私が悲しませたみたいな感じになってるから、そんな顔しないでくれる？

「おいしいものが食べられて、私はとても幸せなんだ」

「そうですよね！　おいしいもの食べると幸せですよね！」

　そうか。この悲しい顔は、もうおいしいもの食べるのおしまいっていうときの顔ね。

　わかる。目の前においしいものあるのに食べられないのってめちゃくちゃ悲しいよね。

「もっと、一緒に食べたい……ダメかな？」

　いいよ、おいしいもの食べるのは私も大好きだし、それに、おいしいもの見つけるのは私の唯ゆい一いつの特技だしね！

「うっ」

　突然、うめき声とともに、美青年が額を押さえた。

「君のおかげで少し元気が出たけれど……まだ、これ以上は無理みたいだ……」

　え？　元気が出たって？

「もしかして、病気なの？　だったら早く休んだ方がいいよ。そうだ、これあげる」

　ウイルに持っていてもらった桃を二つ手渡す。

「二番目と三番目だけど、これもおいしいから」

「いいのか？」

　美青年は、額に汗あせを浮うかべながらも、必死に微笑ほほえもうと私の顔を見る。

「いいよ。いろいろ買ってもらったし」

「じゃあ、また今度一緒においしいものを食べよう……」

「うん！　また一緒に食べようね！」

　美青年は私の耳元に顔を寄せた。ひゃっ。くすぐったい。耳に彼かれの声と息が届く。

「きっとだ。約束したぞ……私の名は、ニラージェ」

　彼が名を名乗ったので、私も自分の名前を教えなくちゃと思った瞬間、彼の唇くちびるが私の額に移動した。

「ええっ？」

　おでこにチューされちゃいましたっ！　驚いて、おでこを両手で押さえる。

　視線をさまよわせたそのすきに、彼の姿は人ごみに消えて見えなくなっていた。

「あいつはダメだからな！」

　ん？　ウイルが何か言っています。

「何が駄目なの？」

「なんか、金持ちそうで、身分とか違いそうだし……料理は絶対できないと思う」

「うん、そうだね。金貨とか普ふ通つうに持ってたし。料理どころか、水仕事も力仕事もしたことのないようなきれいな手だった。で、それの何が駄目なの？」

　ウイルが深いため息をついた。

　はぁ────────っって、何秒続くため息だよ。

「いや、相手がいい男でも、ねーちゃんには関係なかったな……」

　ん？

　何が言いたいのだ、ウイルよ！

「今の男、おいしそうじゃなかったんだろ？」

「うん。おいしいものを作り出せる手はしてなかったよ」

　でも、ちょっとだけいい匂いがした。おいしいものとは違うけれど、いい匂い。




　三の円とは違って、外円の店にはおいしそうなものであふれていて、始終よだれが……。いやいや、我慢我慢。

　色々な物が売ってるのに、残念ながらオレンジは見つからない。でも、干した黒い粒はゲットできた。干しブドウって言うんだって。うへへへへ。

　背中に背負った買い物袋はおいしい物でぱんぱん。ウイルの持ってる斜ななめ掛がけの鞄かばんもパンパン。

「ウイル、ちょっと待って」

　道みち端ばたに座り込む三十過ぎの男の人の姿が目に入った。

　上下着古された洋服は洗っても落ちない土汚れがついている。農民かな？

　買い物に来たのか、できた作物を売りに来たのか。座り込む横に、大きな籠かごが置いてあった。

「あの籠から、懐なつかしい食べ物の匂いがする」

　実際には鼻に感じる匂いなんてしないけど、センサーがそう告げている。

「おじさん、それは？」

　籠には布がかけられていて中が見えないので、話しかけてみた。

「ああ、これか……。昔、もうどこだったか覚えていないんだけど、食べたことがあっておいしかったという話を子供たちにしたんだよ」

　おいしかった？　ってことは、食べ物に間違いない。むふっ。

「そうしたら、いっぱい取ってきてくれたんだ。だけど、家で食べてみたけれど苦みやえぐみがあってとても食べられたものじゃなくて……。王都までくれば、おいしく食べられる方法を知っている人が買ってくれるかもしれないと来たものの……。誰も食べたことがないって言われて……。せっかく取ってきた子供たちになんと言えばいいのか悩なやんでいたところなんだ」

「見てもいいですか？」

　おじさんは籠にかけてあった布を取って中を見せてくれた。

　先っぽがくるんと丸まった細長い深緑の植物が籠いっぱいに入っている。

「うわー、ウイル、ほら、これ！」

　中をのぞいたウイルが首を傾かしげた。

「え？　今の季節のものだっけ？　おじさん、もしかしてちょっとここよりも寒いところから来たの？」

「ああ、何でわかるんだい？　春の訪おとずれが遅おそい山間に住んでるんだよ。もしかして、二人ともこれを知っているのかい？」

　籠の中にいっぱい入っているわらびを一つつまんだ。

「はい！　私たちの町では春の味覚として一いつ般ぱん的てきですよ。といっても、山が少ない土地なので、運がよくないと食べられないんですけどね……。それが、こんなにたくさんあるなんて夢のよう！　食べると若さを保てるって言われてるんで、取り合いなんですよっ！」

　にひゃーと思わず顔が緩む。

　甘いとか香りがいいとか、特別おいしいとかそういうたぐいのものじゃないんだけど。

　食べれば春が来たって思えるし、それにやっぱり体の調子がよくなる気がする。若さを保てるっていうのも噓じゃないような気がするんだよね。

「そうなのか？　だったら、お嬢ちゃんにあげるよ」

「ふえ？　いいんですか？　いえ、買わせてください。お金を払はらいます」

　私の言葉に、ウイルが軍資金の中から銀貨を一枚とりだしておじさんの手に渡した。

「じゃあ、背負い籠と中のわらびの代金。王都での価値がわからないから、故郷での値段で悪いけど……」

「え？　こんなにもらえないよ」

　恐きよう縮しゆくするおじさんの手にお金を握らせて、ウイルはさっさと籠を背負って歩いて行ってしまった。

「あー、ウイル待って！　おじさん、ありがとー」




　外円から馬車に乗って一の円まで戻ってきた。

「おお、すごい荷物だなぁ。持つの手伝ってやるよ」

　食堂に向かう途と中ちゆうにタウロスさんに会った。よく会うけど仕事大丈夫なのかな？

「わー。ありがとう。すごいです。私とウイルの荷物全部を片手で軽々と持ち上げちゃった」

　全部で幼児二、三人分の重さはあると思うのにすごいなぁ。

「嬢ちゃんはこっちにぶら下がっていくか？」

　タウロスさんが、あいてる腕を九十度に曲げた。

「うんっ」

　元気に返事をしたら、ウイルに首根っこをつかまれた。

「みっともないからやめてくれっ！」

「えー、ええー」

「あはははっ。お目付け役がいないときにな」

　タウロスさんがおどけた表情を見せる。

「じゃあな、がんばれよ！　何が食べられるか楽しみだ！」

　タウロスさんが去っていくと、入れ違いでナリナちゃんが現れた。

「ずいぶん根回しが上手ですこと」

「根回し？　なんのこと？」

「とぼけてもダメですわ。兵に取り入って、票を稼かせぐつもりでしょう？」

　はい？　票を稼いでなんの得があるの？

「票なんて欲ほしくないよ。どうせ取り入るなら、ナリナちゃんのお兄さんに取り入る」

　優勝するつもりないしね。

「はっ？　お兄様に取り入ったって無駄ですからね！」

　ナリナちゃんがめっちゃ怒った。

「じゃあ、ナリナちゃんにお願いしよう。特産品のオレンジ……一つでいいから食べさせて！」

「は？　え？　オレンジ？　お兄様に取り入るって、オレンジが欲しいから？」

　ナリナちゃんの両手を握る。

「うん。お願い、市場を見てきたんだけど、どこにも売ってなかったのよ。食べたいの。食べてみたいのっ！」

　ナリナちゃんの顔から怒りが消えている。

「あなた、変わってるわね。お兄様よりもオレンジに興味があるなんて……」

　うおう、変わってるって言われちゃった。

　食くいしん坊ぼうって言われるよりはいいか？

「分かりましたわ。ただでというわけにはいきませんが、イチール領の特産品と交換ということでしたら、一つくらい何とかしてあげましょう」

「うわー！　本当？　うれしい、ありがとう、ナリナちゃんめっちゃいい子。大好き、大好きっ！」

　感かん極きわまってナリナちゃんを思いっきり抱きしめる。

「だ、大好きって……あ、あなたが好きなのはオレンジの方でしょう？」

　焦あせったような声。

「オレンジも好きだけど、ナリナちゃん好きだよ。友達だもん」

「は？　ちょっとお待ちなさい、私はあなたと友達になった覚えはありませんわ！　それに、ちゃん付けで呼ぶなんて……なれなれしすぎますわ！　だいたい、さっきの兵といい、ちょっと人との距離感がおかしいと思いますわ！」

　ナリナちゃんが何か言っている横で、ウイルがうんうんと小刻みに頷うなずいている。

　え？　なんか、意気投合してない？

「そうそう、特産品なんだけど、これでいい？　知らなかったんだけど、イチール領の特産品って、塩なんだって。藻塩っていうらしくって……」

「も、藻塩！　聞いたことがございますわ！　幻まぼろしの塩と呼ばれるほのかな甘みが感じられる塩ですわね！」

　ナリナちゃんの目が輝いた。

「ふふ。やっぱりナリナちゃんもおいしいものには目がないのね。よかった。お友達になれて」

「だから、友達じゃないからっ！　いいわ。藻塩とオレンジを交換してあげますわ。但ただし、お兄様の許可が下りればですけれど。来て」

　一緒にフータ領のキッチンに行くと、ダリさんが笑え顔がおで迎えてくれた。

「ずいぶん仲良くなったみたいだね。よかったね、友達ができて」

「お、お兄様、違いますわ、友達ではありませ──」

「はいっ。ナリナちゃんと友達になれてよかったです！」

「ちょっと私の話を聞いてます？」

　ナリナちゃんのお兄さんに、オレンジと塩の交換を認めてもらった。

「塩ならいっぱいあるので、また必要になったら言ってください」

　にこにこ。

「ふんっ。今度は何と交換してくれと言うつもり？」

　ふお？　交換？　塩と交換？

「ねぇ、ナリナちゃん、もしかして他の領の特産品も塩と交換してもらえるかな？　ちょっと聞いてみよう？」

　ナリナちゃんの手を引いてずんずんと歩き出す。

「ちょっと手を放しなさい、なぜ私まで一緒に行かなければならないのですっ」

　あ！　この間ナリナちゃんと一緒にいたおいしい料理を作りそうな手をした女性だ。名前何て言ったかなぁ……。

「おや？　ナリナに、えっと、リーアだっけ？　二人でどうしたんだ？」

「マルガレットさん、この間イチール領の特産品を見せてほしいとおっしゃっていましたわね？　リーアが見せてくれるそうです」

　そうそう、マルガレットさんという名前だった。

　塩の入った小さな器うつわを見せる。

「これは？」

「藻塩です。その……塩に種類があることも知らなくて、イチール領ではこの塩しかないから、塩が特産品だなんて気がつきませんでした……」

　マルガレットさんの目は、塩のすべてを見極めようとしているのか、まっすぐ塩を見ている。

「これが、藻塩……。砂糖よりも価値がある幻の……」

　は？　砂糖の方が価値があるよぉ。そりゃ、王都の三の円では藻塩にずいぶん高い値段ついてたけど、あれはなんか見た目が別物だったし。

「味見してもいいだろうか？」

　マルガレットさんが遠慮気味に聞いてきた。

「はい、もちろんです。どうぞどうぞ」

　でもって、気に入ってくれたら、マルガレットさんとこの特産品と交換をお願いするんだ。

　マルガレットさんが指でほんの少しだけ塩をつまみ取り、手の平に載せて舐めた。

「甘い」

　え？　甘い？　砂糖と間違えて持ってきてないよね？　手に取って少し舐める。

「しょっぱっ！」

　塩だよ。甘くないよっ。

「これほど……藻塩とは味わい深いものだとは……」

　全然わからないって顔してたら、マルガレットさんが少し待ってなと言って茹ゆでたじゃが芋を持ってきた。

　一口大に切ったじゃが芋に、藻塩を振りかける。

「こっちは、うちの領で使っている岩塩だ」

　と、なんか塩の小石みたいなのが入った器を小さな臼うすみたいなのでがりがりして振りかけた。

「食べ比べてごらん」

　味の違いわかるかな……。

　砂糖と塩は分かるけど。おいしいかどうかはいつもセンサー任せだもん。食べてからこっちのがこういう味っていうのは……

　藻塩のじゃが芋食べる。うん。なかなかよいじゃが芋ですぞ。

　岩塩のじゃが芋食べる。うん。ちょうどよい塩味ですぞ。……あれ？

「苦っ……？」

「そうだろう。藻塩は甘みを感じるが、岩塩は苦みを感じるんだ。気が付くか気が付かないか程度だが、こうしてじゃが芋だけのシンプルなものに使った時、敏感な舌の持ち主ならば分かるだろう」

　そういうと、マルガレットさんはとても悲しそうな顔をした。

「味を知ってしまうと欲しくなるな……」

　やった、その言葉待ってました！

「あげるよ！　……じゃない、えっと、マルガレットさんの領の特産品と交換してほしいです！」

　マルガレットさんが動きを止めてしまった。

「だ、だめですか？」

「だめじゃない。だめじゃないけど、ヨガマタルク領の特産品はこれだよ？　藻塩と釣つり合あうような価値はないよ」

　これだよと、マルガレットさんが見せてくれたのは木製の手の平サイズの植うえ木き鉢ばちから生えた小さなきのこの集まりだった。

　おいしいよ、おいしいよって声が聞こえる。

「うちの領では、何種類かのきのこを畑で野菜を育てるように栽さい培ばいしている。環かん境きようさえ整えてやれば、季節を問わずきのこが食べられるのさ」

　植木鉢が三十ほど入った木箱の中を見せてくれた。

「すごいっ！　秋の山の贈おくり物もののきのこが食べ放題だっ！」

　しかも、植木鉢に入ってまだ生きていて新しん鮮せんだからなのか、そのどれからもおいしいよって声が聞こえる。

「はい、藻塩どうぞ。じゃあ、きのこもらっていきます！」

　気が変わらないうちに、藻塩の入った器をマルガレットさんに渡して、植木鉢を一つ取った。

「一つじゃなくて、その木箱ごと持っておいき。厨ちゆう房ぼうに置いてないけれど、王都のヨガマタルク領主様のお屋敷に大量にあるから」

「いいの？　こんなにいっぱい、もらっていいの？」

　頷いたマルガレットさんに飛びつく。

「ありがとう、マルガレットさんいい人！　大好きっ！」

「あはは。お礼を言うのはこっちだよ」

　頭をなでなでされた。節が太くて皮の硬い手の平が、母さんみたいでうれしくなった。

　それでもって、木箱を運ぶのをナリナちゃんが手伝ってくれたの。本当にいい子だ。

「まったく、距離感が本当におかしいですわっ！　私やマルガレットさんと同じように、殿との方がたと接してはだめですからね？　大体、ちょっと単純すぎます。食べ物をくれる人はいい人でおいしいものくれる人が大好きって……。いつか、誘ゆう拐かいされますわよ？」

　えー、だって、ナリナちゃんは本当にいい子だよ？

　こうして、私のこと心配して注意してくれてるんだし。

「ちょっと、何を笑っているんですか？」

「ナリナちゃんに注意してもらえて幸せ」

　素直に今の気持ちを言っただけなのに……。

「へっ、変態がいますわ！　ちょっと、ウイル、この変態を野放しにしないでくださいませっ！」

　きのこの箱をイチール領のキッチンまで運ぶと、脱だつ兎とのごとく逃げて行った。

「ちょっ、リーア、変態って、何をしでかしたんだ！　っていうか、この箱のきのこはなんだ？　オレンジとかいうのをもらいに行ったんじゃないのか？　……まぁいいや。わらびの下処理したいんだけど、まだかまどに火を入れてないから、どっかでもらってきてくれないか？」

「わかった。もらってくるね」

　鍋なべを一つつかんで、食堂の厨房に向かう。

「おや、嬢ちゃん、今度はどうしたんだ？」

「えへへ、灰をください」

　赤毛のおじちゃんに鍋を差し出すと、驚いた顔をされた。

「灰？　何に使うんだ？」

　何って、私たち料理コンクールに出場するんだから、もちろん……。

「料理です」

「え？　灰を食べるのか？　イチール領では、灰から塩を作ると聞いたことがあるが、灰を食べたりもするのか？」

　正確には、塩をいっぱい含ませた海藻を燃やして灰にして作るんだけど……。

「えっと、料理って言っても下処理に使うだけで、洗い流すので食べたりしませんよ」

　わらびの苦みやえぐみが、なぜか灰でなくなるんだよね。

　鍋一いつ杯ぱいに灰を入れてもらった。

「ありがとう！」

「いや、お礼を言うのはこっちだよ」

　へ？　なんで？

「あの酸っぱくてまずいリンゴな……、まずいんだが食べると胃の調子がよくなったり、疲つかれが取れたり、頭痛がしなくなったり、何かと健康にはいいんだ。だから、無理にでも食事に出してるんだよ。兵たちの体のことを気き遣づかうのも、我らの仕事だからな……」

　ぬおっ！　実家でもそうです。おいしいも大事だけど、健康も大事！

　母さんも肉しか食べないお客さんには、体を気遣って「野菜も食べな！　これはおまけだ」って出してあげたりしてます。

　そうか。リンゴかぁ……。健康のために食べたほうがいいんだ。

「焼けばうまくなると教えてくれてありがとうな。みんな喜ぶよ」

　なでなでと、頭を撫なでられながらイチール領のキッチンまで来ました。あとはウイルに任せて、私は……。

　フータ領はオレンジ、ヨガマタルク領はきのこ。他の領の特産品は何かなー。

　えへへ。おいしいものあるといいなぁ。

　あわよくば、藻塩と交換してもらえたりなんかすると、もっと嬉しいなぁ。

　スキップしながら、他の領を見に行くことにしまーす。よだれはまだ垂らしてないよっ！




　一番遠くの領は、王都のある王領の西部代表。その隣が王領の東部、さらにその隣が南部、北部。

　それから、その隣は公こう爵しやく領代表がふたつかみっつ続いて、そのあとは……。

「スパイ行こう為いはやめたまえ。特産品を教えてほしいと言いつつ、メニューなどの探さぐりを入れるつもりだね？」

　って、言われたり……。

「藻塩と交換？　はっ、必要ありません。三の円ですべての種類の塩は入手していますからね。ところで、その塩は本当に藻塩ですか？　ずいぶんと変な色をしていますね？　泥どろ水みずを吸ったみたいな……」

　って、これ本物の藻塩だよ。白い方が普通の藻塩じゃないんだよ。

「手の内を見せろというのは何の冗談ですかな？」

　敵じゃないよ。誤解だよぉ。

「あはははっ、何かの裏工作ですか？　お引き取りください」

　裏工作？

「やっだあ、イチール領はあ、ろくに食材も準備できなかったのぉ？　特産品が何かって？　欲しいの？　恵めぐんであげてもいいけど、勝負に情けはかけちゃだめって師し匠しようの教えだからご、め、ん、ね。とっとと失うせろ」

　ひゃー。……。ぐすんっ。

　マルガレットさんやナリナちゃんのところみたいに、特産品見せてもらえなかった……。

　藻塩と交換なんて、全く無理だったよー。

「おい、小娘」

　ん？　もう他の領代表と交流するのをあきらめて、帰ろうと歩いているところに声をかけられた。

「はい」

　ちょうど並んでいるキッチンの真ん中くらいの位置。

　服装を見ると、奥の方の人たちとは明らかに違う。王領や公爵領代表の人たちは、びしっとお揃そろいの白い服を身に着けていた。

　声をかけてきた人のキッチンにいる人たちの服装はマチマチで、お揃いなのはエプロンだけだ。

「さっきから、ちょろちょろちょろちょろと、目め障ざわりなんだよっ！」

　随ずい分ぶん太った男の人なので、声が大きくて響ひびく。

　その声を合図に、キッチンから二、三人の人が出てきた。両隣のキッチンからも、数人出てくる。

「そうだ。俺たちの将来のかかった大事な大会の邪じや魔まをする気か！」

「ご、ごめんなさい、そんなつもりはなくて、私はただ……」

　手に持っている小瓶の蓋を開ける。

「イチール領特産の藻塩と……」

「何だっ！　高級品の藻塩の自慢に回ってるのかっ！」

　説明も途中で聞いてもらえないよぉ。違うの。自慢じゃないの。交換してほしくて……。

　太った男の言葉に、隣の領の代表が顔をゆがませた。

「はっ。いくら高級な塩を使おうと、しょせん塩だ。そんなもの使ったって優勝できると思うなよ」

　いやいや、優勝する気なんてないですよ……。

「優勝できないと思っているから、兵士に媚こびを売ったり、厨房で情報仕入れたり、王領や公爵領代表にご挨あい拶さつに行ったりしてるんだろうよ」

　え？

「汚きたない手ばっかり使いやがって」

「こうやって、俺らの周りをちょろちょろしたり、塩を見せたりと、イラつかせるのも作戦のうちか？」

　ちっ、違うのに。優勝なんて全然狙ねらってないし……。

「私はただ、藻塩と何か交換してほしくて……」

　すいっと小瓶を差し出すと、太った男が払い退けた。

「冗談じゃないぞ。その塩を使って優勝すればしたで、塩のおかげだって恩を着せるつもりだろうっ！　騙だまされるかっ！」

　カシャンっと、瓶が床ゆかに落ち、中の塩がこぼれた。

「あーあ、マーティンやりすぎだ。争い事を起こしたら失格と言われただろう」

　マーティンと呼ばれた太った男の後ろから、目の細い男が出てきた。

　目の細い男は、しゃがみ込み、床にこぼれて広がった塩を手で寄せ集め、瓶の中に入れた。

「あっ」

　まだ小瓶の中にはきれいな塩が残っていたのに……。

「ああ、ごめんね、床の砂が混じっちゃった」

　目の細い男が、小瓶を私の手に持たせた。

「でも、少し砂が混じったって分からないよね。どーせ、初めから混じってたんでしょ？　塩専門店で見た白い藻塩よりずいぶん薄汚いし」

「ちげーねー。はははっ」

「よかったなあ、騎士様たちに砂食わせたんじゃ、首が飛んでたぜ、俺たちのおかげで命拾いしたな」

　おかしそうに笑いながら、集まっていた男たちはそれぞれのキッチンに戻っていった。

　……ショックだ……。

　いろいろと私の行動を勘かん違ちがいされてしまったことは仕方がない。幸いイチール領は何のプレッシャーもないけれど……。優勝しろと言われていて、皆必死なのだろう。イチールの塩を馬鹿にされるのも仕方がない。塩は白いと思っている人が見れば、確かにきれいには見えないかもしれない。私は、食べ物のおいしさが直感で分かるから、見た目で判断することはないけれど、他の人たちが見た目で判断することは知っている。

　だけど、料理をする人が……それぞれ代表として来ている人たちが……。

　食べ物を、塩を、こんな風に扱うなんてショックだ。

　どんなものだって、丁寧に感謝して扱わないとだめだって……。いつもおいしい食材が手に入るわけじゃない。ちょっと古くなった野菜も、苦みの強い野菜も、それでも粗そ雑ざつに扱っちゃだめだって……。

　おいしく食べてもらえるように手をかけてあげるのが、料理人の仕事なんだよって……。

　そんなまずそうなもの捨てちゃえって言った私に父さんは教えてくれた。そして、父さんの手で、まずそうだと思った野菜がおいしく生まれ変わるのを何度も見てきた。

　料理をする人は、皆そうなんだと思っていたから……。ショック。

　塩の入った小瓶を床にわざと落とすとか、砂をわざと混ぜるとか……。

　とぼとぼ。重たい足取りでイチールのキッチンへ戻る。

　ウイルが私の落ち込んだ顔を見て、かける言葉を思案するかのように少し下を向いた。

「夕飯食べようぜ、リーア。ここにいる間は食堂の食事食べ放題だってよ」

　ウイルの言葉に、私の気持ちは、すぐに上を向いた。

　うそっ！　私って、めっちゃ幸せ者じゃない？　だって、食べ放題だよ？

　人はおいしい物さえあれば生きていけるのだよ！

　それはねーちゃんだけだって？　ぐぬぬっ。

　食堂の調理場へ声をかける。

「おじちゃーん、ご飯、夕飯ちょうだい！」

　ぐぅーっ。

「くっ、嬢ちゃん、すごいお腹の音だね。よだれも出そうだ。お待たせ、たくさん食べな」

「ありがとう、おじちゃんっ！」

　いっただっきまーす。

　故郷での食事の前のご挨拶をして、まずはお肉を。

　ん？　あれれ？　よく煮に込こまれてトロントロンに柔らかくなったお肉を想像していたけれど……。結構しっかり歯ごたえあるぞ。

　使っている肉の違いなのか、よく煮込んであるように見えただけなのか、それとも、肉を柔らかくするための方法を知らないのか……？

「よっ、二人ともいっぱい食ってるか？」

　どしんと、私とウイルの前の席にムキムキタウロスさんが座った。

「どうした変な顔して、口に合わないのか？」

「いえ、想像していたよりも歯ごたえがしっかりあったので、びっくりしただけです」

「ああ、それな。柔らかくしちまうと、すぐに食べ終えちゃうだろう？　大食い兵たちには物足りないから、しっかり歯ごたえを残してあるんだよ」

　にゃるほど！　カミカミ、カミカミ、カミカミ。うまぁい。

　おっと。お野菜も食べなくちゃね。スープの野菜は、肉とは逆ですごく柔らかく煮込まれてる。野菜嫌ぎらいな人にもいっぱい食べてもらえるようにっていう工く夫ふうだろうか。

　ごくごく。カミカミ。もぐもぐ。ごっくん。

　ふわぁーお腹いっぱい！　おいしかったぁ！　明日もおいしいもの食べられますように。
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　次の日。料理大会初日がやってきました。

　イチール領のキッチンに向かうと、ウイルがすでに下ごしらえを始めていた。ごめん、寝ね坊ぼ助すけで。

「おはよう、ウイル！　よく眠ねむれた？」

「同室のやつがうるさくて、なかなか寝ね付つけなかった」

　ウイルがため息をついた。

「うるさいって？　歯ぎしりやいびきなら父さんで慣れてるでしょ？」

「違ちがうよ、姉ちゃんには彼かれ氏しがいるのかとか、質問攻ぜめ」

　ウイルが昨晩のことを思い出してむっとする。

「え？　質問攻め？」

　うわー。思わず顔が笑う。

「なんだよっ、何喜んでるんだよ。同室のやつら、みんなタウロスのミニチュアみたいなもんだぜ？」

「じゃあ、いい人たちばかりなんだね」

　ウイルがなぜかどんどん不ふ機き嫌げんになっていく。何で？

　いい人たちと同室で、いろいろ質問してくるってことは、ウイルと仲良くしようとしてくれてるってことで……。

「そ、そりゃ、悪い人間じゃないとは思うけど、でも、だからって、リーアは渡わたさな……いや、何でもない」

　ん？　私がなんだ？　よく聞こえなかったけれど……。

「リーア、今日の夕飯から大おお飯めしぐらいの三十人前作らなくちゃいけないんだ。食材の調達頼たのんだぞ。俺おれは下ごしらえの続きをするからな」

「ラジャー！」

　まずは、デザートの確保してこようかな。

　食しよく糧りよう庫こを通り過ぎて、そのまま果樹園へ。

　あれ？　壁かべ……高い塀へいの上を白い何かが動いた。

「ふわぁっ！　猫ねこちゃんだ！　かわいいっ！」

　猫がたっとスピードを上げて塀の上を駆かけた。

「ま、待って！」

　急いで追いかけようと走ったら、木の根っこにけっつまずいて転びました。

　……そのまま、壁に激げき突とつかと思いきや、ちょうど扉とびらがあって、そこに突つっ込こんだみたいで、扉が勢いよく開いた。

「リ、リーア？　……大だい丈じよう夫ぶか？」

　え？　地面にキスしそうになったところを、昨日の少年が体で受け止めてくれました。

　っていうか、私の下した敷じきになっている……。

「ご、ごめんなさいっ！　怪け我がはなかった？　昨日も今日も本当、ごめんね」

「い、いや。リーアなら許すし。心配しなくとも、人より頑がん丈じようにできているから大丈夫だ。そんなことより、まさかと思うが、鍵かぎのかかっている扉に体当たりして開けたのか？」

「違うよ、転んで扉にぶつかったら開いただけで……あ、いた！　猫ちゃんを追いかけて転んじゃったんだよ」

　少年の後ろにさっき見た猫ちゃんを見つけて駆け寄る。白くてなめらかそうな毛をした金目の成せい猫びようだ。気持ちよさそうな毛並み……。もふもふしたい。

「うわっ、リーアよせ、トトに手を出すな、ひどい目にあうぞ！」

　え？　ひどいめにあうって、引っかかれたり、かみつかれたり？

　もっと早くに言ってよ。手を出しちゃったよ。

　ぺろり。

「うわーん、かっわいーっ！」

　かわいく出した舌で手を舐なめられた。

　なんだぁ。大丈夫じゃない。怒おこらせないように、そっと猫を抱だき上あげる。

「は？　そんな、馬ば鹿かな……トトが触さわらせるなんて……」

　少年がものすっごくびっくりした顔をしている。
















「猫ちゃん、あなたトトっていう名前なの？」

「リーア、トトは猫じゃなくて」

　少年が何か言おうとするのを、

「にゃーご」

　猫ちゃんがさえぎる。

「ふふっ、くすぐったいよ」

　トトちゃんが、ほっぺたを舐めた。

「トトっ！　リーアは俺が先に見つけたんだ！」

　少年がトトちゃんの尻尾しつぽを引っ張って私の腕うでから引ひき離はなした。

　そういえば、一番おいしいリンゴを少年はトトに食べさせてあげると言って持って帰ったよね？

　この猫ちゃんは、少年の猫なのかな。でも、猫ってリンゴを食べるの？　猫と言えば……。

「そうだ！　ちょっと待ってて！」

　急いでイチール領のキッチンへ行き、昨日買ったものを持って戻もどってくる。

「はい、どうぞ」

　トトの目の前に差し出したものを見て、少年が顔をゆがませた。

「なんだ、この干ひからびた魚は……」

　干からびたって……。

「おいしい干ひ物ものだよ」

　もしかして、今まで干物を見たことがないのかな？

「リーア、トトはいつもちゃんとした魚を食べてる。こんな変な色の魚じゃなくて……」

　ちゃんとした？　変な色の魚？

「これはね、干物。こっちが塩で、こっちはみりん干し。味をつけて干してあるの。水分が抜ぬけるから、まぁ、干からびたっていっても間ま違ちがいではないけど……干からびたんじゃなくて、干からびさせた……ん？　あれ？　とにかく、おいしいから、君も食べてごらん」

　持ってきた干物はウイルが焼いて冷ましていたものだ。ごめん、ウイル。また焼いといて。

　トトちゃんも少年も、動かない。

「えっと、頭の端はしと尻尾を両手で持ってかぶりつけばいいのよ？　骨も取ってあるから」

　ナイフもフォークもなくて食べ方が分からないかと思って説明してみたけど、それでも少年は動かない。

　おいしいのに。干物屋に並んでいるものの中で、一番おいしいの選んだんだよ。旬しゆんの時期の魚を、とれたてで加工し、味付けも絶ぜつ妙みようで、干し加減も最適。さらにそれをウイルが上手に焼いてくれたという……。

　おっと、味を想像しすぎて、よだれが。

　ぱくり。もぐもぐ。

　おっと、二人が食べようとしないものだから、思わず自分で食べちゃった。

「ふおうっ。ふっくらした身、脂あぶらものってる。そして、みりんの甘あまみと塩加減がちょうどよくって……おいしい」

　ぱくんと、私の手元のみりん干しの魚に、トトちゃんが食いついた。

「にゃんっ」

「えへ、そうでしょ、おいしいでしょ」

　なんとなく、おいしいと言っているような気がして返事をする。

「にゃぁーん」

　うううっ、か、か、か、かわいい！

　もぐもぐと口を動かしているトトちゃんに頰ほおずりしたいのをぐっと我が慢まんする。食事の邪じや魔まをすると、猫って怒ってひっかくよね。

　……せ、せめて……。トトちゃんに構ってほしくて、干物を食べやすい大きさにちぎって手の平に載のせて差し出す。

「はいどうぞ」

「にゃん」

　うわーん。返事をしてから、ぱくんって食べてる。それから、てしっと、手の平にちいちゃな手を載せてお代わりを要求。

「ずっ、ずるい、ずるい」

　少年が怒り出した。

　あ、ごめん。トトちゃんは少年の猫なんだよね？　私ばっかりかわいいを堪たん能のうしてごめんなさい。

　少年の手を取り、手の平にちぎった干物を載せました。代わりばんこということで、手を打ちませんか……の、つもりだったのだけれど……。

　ぱくんと、少年が、手の平の身を口に入れた。

　あれ？　ずるいって、トトにばかり食べさせてずるいって意味だったの？

「うっ」

　少年がうなった。

「リーア、本当だ！　リーアの言う通り、干からびて変な色した魚だけど、うまい！」

「干物っていうちゃんとした加工食品だよ。干からびた魚じゃないからね？」

「あ、うん、干物だな、干物……。そっちのも食べてみたい」

　少年が、塩干しを指さした。

「はい、どうぞ」

　差し出すと、少年は手を出して受け取らず、口をあーんと開けた。

　ふおうっ。お口をあーんしてかわいいと思うのは五歳さいくらいの子供までだと思っていたのに……。十歳でもかわいいじゃないかぁっ！

　そのまま魚を少年の口まで運んであげると、ぱっくんっと一口かじりついた。

「こっちもおいしい。今まで食べてた魚よりも、ずっと味わい深い。不思議だ……」

　幸せそうな顔を見ると、私も幸せだ。

「にゃっ、にゃっ、にゃーんっ」

　トトちゃんが、肉球のついた小さなおててで、てしてしと、私の手の平を叩たたいている。

「あ、ごめんごめん、トトちゃんも食べたいよねぇ」

　塩干しを少しちぎってトトちゃんの口元に運ぶ。

「トト、何甘えてるんだよっ、自分で食べられるだろう？」

　少年が、ズボンのポケットからハンカチを取り出して地面に置き、その上に残ったみりん干しを置いた。

「リーア、ちょうだい」

　あーんと口を開ける少年。うっ。抗あらがえない。

　ぱっくんっ。

　少年の口元に持っていこうとした塩干しに、ジャンプしてトトちゃんがかじりついた。

「トトっ！」

「にゃーんっ！」

「僕ぼくのだって！」

「にゃにゃにゃっ」

　おいしいものを取り合う気持ちはよぉくわかる。ウイルと私、しょっちゅう取り合いしてたからね……。

　だ、け、ど、

「喧けん嘩かするなら、もうあげないよっ！　仲良く分けて食べようね？」

　そんな私とウイルを叱しかった母さんの気持ちが、今、よくわかりました。争って食べるより、分けて味わいながら食べたほうが絶対いいよ……。うん。

「わかった。リーア……」

「にゃおん」

　塩干しとみりん干しを半分ずつにして、それぞれに渡す。

　もきゅん、もきゅん、とトトちゃんが食べる。

　はぐ、はぐ、と少年が食べる。

　……おおう、本当においしそうだ。よ、よだれが……。

「はい、リーア、口開けて」

　少年が一口大にした身を差し出してくれた。ぱくん。

「ありがとうっ！　なんていい子なのっ！　大好きっ！」

　ぎゅうーっと少年を抱きしめる。

　あ、そういえば、ナリナちゃんが異性にはなんとかとか……まあいっか。少年は子供なので、異性にカウントしません。

「リ、リ、リ、リーアっ」

「あ、ごめんなさい。つい、感激のあまり……」

　食べてる途と中ちゆうにいきなり抱きつかれたらそりゃあ迷めい惑わくだよね。ごめんなさい。

　トンっと、肩かたに重みを感じたと思えば、トトちゃんが私の右肩に飛び乗っていた。

　口にはみりん干しをくわえている。

「え？　もしかして、トトちゃんも分けてくれるの？」

　にゃんと鳴く代わりに、すりっと、ほっぺに顔を押おし付つけられた。

　くっ。かわいすぎるやろっ！

　あーんと口を開けると、トトちゃんが口にくわえた身を運んでくれる。まさか、猫に口移しで干物を食べさせてもらえる日が来るとは思ってもいなかった。っていうか、そこまで私、ものほしそうに食べてるところ見てた？

「二人のために持ってきたんだから、二人で食べて！　私の分は、まだあるからね？」

　少年にも猫にすら……気を使わせてしまうとか……だめじゃん私……。

「料理大会の準備があるから行くね」

　食料を確保してウイルのところに戻らないと。

「また、来い」

「にゃおーん」

「うん。じゃあね！」

　手を振ふり、扉の外へ。

　あ！　甘いリンゴをもらえばよかった……。

「……焼けば甘くなるから、問題ないか……」

　果樹園の酸すっぱいリンゴの木を見上げる。比ひ較かく的てきおいしそうなものを選んで、三つほどもいだところで手が止まる。

　がんばって赤く色づき大きく育ったリンゴちゃん……。酸っぱいからって、みんなからまずいって思われて……、嫌いや々いや食べられるなんてかわいそう。

　父さんの言葉を思い出す。おいしくない食材をおいしく料理するのが料理人だって。

　たとえ酸っぱくったって……鮮せん度どは抜ばつ群ぐんなんだよね。とりたてなんだもん。

　巫み女こセンサーを封ふう印いんして、リンゴは食べごろに見えるものを近くから順に手にとった。エプロンを広げて、二十個くらい持ってイチール領のキッチンに戻る。




「遅おそいぞ、リーア！」

「ごめんごめん。かわいい猫ちゃんがいて」

「……で、俺がせっかく焼いた干物を持って行ったわけか。ほぐしてサラダに入れる予定だったけど、変へん更こうだな」

　にらまれました。ごめんなさい。

「まぁいい。あまりにおいしそうでつい食べたくなったっていうよりは、猫にあげたくてというほうが〝まとも〟だから許す」

　我慢しきれず、よだれを垂らし、その猫に同情されて分けてもらったっていうところまでは言えません……。

　そっと視線を逸そらす。

「で、それ、何？」

　あ、そうか。ウイルはまだリンゴを見たことなかったんだ。

「これ、リンゴ。一の円にはなんと果樹園があるんだよ。で、取り放題。収しゆう穫かくしたてで新しん鮮せんだよ」

　私の言葉に、ウイルは怪け訝げんそうな目を向けた。

「新鮮なんだ……いつもなら、おいしいよって言うのに……どういうこと？」

　あうー。

「酸っぱいの……」

「え？　珍めずらしい。リーアが酸っぱいってわかっていて持って来るなんて？」

「っていうか、一の円の果樹園のリンゴはみんな酸っぱいの……」

「なるほどね。リンゴって酸っぱい果物なのか。そりゃ、甘くておいしい実をリーアでも選んで取ってくることはできないよな」

　ち、違うよ。甘いのもあるんだよ。ウイルにリンゴっていう実は酸っぱい果物だと誤解させちゃった。

「酸っぱいっていうと、レモンとか酢すとかか……どういう感じなんだ？」

　はっ！　そうか！　そうなんだ！

　甘いものと酸っぱいものがあると思うと、酸っぱいリンゴはハズレみたいに思うけれど……。もともと「酸っぱい食べ物」だと思っていれば、酸っぱくったって全然ハズレじゃないんだ！　このレモンは、酸っぱいからハズレなんていう人いないもんっ！

　酸っぱいものという認にん識しきで改めてリンゴを見る。

　じーっ。もし酢だったとしたら、レモンだったとしたら……。

「あ！　ウイル、これと組み合わせたらいいかもっ！」

　あく抜きの終わったわらびを指さす。巫女の血が正解だって言ってる。

「……なるほど。わかった。油とおろし金はあるな。作ってみるよ」

「えへっ、ウイルすごい。もう何か思いついたのね！」

　ぎゅぅーっとウイルを抱きしめた。

「や、やめろって、そんなことよりも、まだメインディッシュの食材がないんだ、取ってきてくれよ」

　ぐぬ。素す直なおに抱きしめさせてくれるのはトトちゃんくらいか……。ううう、トトちゃんにまた絶対会いに行こう。

　もふもふぎゅーさせてもらうんだ。

　なでなで。

「ちょっと、リーア、何のつもり？」

　おっと、無意識にウイルの頭を撫なでてた。うん。トトちゃんより毛が硬かたいです。もふもふ感が足りません。

　メインの食材と言えば、肉とか魚とかだよね。

　カシェットさんが、生ものはその日の朝に調理場に届くって言ってた。

　調理場の裏手に行って、声をかける。

「すいませーん、料理大会に使うために肉とか魚とかを見せてほしいんですが」

　すると、すぐに魚があふれんばかりに入った大きな桶おけを持った男が出てきた。

　それに続いて、両手でかかえるのがやっとという大きな肉を持った男が出てくる。

「おや？　イチール領の、何しに来たんだ？」

　肉を持った太った男は、なんという名前だったか……藻も塩しおの瓶びんを落とした男だった。

　そして魚を持った細い目の男は、塩に砂を混ぜた男……。

「食材をもらいに」

「ぷっ。こんな時間に食材をもらいにだと、笑わせてくれるなぁ、マーティン」

「本当に。まだ何か残ってると思ってるのか？」

　え？

「残念だが、これが最後の肉と魚だ」

　二人はおかしそうに笑った。

「だいたい、前日に到とう着ちやくするところから舐めすぎてる。足りない食材の注文は前日の午前中までにって言われただろう？」

　確かに言われた……。

「さて、肉も魚もなしで、どんな料理を作るのか楽しみだな」

「はははっ。干し肉のスープでも作るんじゃないか？　それとも、今から街で買い物か？」

　くっくっくと笑いながら二人が去っていく。

　それと入いれ替かわるようにして調理場から赤毛のおじちゃんが顔を出した。

「あれ？　イチール領の」

「おじさん、肉も魚も残ってないって本当？」

　おじちゃんが申し訳なさそうな顔をして冷たい箱まで案内してくれた。

「そうだなぁ……。魚はもうまったくない。肉も、三十人前揃そろうものはないなぁ」

　豚ぶたの脂の多いところ。四、五人分くらい。牛の脂のないところ。五人分くらい。豚の骨からそぎ落としたばらばらの肉。四、五人分。同じく、牛のばらばらになったいろんな部位の肉。四、五人分。

　見たところ、問題ない。特別おいしいよーって声はないけれど、傷いたんでいてやばいっていう声もない。

「もらっていい？」

「ん？　ああ、もちろん。だが、これで大丈夫か？　他の領はすごい量の肉や魚を用意しているぞ？　兵士は思った以上に食べるぞ？」

「ありがとう。ウイルならきっと何とかしてくれる」

　明日のお肉の注文をして、バラバラのお肉をお盆ぼんに載せて調理場を後にする。

「ぷっ。なんだよ、そのゴミ」

　もらった肉を運んでいると、笑い声が聞こえた。

　ゴミ？　王領や公こう爵しやく領代表のキッチンからだ。

　むーっ。ゴミじゃないのにっ！　そっちはどんな立派な肉を使ってるのよっ！

　って思ってちらりと見ると、柔やわらかそうなでっかい肉の塊かたまりがでーんと調理台の上に載っていた。

「なんだ、ごみ箱はこっちだぞ？」

　また、ゴミとか言う！　ゴミじゃないし！

　と、ゴミ箱に視線を向けたら、大きな肉の一部をざっくりと切ってゴミ箱に放ほうり込こんでいた。

　え？　いや、ナニソレ？　なんで捨てちゃうの？

「なんだ、ゴミが欲ほしいのか？」

「残念だなぁ。ゴミとはいえ、別の領に渡すわけないだろう」

「そりゃそうだ、お前の持ってるゴミよりも、こっちのゴミ箱の中身の方が明らかに豪ごう華かだからな」

　ハハハと笑い声がこだまする。

　声が聞こえた両りよう隣どなりのキッチンからも笑い声が漏もれている。

　信じられない。肉も魚も野菜も……すべての食べ物は命をいただくこと。感謝すべきなのに、ああして捨ててしまうことが当たり前なんて。

　おいしくない。味は良くても、彼らの作った料理はおいしくない。

　片目をつむり、料理をしている手元を見る。

　ああ、やっぱりだ。おいしそうな〝色〟をしていない。

　濁にごった灰色。それから濃こい紫むらさき。

　これは、ウイルも両親も知らない話だ。ぼんやりとしたイメージで、おいしいものが分かる私。ある日気が付いた。片目をふさいで食べ物を見ると、そのぼんやりとしたイメージが色となって見えるってことに。

　ううん、ちょっと違うな。ぼんやりとしたイメージとは別のもの。その食べ物が〝外部から与あたえられた気〟のようなものだ。

　父さんが「おいしくなるんだぞ」と言いながらかき混ぜた鍋なべ。かき混ぜればかき混ぜるだけ、きらきらと輝かがやきを増していった。ウイルが半分に割って分けてくれた果物。おねーちゃんにあげるって手に載せた果物も、ウイルの気持ちを受けてきらきらしてた。きらきらしてる食べ物は、おいしいの。

　王領代表の扱あつかう食材は、きれいな色をしていない。兵たちにおいしいものを食べてもらおうって気持ちが全然ないんだ。どんな気持ちで料理をしているの？

　おいしいって言ってもらうの嬉うれしいのに。

　食堂の調理場に視線を移す。

　おじちゃんたちの手元はきらきらしてる。そうだよね。昨日だって、リンゴに火を入れると甘くなるって発見してすごく喜んでた。少しでもおいしくみんなに食べてもらえたら、嬉しいんだよね。

　両目を開いて、手元の肉を見る。

　えへへ。君たちはラッキーだよ。ウイルに料理してもらえるんだもん。

　思わず出来上がりを想像してにへらっとして歩いていたら、何かに足を取られて転んでしまった。

　ぎゃーっ！　に、に、肉がっ！　肉を載せていたお盆がすっとんで、肉は床ゆかに散らばってしまった。

　急いで拾い集めようと手を伸のばすと、肉をぐしゃりと踏ふみつける足が目に入る。

「いやぁーっ！　やめてぇ！」

　思わず悲鳴が出る。

　これ以上肉を踏みつけられないように、踏みつけている足にしがみついた。

「離せよっ！」

　バシンと、肩が叩かれる。

「せっかく、俺たちが先回りして肉も魚も使えないように持ち出したのに、どうやって肉を手に入れやがった」

　え？　あの大量の肉や魚は、料理に必要だったんではなくて、私たちが使えないように持ち出したっていうの？

「どうしたの？　その肉とか魚は？」

　そこで初めて顔を上げてしがみついている男の顔を見た。

　ああ、そうだ。この顔だ。大量の肉を持って行ったマーティンとかいう太った男だ。魚を運んでいた男の姿もある。

「ふっ。さて、どうしたかな？」

　ニヤリと嫌な笑いを浮うかべる。

「肉や魚を、どうしたの？」

　立ち上がって、男の胸むな倉ぐらをつかむ。

　食べ物を粗そ末まつに扱うなんて、許せない。

「うるせーな、離せよ！」

　ドスンと肩に衝しよう撃げきを受け、後ろによろけてしりもちをついた。

「女性に手をあげるとは最低だな」

　肩に手が置かれる。

「大丈夫かい？」

　そこにはダリさんの端たん整せいな顔があった。

「けっ、色男がでしゃばるなよ！」

　魚を運んでいたほうの男が、落ちた肉にく片へんを蹴けり上げ、ダリさんにぶつけた。

「ああっ！」

　肉が！　肉が！　これ以上踏まれないように必死で肉に手を伸ばして集める。

「あなたたちは、確かガマガエ領とブタード領だったね？」

　あ、マルガレットさんが遠くにまで飛んで行った肉を拾って持ってきてくれた。

　肉を手にしたまま、私の前を通り過ぎて男たちの前に肉を掲かかげて見せた。

「ガマガエ領とブタード領は、兵や騎き士し様が食べるものを踏みつけたり蹴り上げたりすると、そういうことかい？」

　マルガレットさんの言葉に、男たちが一歩後ずさった。

「もし、このことが騎士様に知られたら、どうなるかね？」

「わざとじゃないっ、足元に転がっているのに気が付かなかっただけだっ！」

　と、言い訳を口にして男たちは慌あわてて去っていった。去り際に、振り返りマルガレットさんをにらみつけて。

「ひどいことをするね」

「ごめんなさい、あの、ありがとう……」

　やっぱり、マルガレットさんはいい人。

「残念だけど、これは兵士や騎士の皆みなさんへの食事に使うわけにはいかないね……」

　ダリさんの言葉にため息が漏れる。そうか。

「よく洗って砂を落とせば食べられるよ。ちょっと旨うまみが落ちちゃうけれど……あとで焼いてみんなで食べないか？　うちの領では特製のタレに漬つけ込こんで、焼肉にするんだ。夕飯が終わってから打ち上げとかどうかな？」

　マルガレットさんが拾った肉をお盆に載せると笑った。

「僕は、デザートを用意するよ」

　ダリさんの言葉に、思わず感かん極きわまって両りよう腕うでを広げて二人を抱きしめてしまった。

　あ、もちろん手は二人の体に全然回りきらなかったけど。

「嬉しい～。楽しみ。うちも、うちもウイルに頼んで何か持ってくね！」

　ぎゅぎゅぎゅっ。ってしてたらいつの間に来たのかナリナちゃんがいた。

「何をしていらっしゃるの？　リーアはさっさと街に出て新しい肉を調達してくる必要があるのではなくて？　お兄様も下準備がまだ終わっていませんわよ。それからマルガレットさんも、肉の仕し込こみという仕事が増えたのですから、こんなところでいつまでも油を売っている場合ではございませんわ」

「あはは、そうだね。じゃぁ、お互たがいコンテスト初日がんばろう」

　マルガレットさんがお肉を載せたお盆を持ってキッチンへ戻っていった。

「困ったことがあったら相談してくれ」

　ダリさんが手を振って戻っていく。

「ふんっ。よっぽどガマガエ領とブタード領は料理に自信がないようですわね。気にしないのが一番ですわ」

　にゅおう！　ナリナちゃんが私の心配してくれてる？

　ぎゅっと抱き着こうと腕を広げたら、さっと身をかわされた。

　ぐぬぅっ！　ウイルのかわし身の術と一いつ緒しよじゃないかっ！　もう習得したの？　うるり。

「さっさと買い物に行く！」

　ナリナちゃんに背中をドンっと押されて、そのまま門へと向かった。

　門の手前でローゼさんとすれ違う。

「ダリ様は、あんただから助けたんじゃないからね。誰だれにでも優やさしいから助けただけなんだから、勘かん違ちがいしないことね！」

　勘違い？　何の？

　振り返ると、ローゼさんにぎろりとにらまれた。




　今回は、王室御ご用よう達たしの店のある三の円には寄らずに直接外円へ向かった。

　馬車の中でハッとする。

　おおうっ！　資金の入った袋ふくろはウイルが持っていたんだ！　今私が持ってるのは自分のお金だけ。

　さて、困った。

　肉を扱う店を一通り見て途と方ほうに暮れる。財さい布ふの中身と、肉の値段……。この差をどう埋うめるべきか。

　買い食いもせずに我慢したのにもかかわらず、財布の中身で買えそうな肉の量は、どう考えても二十人前くらいだ。二十人前の肉を買って帰って、お金を持ってもう一度来る？　うーん……。

　肉屋の前でたたずむこと十分。

「嬢じようちゃん、何を悩なやんでるんだい？　今日の献こん立だてがまだ決まってないなら、こいつがおすすめだよ。焼いても煮にてもいいからね」

　店主が声をかけてくれた。

　人の好よさそうなにこにこ顔だ。片目をつむって店に並んでいる肉を見れば、店主のにこにこ顔と同じようにほんわりと黄色っぽいあたたかな色を帯びている。

「えーっと、安いお肉をたくさんほしいんですけど、どれも予算より高いなぁって……」

「安い肉かぁ、こんなのもあるぞ？」

　店主が奥からひとかたまりの肉を取り出した。

　うっ。巫女の血はおいしいぞってまったく反応しない。それどころか、ランクとしてはかなり下っぽい。庶しよ民みんは肉が食べられるだけでもありがたい話なんだけど、城のコンテストで使う肉としては……。

「年老いた牛の、首の部分の肉だ。かなり硬くて少し臭くさみもある。だからな、値段はこれくらいだ」

　と、店主が指で示した金額はなんとか買える金額だった。

　硬いのかぁ……。臭みもあるんだ。だから、おいしくないよーっていうことなのか。

　父さんの言葉が頭に浮かぶ。

「おいしくないものをおいしくするのが料理人の仕事だ」

　ふっと息を吸って、もう一度肉を見る。

　あ！　ぶわぁっと、おいしくないよっていう肉からのイメージが、おいしくなれるよってイメージに変わった。

　そうだね。うん、そうだ！

「おじさん、この肉ちょうだい！」




　一の円のキッチンに戻って、自じ慢まん気げにウイルに買ってきた肉を見せる。

「どう？　いいでしょう！」

　どーんと、調理台の上に肉の塊を載せてウイルに見せる。

「なんだか少し色が悪くて匂においもするようだけど……」

　一いつ瞬しゆんウイルがぎょっとした表情をする。

「でも、リーアがいいって言うんだから、いいんだよな」

　それから、すぐにニッと笑った。えへへ。ウイルの絶大なる信しん頼らいがうれしい！

　ここから先は私がウイルの料理の腕前を信用する番だ。

「あのね、この肉は、硬くて臭いの。だから安かったの」

　うんうんと、ウイルが肉の特とく徴ちようを聞いてくれる。

「でもね、お店の人の肉の扱いはとても丁てい寧ねいだったから、いい状態だよ」

　これは大事。いくらいい部位の肉でも、生ものの扱いはむずかしい。

　腐くさっていたり、傷んでいたり、食べたら病気になってしまうこともある。見えない何か悪いものが巣くっていることがあるのだ。

　時折、真っ黒な穴みたいなものが肉に見えることがある。そういう肉を食べた人が寝込んだという話も聞いたことがある。

「そうか」

「うん。あとね、ウイル、この肉を見て思い出したの」

　肉を見て頭に浮かんだ一つ一つをウイルに伝えていく。

　ウイルはうんと頷うなずくと、ニッと再び笑って私の肩をポンッと叩いた。

「この肉であいつらをぎゃふんと言わせてやろうぜ」

　あいつら？　ぎゃふん？

　ウイルの視線が、肉を踏みつけた男たちのキッチンに向いた。

「彼かの女じよが教えてくれた」

　キョトンとすると、ウイルがナリナちゃんたちの方をちらりと見た。

　そっか。ナリナちゃんがウイルに話してくれたんだ。

「じゃぁ、早さつ速そく調理に取とり掛かかろうか。リーアは」

　私に手伝えることは洗い物と、材料運びくらいだ。

「あれ、頼むわ」

　おっと、あと一つ。唯ゆい一いつ包丁を持って手伝えることがありました。

「任せて！」

　作業に取り掛かろうとしたらウイルがぽつんとつぶやいた。

「なぁ、リーア、ボリューム増やすのに、ソレ混ぜたらどうなる？」

　どうなるっていうのは、おいしくなるのかならないのかってことだ。

「大丈夫！」

「そっか。じゃあ、ソレも頼む」

「りょうかーい！」




　そうして、せっせと二人で料理をし始めて二時間くらいたったころ、タウロスさんが現れた。

「おいおい、お前ら大丈夫なのか？」

「あ、タウロスさんだー。大丈夫ですよ、料理全ぜん般ぱんダメな私ですが、手伝えることもあるんです。それに、ウイルは両親にしっかり仕込まれていますから」

　作業しながら会話はできないので、手を止めてタウロスさんの顔を見る。

「いや、そうじゃなくてな……、材料調達で別の領に邪魔されて十分な材料が手に入らなかったそうじゃないか」

　タウロスさんが声を潜ひそめる。あ、そっちの心配？

「大丈夫ですよ、街で買ってきましたから。お腹なかいっぱい食べられますよ」

　にこっと笑えば、タウロスさんの顔がゆがんだ。

「いや、その買ってきた肉が問題なんだろう？　噂うわさで聞いたぜ。ずいぶん臭くて色の悪い肉を買ってたって。イチール領が作る料理を食べる奴やつらはかわいそうだなぁって……。まぁ、お腹が空すくよりはましだけれど、今日イチール担当の隊は訓練でも落ち込んで士気が上がらない」

「夕飯においしいものが食べられないかもしれないって、それで訓練に身が入らないんですか？」

　びっくりしてちょっと大きな声が出る。

「あー、いや、まぁな。ほら楽しみがあるかないかってのは大事だからな……」

　気まずそうにタウロスさんが頭の後ろをかいた。

「心配はご無用です。リーアがいるかぎり、まずいものを食べさせることは絶対にありませんから」

　ウイルがタウロスさんに挑ちよう戦せん的てきな目を向ける。

「そうですよ、タウロスさん、ウイルが料理するんですから、大丈夫です。えへへ。楽しみにしててって伝えてくださいね」

　優勝を狙ねらっているわけじゃない。だけれど、まずいものを食べさせることはしない。

　おいしいって言ってもらえることがウイルは大好きだって知ってる。私に遠えん慮りよして料理を熱心に両親から学んでなかったけれど、父さんや母さんの手元をいつも食い入るように見ていたもの。

　だから、たった一カ月の修しゆ業ぎようでもみるみるウイルは腕をあげた。

　やっぱり、食堂はウイルに継ついでほしい。

　……ウイルはいやかな……。

「そうか、まぁ、二人がそこまで言うなら……、期待して待ってろと伝えるよ。だが……本当に気をつけろよ。今回はこの程度で済んだが、どの領も必死だ。猫ねこ竜りゆう様の妃きさきを我わが領からという領主からのプレッシャーがすごい。正直、どんな手を使ってでもと思っている領も多いからな。例えば……、ああいや、噂の段階であれこれ言うべきではないな。俺らは公平に味を審しん査さするだけだからな。じゃあ、がんばれよ！」

　タウロスさんが軽く手をあげて去っていった。

　もしかして、肉事件を耳にして心配して来てくれたのかな？

「タウロスさん、いい人だね、ウイル」

「は？　ねーちゃんはああいうのが好みなわけ？」

　ん？　前にも同じこと聞かれたような気がするぞ？

「ううん。タウロスさんは料理できないよね」

　ウイルがはぁーと、大きなため息をついた。

「だめだよ、ウイル。ため息をつきながら料理するとまずくなるよ？」

「ったく、誰のせいだと……。いや、リーアの言う通りだな。おいしいものを作って食べてもらう、それだけを考えないとな」

「うん。早く出来上がらないかなぁ。ウイル、味見は私に任せてね！」

　ウイルの手が私の頭の上に載った。

「ああ、必ずうまいって言わせてみせるからな」

　ニッと、ウイルが自信に満ちた顔をする。

「うん。ウイル大好き！」

　両手を広げてハグ！　しようとしたら、ひらりとかわされた。

　くっ。ダメか。ちくしょうめ！

「おや、そんな肉しか手に入らなかったのか……。大丈夫かい？」

　マルガレットさんが心配して様子を見に来てくれた。

「私の領では、硬い肉は果実の汁つゆに漬け込むと柔らかくなるんだよ」

　声を潜めて教えてくれた。

「えへへ、ありがとうございます。一応対策はしてるんですが、せっかくなので一部の肉で試ためしてみますね！」

「いいってことよ。あんな卑ひ怯きような奴らの思い通りになるのが許せなくてね。みんなにおいしいものを食べてほしいじゃないか。じゃあ、お互いがんばろうね」

　うるり。マルガレットさん本当にいい人。

「うっわー、噂は本当でしたのね？　こんな肉じゃあ、あいつらが勝かち誇ほこったような顔をするはずですわ！」

　ナリナちゃんも様子を見に来てくれた。

「ナリナちゃん、どんな噂が広がってるの？」

　さすがに心配して次々と人が見に来るなんて、どんなことになっているのかと確かめてみる。

「庶民の最下層が買うような、年老いた牛の一番硬くてまずい部位を買ったと噂されてますわ」

　ん？　その通りだ。誰か買うとこ見てたのかな？

「わざとまずい料理を作って、他の領の人間に肉をダメにされたと騎士様に訴うつたえるつもりだという噂もありますわ」

「はぁ？　何それ！　わざとまずい料理を作る？　そんなことするわけないじゃないよっ！」

「ですわよね。リーアはそのつもりでも、臭みの強い硬い肉では……満足のいく料理は作れないのではないかと皆が噂していますわ。ライバルが一つ減ったと喜んでいる領もあるようです」

　いや、もともと優勝狙ってないからライバルじゃないけど。うちの領は領主からの支し援えんもないからねぇ。そう言えば、いやがらせとかなくなるのかな？

「そうそう、赤ワインを使うと、お肉が柔らかくなりますわよ」

　ナリナちゃんが去り際にこっそり耳打ちしてくれた。

　ナリナちゃん、なんていい子なのっ！　ニマニマ。

「なっ、何を笑っていらっしゃるの？　もうっ！　あなた方は子供二人で一番つぶしやすいと思われていますからね、とにかく気をつけなさいよっ！」

　真まっ赤かになってナリナちゃんが戻っていった。

　あ、そういうことか。確かに、私とウイル二人で大人おとながいない。だから嫌がらせのターゲットにされたってこと？




「おや？　最後に来たというから、手の内を見せずに何か作戦があるのかと思っていたが……、イチールは勝負を捨てたのか？」

　おや？　って、今度は誰？

　キッチンを覗のぞき込こむように姿を現したのは、やけにきらびやかな衣い装しようを身にまとった小太りのおじさんだった。

「ゴマルク公爵様のおなりである。控ひかえおろう」

　小太りのおじさんの後ろに立っていた男の一人が声を張り上げた。

　ふおうっ！　公爵様かっ！　偉えらい人だ！

　えっと、ほら、領主様に会うときもそうだけど、偉い人と会うときは頭を下げて、それからどうするんだっけ？　そ、そうだ、スカートのすそをつまんで膝ひざを……慌てて礼を取ろうとすると、

「よいよい、コンテストの料理の準備で忙いそがしいだろうから、礼はいらぬ」

　と、ゴマルク公爵様が家来をたしなめてくれた。

「儂わしはな、おいしいものを食べるのが大好きじゃ」

　ぬおうっ、公爵様は、なっかーま！

「猫竜様にもな、おいしいものを食べてほしくていろいろと工く夫ふうを凝こらしておるのじゃが、いまいち食欲がなくてな。年々食が細くなり、元気もないご様子で、儂は心配なのじゃ」

　え？　猫竜様が元気がないの？

　大空を飛んでいる姿を思い出す。あれで、元気がない？

「公爵様っ！」

　家来の一人が、ゴマルク公爵の言葉を遮さえぎった。

「おっと、そうじゃった。猫竜様が元気がないなど、他国に知られては問題じゃったな。だが、大丈夫じゃろう。儂が猫竜様のために、このコンテストを企き画かくしたのじゃ。大会スタートの前日、猫竜様の元気は戻り、大空に羽ばたかれた」

　ほ？　もし、それが本当だとすれば……。

　猫竜様も、おいしいものは正義！　っていうタイプ？　親近感わくですよっ！

「儂のおかげじゃ」

　公爵様がどや顔で胸を張ると、たわわなお腹がぶるんと揺ゆれた。

「そうです。公爵様のおかげでございます」

　すかさず家来が合あいの手を入れる。

「そうじゃろう、そうじゃろう。決して儂が各地の美食を味わいたいがために企画をごり押ししたわけじゃないのが、これで証明できるわけじゃ」

　あー、そうなの。ゴマルク公爵様が各地の美食を味わいたくてごり押ししたんだね。

　なんという権力の使い方！　食くいしん坊ぼうの鑑かがみ！

「おや？　ゴマルク公爵様ではございませんか？」

　やけにきらびやかなドレス姿の女性が三人現れた。ドレスの色は、深しん紅くに紺こん青じように山やま吹ぶき。カラフルだぁ。

「おお、これはこれは、ロック公こう爵しやく夫ふ人じんマチルダ様、このようなむさくるしい場所でお会いするとは思いもよらぬことで」

　ゴマルク公爵様の言葉に、深紅のドレスを着たマチルダ様という扇おうぎで顔を覆おおったご婦人が返事をした。

「不正防止のために、兵や騎士以外……我々も試食をするというのをお決めになったのはゴマルク公爵様ですわよ。お忘れになりましたの？」

　不正防止のためっていうか、食べたかったのね。ゴマルク公爵様。

「おお、それは忘れておらぬぞ。だが、舞ぶ踏とう会かいでも女性方はほとんど食事をなさらぬからな、まさか来てくださるとは思わなかったのじゃ」

「ふふふ、料理だけではなく、珍しいデザートも出されると聞けば、来ないわけにはまいりませんわ」

　と、会話しながらお貴族様たちは去っていった。

　ちょっと待って、今の話からすると、兵や騎士の三十人分以外に貴族とか食べに来るの？　試食分も作らないといけないってこと？

「ウイル、大変だよー、なんか、三十人分じゃなくて、もう少し必要みたい」

「そうみたいだな……なんか添そえ物ものでも増やすか。ねーちゃん食糧庫行ってきて」

　はーい。

「寄り道はだめだぞ！」

　は、はい。




　食糧庫に直行。

「おや、イチールの嬢ちゃん。何を取りにきたんじゃ？」

　カシェットさんが食糧庫の隅すみの椅い子すから立ち上がった。

「えーっと、何にしようかな……」

「なんじゃ決めておらんのか？」

　カシェットさんにあきれた顔をされた。

「急に、その、追加することになって。えーっと、肉料理に添えるもので、お腹が膨ふくれる何か……」

　カシェットさんが、迷わずじゃが芋を指さした。

「本当かどうかわからぬがな、肉といっしょにじゃが芋を食べると胃の働きがよくなるそうじゃ」

　へー、そうなんだ！

　じゃが芋の山を見る。うん。なんか、じゃが芋がそうだよー、だから食べてねと言っているように感じる。

　それに、マルガレットさんに食べ比べさせてもらった藻塩をかけただけのじゃが芋。おいしかった。

　きっと、藻塩をかけたじゃが芋、他の人もおいしいって思ってくれる。

　よし、決めた！

　じゃが芋の山からおいしそうなものを選びとる。

「ふーん、いい目をしてるね。どうだい？　城で働くことになったら食糧庫を手伝わないか？」

「城で働く？」

「おや？　予選を通過した者は希望すれば城で働けるって聞いておるが、希望するつもりはないのかい？」

　初耳だ。

「給金もいいし、城で一年も働けば箔はくが付いて店も繁はん盛じよう間違いなしだ。優勝は狙えなくても予選通過を狙っている代表者は多いって聞いたがね」

　そうだったのかぁ。優勝は無理でも、予選通過を狙って必死になってる人もいるのか……。だからあんな妨ぼう害がいまで……。とんだとばっちりだなぁ。

「あー、優勝も狙ってないですし、予選通過の野望もないですから……」

「そうかい、そりゃ残念だ。お前さんみたいに食料と真しん剣けんに向き合ってくれる人間に働いてもらいたいんだけどねぇ。どうも、最近の納品業者は食料の善よし悪あしもろくにわからない人間が増えていやんなるんだ」

　カシェットさんが私の手元のじゃが芋を見る。

「リーアと言ったか。五十年前は、今お前が選んで手にしたようなじゃが芋ばかりじゃったよ。いいや、それ以上に選び抜かれた上物のじゃが芋が倉庫にはあふれていた」

　ふおおっ！　上物のじゃが芋っ！

　っていうか、五十年前？　カシェットさん一体いつからここにいるの……？

「王室御用達の店も二代目三代目になったら、目め利ききがいなくなっちまった……。いい品は珍しい物、希少なもの、入手困難なものだと勘違いしておる店もある」

　珍しいもの……うん、食べてみたいなあって思うよね。

　私みたいな庶民からすると、王都御用達で、貴族様とか買いに行く店にじゃが芋が積まれてたらちょっとがっかりしちゃうかもなぁ。貴族様もそうなのかな？　だから、めずらしい芋を集めて置いてる？　噂では紫色や黄色やオレンジ色のじゃが芋も世の中にあるそうだし。

「ほら、それを見て何か感じないかい？」

　カシェットさんが今度はニンジンの山を指さした。

　どれも使いやすそうな大きさで、使いやすそうな形で、味は、普ふ通つうかな。

「お行ぎよう儀ぎがいいだろう？　足を突き出したようなニンジンは一つもない」

　行儀？　足を突き出す？

　あ！　そうだ。街で買うニンジンはこんなに形は揃っていない。二ふた股また三み股またに分かれていたり、デコボコしてたり、大きいのもあれば小さいのもある。そして、形は悪いけれどニンジンの味がぎゅっと凝ぎよう縮しゆくしたものや、ニンジンの独特の味が薄うすくて生でも食べやすいものとか味もいろいろあった。

「形がいいものが、いい野菜だと信じてるバカが王室御用達業者だよ」

　言われてみれば、つるされてる玉ねぎも私が選んだじゃが芋も、形が妙みように揃っている。

「キュウリはまっすぐ、ナスは皮に傷は厳禁、リンゴは真っ赤、それから……おっと、ついつい愚ぐ痴ちが出てしまったよ。倉庫から私は離れられないからね。搬はん入にゆうされる食材を受け取るだけだ……誰か仕入れしてくれるものがいればと思ったんじゃが……リーア、本当に働かないかい？」

　おいしい食材を仕入れる仕事……？

「もちろん試食し放題じゃ」

　まじ？　はっ！　だめだめ！

「む、無理ですっ！　私はイチール領に帰って、両親の食堂を継がなくちゃいけないんですからっ！」

　やばい。うっかりカシェットさんの術中にはまるところだった。

　じゃが芋をエプロンで包むようにして持ち、急いで食糧庫の出入り口に向かう。

「はー。巫女様が納入業者を選んでくださっていたころは、こんなことはなかったのに……」

　カシェットさんの嘆なげき声が聞こえた。

　ん？　巫女様？

　いやいや、気にしちゃだめだ。私はここには残れない。イチール領に帰るんだ。




　キッチンが見えるところまで小走りで戻る。

　ウイルの姿が見える。真剣な顔でボウルの中をかき混ぜている。ああ、ドレッシングを作っているのか。

　片目をつむってウイルを見る。

　キラキラ。キラキラ。

　父さんと同じ。おいしくなれって全身からキラキラがあふれてる。

　ウイルは料理が好きなんだと思う。おいしいって人に食べてもらうのが大好きなんだと思う。食堂は、ウイルが継ぐべきだ。食べるのは大好きだけど、料理のできない私よりもウイルの方がずっとふさわしい。実の子じゃないからって、私に遠慮があるならば……、私がいなければ？

「あ、リーア、遅いっ！」

「ごめん」

　今は、何かを考え込む時間はないんだった。急げ。

　じゃが芋担当は私だ。洗う。茹ゆでる。あ、茹で上がりを確かく認にんするのはウイルの仕事ね。

　……ええ、料理が壊かい滅めつ的てきな私だと、まだ硬いか、茹ですぎてドロドロかどっちかだからね……。

　皮のまま茹でたじゃが芋、熱々のうちにスプーンで皮をペロリンとむく。これは上手だよ。だって、自分の分を食べるときにむくのと同じ。料理じゃないもの。

　おお、きれいにむけた。いっただきまー……。

「リーア、つまみ食い禁止だからな！」

　ぐおっ、なぜわかる。後ろを向いたままなのに、なぜ今口に入れようとしたのがばれてるんだ！

　ウイルの後頭部を驚おどろきの気持ちでにらみつけると、くるりとウイルが振り向いた。

「ほれ、味見」

　いやーん、ごめんね、にらんだりして。おねーちゃんが悪かったわ。

　あーん。お口を開けて待ってると。

「じ、自分で食べろよっ」

　差し出したスプーンを手渡そうとする。

「私の手は忙しいんです」

　じゃが芋の皮むきで両手がふさがっている。空あいているのは、口だけなのでーす。

「あーん」

　今度は声に出して催さい促そくする。

「ちっ。い、今だけだからなっ」

　ウイルが顔を赤くして、スプーンを口に運んでくれた。

　にゃによー。小さい頃はよく食べさせてあげたでしょうにっ！　恩義を忘れたか！　何？　食べさせるふりして半分自分の口に入れてたじゃないかって？　うっ。よく覚えてますこと……。

　ぱくり。

　うまぁ～。うまうまなのぉ。わらびが食べられなかったおじさんにこれ食べさせてあげたいわ。おいしいよって口に出す前にウイルが満足そうな顔で笑った。

「次はこっち」

　それから、別の料理もスプーンですくって口に入れてくれた。

　はー、こっちもおいしい。さいっこーです！　あの硬かった肉があら不思議。

「そうか、どっちもおいしいか」

「え？　なんで分かるの？　まだ、私、味見の感想言ってないよ？」

「顔でわかるよ。俺が一番好きな顔してる」

　ん？　一番好きな顔？

　ウイルの言葉にドキッとする。

　おねーちゃん大好きって最後に言ってもらったのはいつだったか。ウイルの口から私が好きだなんて聞く日がまた来ようとは！

「よし、リーアのうまいのお墨すみ付つきだ。あとは仕上げて盛り付けるだけだな。何とか間に合いそうだ」

　よかったー。

　国を守る兵や騎士様にひもじい思いをさせずに済むのね。
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　プワワ──ッと、大きなラッパの音が鳴なり響ひびいた。

　音のする方に視線を向けると、いつの間にか即そく席せきの小さな舞ぶ台たいができていて、ゴマルク公爵様の姿があった。

「ただいまより、ニャンドラ王国料理全国大会予選を開始する」

　開会の挨あい拶さつに続いて、予選の審査員となる兵や騎士たちが順に入場して一番手前から着席していく。つまり、公爵領などがある遠いところから順に着席していくのだ。それを見守る代表たち。

　……っていうか、遠目にも、公爵領代表のテーブルすごい。

　なんか、野菜の飾かざり切ぎりっていうの？　一メートルくらいの高さがある猫竜様の彫ちよう刻こくが野菜や果物で作られてる。その隣のテーブルには、中央に三段重ねのケーキ。その周りにフルーツ山盛り。その隣は、豚の丸焼きがでーん。

　そうか、料理は見た目のインパクトも大事だって、ナリナちゃんが言ってた。

　肉を踏みつけたガマガエ領は、食器が豪華だ。高価な陶とう器きの食器を使っている。しかも、カラフルな絵まで入っている。いったい一枚いくらするのだろうか。その皿の上に、上品に料理が盛られている。メインのお肉はこぶし大だ。そこに、野菜が添えられ、模様を描えがくようにソースがかけられてる。すごい。さすが全国大会に出てくるだけのことはあって、見たことのない盛り付けの素す晴ばらしさだ。

　ブタード領は、薄く切り出した石を皿代わりにしているようだ。お盆のような大きな石の上に、お手玉のようにかわいくいくつも料理が盛られている。焼いた魚、煮た魚、飾り切りした生野菜、デザートのフルーツ、焼いた肉、蒸ふかした芋、ジャムの載ったパンに、とろけたチーズが載ったトマト。何種類もの料理を一皿で味わえるのか。楽しそうだ。

　ローゼさんのテーブルは、白いテーブルクロスが敷しかれていた。色とりどりの花が飾られ、そして何より特徴的なのは、ローゼさんが頭に白いリボンのついたカチューシャをして、真っ白なフリフリとかわいらしいエプロンをつけてテーブルの端に控えていることだ。

　すごいなぁ。料理だけではなく、それを提供する場や人まで演出するんだ。

　ナリナちゃんのところは……？

　ぐおっ。他のテーブルからは感じることのなかった、おいしいオーラが、おいしいぞぉオーラが！

　テーブルにはスープと、ステーキと、サラダとパンといういたってオーソドックスな料理が並んでる。それとは別に、食後に配はい膳ぜんするために用意してあるデザートが！　ああ、あの色はきっと特産品のオレンジを使ったものだろう。二種類のケーキと、それからなんだろう？　ゼリーっぽい感じの何か。それから色とりどりにフルーツが盛られたビスケット？

　やっばい！　食べたい！　デザートたちがおいしいぞオーラを放ちまくっている！　ダリさんすごい！　あああ、よーだーれーがー。

　次に入ってきた隊は、マルガレットさんのところに着席していく。

　マルガレットさんのテーブルには白いスープときのこを炒いためたもの。それから魚とパン。あああ、おいしいぞって声がすべての料理から聞こえる。

　ふらぁ～り。

「ねーちゃん、どこ行く気だ」

　ウイルに肩をつかまれてハッとする。

　うう、つ、つい。

「うっわー、はずれだよなぁ」

「だなぁ、これはちょっとないな……」

「あの噂本当だったんじゃないのか？」

「ああ、わざとまずい料理を出すってやつか？」

　目の前のテーブルに着席する兵たちの声が聞こえてきた。

　むむっ。確かに、見た目ははずれ……だ。

　何も飾っていない食堂のテーブルに、食堂から借りた飾り気のない木製の食器類。

　載っているのは、デミグラスソースをかけた肉料理。見た目は黒っぽい。そしてわらびのサラダ。見た目は深緑。あとはどこにでもあるようなパンとスープ。地味で暗い見た目。華はなやかさのかけらもない。

　テーブルを飾るとか、そんな発想は全然なかったし、ぎりぎりの食材で作ったから味と量以外への配はい慮りよが足りなかった。

　でもね、片目をつむって見れば私には見える。キラキラと光り輝いているのが。そして耳を澄すませば聞こえる。おいしいよって声が。

　三十名の兵の背は丸まっている。がっかりっていうのがどうにも隠かくしきれてないようだ。

「全員席に着いたようだな。では、審査、始め！」

　公爵様の合図で、一いつ斉せいに食事が始まった。

　騎士たちは上品に。兵たちは、ガツガツと。

　イチール領のテーブルの人間は、のろのろとフォークを手に取り、誰が一番初めに食べるんだといった様子見をして料理に誰も手をつけないでいた。

　うぐぐっ。ウイルの作った料理はおいしいのにっ！

「お、うまいな」

　へ？　トトの飼い主である少年が試食用に用意した皿を持っていた。

　ん？　なぜここに？　ああ、貴族の子供だから？　不正防止審査要員？

「うん、うまい。これ、肉だよな。何か混ぜてあって、不思議な食感だが、そこがまた新しくていいな」

　もぎゅもぎゅと、笑え顔がおで次々に料理を口に入れる少年を見て、兵たちも目の前の食事に手をつけた。

「本当だ、うまいぞ！」

　一番に声をあげたのは、中央付近に座すわっていた兵だ。

「だれだ、硬くて食えたもんじゃない肉を使っているといったやつは。十分柔らかくて、それに……、いろいろな味が混ざって普通に焼いた肉よりもよほどうまいぞ」

「おい、この長細い野菜、初めて見るがいける。ドレッシングに甘みがあってこれがまた合う」

　えっへっへー。どうだ！

　ウイルの料理はおいしいでしょう！

「見た目は地味だし、特別感がないメニューだが、何しろうまい」

　はい。せめて彩いろどりにニンジンとか載せて飾ればよかったです。地味でスイマセン。

「リーア、おかわり。これ、もっと食べたい」

　少年が空からになった皿を差し出す。

「ちょっと待ってね、その前にこれも食べてみて」

「芋はいらない」

「そういわないでね？　絶対においしいから」

　イチール領の藻塩をパラリ。

「リーアが絶対っていうなら、まぁ、食べてやらないこともない」

　少年はそういうと、じゃが芋をぱくりと食べた。

「！」

　うん、そうでしょう。少年のびっくり顔がおいしいって物語ってる。

「嬉しいなぁ。料理ができない私だけど、このじゃが芋だけは、茹で上がりを見極めること以外は私が作ったんだよ。選んで茹でて皮をむいたの」

「リーアの手料理！」

　少年の顔がさらに驚きに満ちる。

「リーアの作った料理だからか……力が、すごい」

　まぁ、料理というほどのものではないのだが……。それでも嬉しいなぁ。おいしいって食べてもらえるの。

　っていうか、力がすごいって何？　私の勧すすめ方の力の入れ具合がそんなにすごかった？　食え食えって眼力がすごかったとか？

「そんなバカな……おいしいはずがない、あんな肉を使って……」

　少年の肉料理のお代わりを取りに行くと、男のうめくような声が聞こえた。

　そこにいたのは、肉を踏んづけた男、マーティンだった。いやがらせをした相手の様子を見に来たの？　目が合うと、血走った目でにらまれる。怖こわい。

「おい、どうやって肉を手に入れた！　俺たちを油断させようと、わざとくず肉を見せたのか！」

　は？　とんだ言いがかりをつけられる。無視だ。無視しよう。

「おや？　兵たちの反応はいいようだね。勝負にならないと思っていたが……儂にも一口もらおうか」

　そこに、ゴマルク公爵様が現れた。

　男はぎょっとして一歩下がり頭を下げる。

　えーっと、公爵様は偉い人だから、少年へのお代わりの前に料理をお出しした方がいいよね。少年には少し待っていてもらおう。

　ん？　いない。いつの間にか少年の姿はなかった。他の領の料理を食べに行ったのかな？

「どうぞ」

　ゴマルク公爵様の皿の上に食べやすいサイズにカットした料理を載せる。

　大きな口でもぐもぐ。

「ほほー。これは何という料理だ？」

「イチール領ではハンバーグと呼んでおります。肉をミンチにし、玉ねぎなどほかの具材と混ぜ合わせて焼いたものでございます」

　すかさずウイルが料理の説明をする。

　そうなの。硬い肉も、細かくしてから使えば食べやすいのよ。

　あの硬い肉は、私がせっせとミンチにした。唯一包丁を使ってできる作業だ。形を気にせず細かくするのであれば、問題なくできる。

「この独特のきゅっとしたものはなんなのだ？　アクセントになっていて、たくさん食べても食べ飽あきないな」

　たくさん……うん。気が付いたらゴマルク公爵様は自分で皿にハンバーグを取って食べてる。

「きのこでございます」

　マルガレットさんからもらった、ヨガマタルク領の特産品のきのこ。

　肉のボリュームアップもできるし、食感に変化も出せる。

　いくらミンチにしても、肉の硬さは隠しきれない。けれど、きのこを入れることで食感に変化を持たせると、硬さに意識が行かなくなるのよね。

　それから、肉の臭みは、カシェットさんにもらった胡こ椒しようという香こう辛しん料りようときのこの風味でまったく感じなくなった。

　拳こぶし二つ分もあるボリュームたっぷりの大きなハンバーグには、おやま食堂特製デミグラスソースがかけてある。

　玉ねぎ、ニンジン、セロリ、トマト、肉にく汁じゆう、赤ワイン。それから父さんが調合したスパイスとハーブを入れてコトコト煮込んで裏ごしして作る。ウイルの作ったデミグラスソースは、父さんの作るソースと同じ味がした。

　味見したハンバーグの味を思い出す。

　もきゅもきゅとしたきのこの食感と、口の中ですぐにほぐれる肉。火を通したことできのこの水分は抜けたが、抜けた分肉汁が染しみてうま味を味わうことができた。ふおうっ、やばいのです。公爵様の前だというのに、思い出しよだれが！

「ほう、きのこか。で、そっちの野菜はなんじゃ？」

「こちらは、わらびでございます。そのままではえぐみが強くて食べにくいのですが、灰をまぶしてあく抜きをするとえぐみが消えて食べやすくなります」

　ゴマルク公爵様は、食いしん坊の名に恥はじぬ食いっぷりで、初めて見る料理にもすぐに手を出して口に入れることができるようだ。

「ほー、これはまた、他にない風味じゃな。ドレッシングとも相あい性しようがいいようだな」

「はい。油と塩と酢で通常作りますが、今回はすりおろしたリンゴを酢の代用といたしました。そのため、風味豊かなドレッシングに仕上がり、わらびの味を引き立てることができました」

　そうなの。

　酸っぱいリンゴならば、酸っぱさを利用すればいいじゃない！

　ってことで、すりおろしたリンゴに油と塩を入れて混ぜ混ぜしたら、おいしいドレッシングができましたとさ！

　あれほど酸っぱい酸っぱいと思ってたのに、酸っぱいものの代わりに使うと、逆に甘みがあるって思うから不思議だよね。

　油と塩と酢のドレッシングよりも甘みがある。それに、すりおろしたリンゴの果肉がわらびに絡からまるので口の中で程ほどよくまじりあっておいしさを増す。ああ、また思い出しよだれが！

「もしかして、あの果樹園のリンゴか？　食べられたものじゃないと思っていたが、このような使い道が……」

　ゴマルク公爵様もどうやら酸っぱいリンゴのことは知っていたようだ。

「うむ、うむ、なかなかのもんじゃ。人の食べ物とは思えないような物からこのように美味なものを作り出すとは」

　おーい、人の食べ物とは思えないって、言い過ぎですよっ！

　硬くて臭い肉だって、酸っぱくて顔をしかめるようなリンゴだって、普ふ段だんから人が食べてますからね？

「このわらびというものも、見た目が悪い。汚きたない色だ。形も面おも白しろみがない。だが、きゅもきゅもするこの食感はいいな。鮮せん烈れつな特徴のある味ではない地味な風味もまた……」

　うーん、わらびは褒ほめられてるのか、けなされてるのか……。

「恐おそれながら公爵様」

　口を開くと、ウイルが何を言うつもりだ姉ちゃんって心配そうな顔をする。

「わらびは春を告げる山菜でございます。今回は特別に、春の訪おとずれが遅い山に住む方から入手することができました」

　ゴマルク公爵様は、もぐもぐとハンバーグを食べながら話を聞いてくれている。

「なるほど、特別か！　今日、こうして食べられたのはラッキーだということだな」

　公爵様がニコニコしているので、つい饒じよう舌ぜつになってしまう。

「わらびを食べると、若さを保てると申します」

　もっと笑ってくれるかと思って言葉を続けたのに、ゴマルク公爵様の顔は曇くもってしまった。

　な、なんで？

「若さを保てるのか。猫竜様にもぜひ食べていただきたいが、来年の春までお預けなのか……残念じゃのぉ」

　ゴマルク公爵様が小さくため息をついた。ああ、自分が食べたいだけじゃなくて、本当に猫竜様の体の心配もしているんだ。自分が食べたいだけで料理コンテストを開かい催さいしたと誤解してごめんなさい。

「あの、まだ春の訪れの遅い山間部でなら入手できるかと」

「そうか、では早速手配するかの。後で調理法を教えてもらえるかの？」

　と言って、ゴマルク公爵様は背を向けたが、数歩歩いて足を止めた。

「そうじゃ」

　頭を下げたままこのやり取りを聞いていたマーティンに、ゴマルク公爵様は話しかけた。っていうか、まだいたのか……いやがらせ肉踏みつけ男。

「くず肉とは何のことじゃ？」

　ハッと、マーティンは顔をあげる。顔色は真っ青だ。

「儂の耳は節穴ではないぞ？」

　ガタガタと震ふるえだすマーティン。

「儂は、まだこの者たち、イチール領の作る料理を食べたいと思っておる。言っている意味は分かるな？」

　ふえ？　言っている意味って……。ゴマルク公爵様、また食べにくるつもりなの？

　兵たちは入れ替わり別の人になるから、毎日同じ料理を作っても問題ないかと思ってたのに……。また、別の料理作らないとダメとかウイルの負担が！　と、ウイルのことが心配になってウイルの顔を見る。

　あら、なんか、楽しそうな顔してる。ああそうか。ゴマルク公爵様がまた食べたいと言ったってことは、おいしいって言ってもらえたようなものだものね。そうね。おいしいって言ってもらえるの嬉しいもん。

　ウイルは本当に料理が好きなんだ。

　そうだ、予選を通過したら、お城で働けるって……。

　ウイルがおやま食堂を継ぐ気がなかったとしても、料理のできる仕事がしたいんじゃないのかな……？

　予選通過なんて全然考えてなかったけれど……。ウイルがお城で働きたいのであれば……ちょっと頑がん張ばった方がいいのかな？

「おーい、お代わりないのかー」

「ここにあるの食べていいのか？」

　おっと、こうしてはいられない。兵たちの食事はまだ終わっていないのだ。

「食堂のルールと同じでメインの料理は一人一つで終わりです。まだ食べたりない人はこちらの肉かじゃが芋をどうぞ」

　両手をあげて、こっちだよーをアピールする。

　三十名の兵のうちの四分の一くらいが、すぐに立ち上がって皿を持ってきた。

「じゃが芋って、料理じゃなくて茹でただけ？」

　うぐぐっ。私が作ったって言ったら、少年はリーアが料理したんだって言ってくれたもん。料理だもんっ。

　とはいえ、実はこの反応はあらかじめ見み越こしているので、試食を用意してあるのだ。

　ころりとお皿の上に一口サイズの、藻塩を振ったじゃが芋を載せる。

「ん、んん？　んんん？」

　一口くらいならと素直に食べてくれた兵の目が見開いた。

「あれ？　じゃが芋って、こんなにおいしかったか？　もしかして、特別なじゃが芋を使ってるとか？」

　ふっふっふ。使っている特別はじゃが芋じゃなくて塩の方です。

「三つくれ。それから肉」

「肉は三種類用意してあります。フルーツソース、ワインソース、胡椒。お好みでどうぞ」

　マルガレットさんに教えてもらった、肉を柔らかくする方法ですりおろしたリンゴに漬けておいた肉。

　ナリナちゃんが教えてくれた、肉を柔らかくする方法でワインにつけた肉。

　そして、あえて柔らかくする方法を何も施ほどこさなかった、胡椒で臭みを消しただけの肉。

　三つとも一口サイズの試食用は用意してある。

「ふん、これはすごいな。干し肉をそのままかじったほどじゃないがすごい歯ごたえだ。これをもらおうか」

　試食した結果、意外にも一番硬い肉を好んで食べる人が半分くらいいた。

　そっか。そうだよなぁ。

　好みは人によって違うんだから、硬い肉が好きな人だって中にはいる。硬い肉のほうが「肉を食べている！」っていう気がして満足感があるのかもしれない……。食堂のおじさんも言ってたし。

　お代わりに並んでいる人とは別のところからごつい手が伸びて、試食用の肉が一つつまみあげられた。

　誰？　順番を守らないのっ！

「ほー、こりゃいいな」

「タウロスさんっ！」

　他の隊の人がどうして？

「俺の担当領の飯は、うまかったんだが……肉は極ごく上じよう肉にくとかで口の中に入れたら溶とけちまったよ。なんか、肉を食べているというよりも、肉を飲んでるみたいでな……。やっぱり、肉はこうじゃなきゃな」

　と、タウロスさんがもう一つ試食用の肉をつまんで口に入れた。

「タ、タウロスさんっ、ダメですよっ！　ほかの隊の人の分まで用意してないんですからっ！　なくなっちゃいますっ！」

　って言ってるのに、タウロスさんはさらに一つパクンと食べた。

　うわーん、私だって、いっぱい味見したかったのに、足りなくなると困るからって、食べるの我慢してるのにぃっ！

　タウロスさんのバカバカっ！

　恨うらめし気な目を向けると、タウロスさんが「ははは、すまんすまん」と、全然すまなそうな顔をせずに笑った。

　でもって、食事中のテーブルに目を向ける。

「うん、この隊にはあいつらがいたか。小食でいつも食べきれないでいたはずだな。奴らにもらうか」

　え？　小食で食べきれない？　いつも？

　タウロスさんが歩いて行った先には、ハンバーグが半分ほどしか減ってない皿があった。

　食べてる人の姿に目を向ける。あれ？　あの顔、どこかで見た気が……？

　タウロスさんが食べないならもらうぞと声をかけているところに急いで向かう。

「だめっ！　タウロスさんっ！」

　あの顔は、食糧庫にお腹が空いたからと干し肉を盗ぬすみに来た顔だ！

「別に、食べないわけじゃないよ、きっと。食べるのが遅いだけで……それなのに、それなのに、食べないって決めつけて取っちゃだめだよっ！」

　タウロスさんが、手を止める。

「お前は、今嬢ちゃんが言ったように、ゆっくり味わって食べていただけなのか？　先せん輩ぱいや上官にくれと言われて、断れなかったのか？」

　タウロスさんに問われ、男が答えた。

「い、いいえ、決してそういうわけではありません。本当に量が多くて食べられずに……」

「えー、でも訓練の途中にお腹が空いて食糧庫に行くのに？」

　あ、しまった。盗みに言ったなんて秘密にしないとダメなことだよね。

「も、申し訳ありませんっ」

　あわてて頭を下げる男を、タウロスは叱ることはしなかった。それどころか、笑い飛ばした。

「あーはっはっは。そうか、食糧庫にな。カシェットに阻はばまれて何も食べられなかっただろう。それは気にするな。だが、お腹が空くならもっと食べておいた方がいいぞ」

　お、おおう。この反応は、もしかしてタウロスさんも盗もうとした口かな？

「食べたいのですが、その……一度にたくさん食べられなくて。無理に食べると、吐はいてしまい余計にお腹が空くんです」

　男がしゅんと肩を落とした。

　あー、いる！　一度にたくさん食べられない人っているよ。おやま食堂のお客さんにもいたもの。

　その人の場合は……そうだ。

「残したものは持って帰って、時間を置いてから食べたらいいよ！」

　母さんがある日、いつも残すお客さんにそう提案してた。まずくて残されてるのかな？　と思って話しかけたらしい。そうしたら、一度に食べられる量がどうしても少なくて残してしまうと。

　そのお客さんには家から器うつわを持って食事に来てもらうことにした。残ったものは器に入れて持って帰ってもらう。食べ残しを捨てなくてよくなったから助かったのだ。

「ちょっと待ってて！」

　食べ残したハンバーグとパンの載った皿を取る。

「あ、栄養豊富だから、それは食べちゃってね」

　わらびのサラダはあと二口くらいなので食べてもらうことにする。

　皿をウイルのもとへ運び、パンを半分に切って、間にハンバーグを挟はさんでもらう。ハンバーグにかかっていたソースは水分が多いので挟み込めない。それをフライパンで煮詰めて水分を飛ばしてとろりとした味の濃いソースに仕上げてハンバーグにかける。

　ふおう、おいしそうですよっ。

　それを、殺さつ菌きん作用のある大きな葉っぱにくるんで、タウロスさんと男のもとに戻る。

　うん、ちゃんとわらびのサラダは食べちゃったね。

「はいどうぞ。明日の昼ぐらいまでは腐らないと思うから、お腹が空いたときに食べて」

　葉っぱを開いて、中身を見せる。

「お、いいな、これ。俺の分は？」

　って、タウロスさん……。

「これは、彼の分の食事を加工しただけで、特別に作ったものじゃありませんから。タウロスさんの分はありませんよ。タウロスさんは全部食べちゃったんでしょう？　っていうか、それどころか、今日は別の領の審査なんじゃないんですか？」

　あんまりなじんでるから、うっかりするところだった。

　食堂全体を見まわす。お代わりを手にするために立っている人はいるけれど、テーブルとテーブルの間をうろちょろしてる人、ほとんどいません。ゴマルク公爵様をはじめ、貴族様方が何名かと、騎士や兵の中でも勲くん章しようとかいっぱいつけてる立場のありそうな人たちくらいだ。

　いいのかな、タウロスさんうろちょろしてて……。

　って、私もうろちょろしてる場合じゃあなかった！　まだ食事は終わっていない。キッチンを見ると、ウイルが一人で天てん手て古こ舞まいだ。ごめん、ウイルっ！

　あわててキッチンに戻る。

「そうだ、他にも食べきれない人がいたら、同じように準備するから持ってきてって伝えてくれる？」

　男に声をかける。

「ああ、ありがとう」

　こちらこそ！　残さずに食べてくれるのが一番嬉しいんだよ。食べきれないんだから残せばいいじゃないか、持って帰って食べるわけないだろうって言われなくてよかった。それに、ちゃんとわらびのサラダは全部食べてくれた。へへへ。
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　ふおーっ、忙しかったでございますよ……。

　後片付けは食堂のスタッフが手伝ってくれました。みんなきれいに残さずに食べてくれてた。あ、残す人は持ち帰り用にしただけだけどね。お代わり用も好評であっという間になくなりました。

　残ったのは、貴族用に別に分けて置いた分。結局ゴマルク公爵様と少年以外は来なかったよ。

　片づけが終わってから、本日のメインイベント！

　マルガレットさん主しゆ催さいの焼肉打ち上げでぇす！

　ふおーっ！　食堂の横の少し開けた場所に、いつの間にか石が積まれてて、火が熾おこされてます。その上に、鉄板が載ってるの。で、鉄板を囲むように切り株で作った腰こしかけが配置されてる。

　でもって、その近くにどこから運んで来たのか大きなテーブルがあって、肉と野菜が載っている。

　あれって、踏みつけられた肉だよね？　私がお盆で運んでいるときは、特別な声は聞こえてなかったのに。

　たれに漬け込まれた肉からは「ちょいとこんがり焼くとうんまいよぉ」ってイメージが。

「マルガレットさぁ──んっ！」

　すごいよ、すごい！

　しゅたたたたたっと、走りこんでマルガレットさんにダイブ。ぎゅーって、抱き着く。

「リーア、どうしたんだいっ、いきなり」

「マルガレットさんすごい、すごい、お肉、あれ、絶対おいしいよ。わかるの私」

「ふっ、ありがとうね。でも、おいしいって言葉は食べてから言ってもらえると嬉しいね」

　にこっとマルガレットさんは笑った。

　う、そうでした。巫女の力を知らない人からすると、食べてもいないのにおいしいって言われても困るよね。

「さぁ、じゃあ早速焼こうかね？」

　鉄板の上で油を熱し、肉を載せていく。それから、ニンジンと玉ねぎときのこ。

「あら、いい香かおりですわね。この肉にはいくつもハーブを使っているんですの？」

「ナリナちゃん、そうだよね、匂いもおいしそうだよねぇ」

　ナリナちゃんとダリさんがやってきた。ダリさんの手にはきれいなデザートが数種類。ぐおう、こちらもめっちゃおいしそう。やっばい、もうだめ、限界。

　ダラリ。

「ちょっとリーアさん、よだれが垂れてますわよっ！　まったく、みっともない」

「ふふっ、思わずよだれが出てしまうくらいおいしそうだと思ってもらえたってことかな？」

　ダリさんの優しい声。

「はいっ！」

　おいしそうなんじゃなくて、おいしいってわかってしまったからこそのよだれだけどっ！

「ありがとう」

　にっこりと嬉しそうに笑ってダリさんがデザートをテーブルに置いた。

「ふっ。それならば仕方ありませんわね。お兄様のデザートは本当においしいんですから。ですがリーア、女性がむやみに人前でよだれを垂らすものではありませんわよっ！　ハンカチの一枚や二枚や三枚、いつも手に持っていなさいっ！」

　ふご、そうか。二枚で足りなければ三枚持てばいいじゃないのってことね。ありがとうナリナちゃん！

「うちは、あの、急だったから用意できなくて……」

「今日の夕飯に出した食事は残ってないのかい？　残っていたら食べさせてもらえないか」

　マルガレットさんが、肉を鉄板に載せながら口を開いた。

「えーっと、形を変えたものならあります。持ってきますね」

　キッチンに戻って葉っぱの包みを持ってくる。

「今日の残りのハンバーグをパンに挟んだものです」

　マルガレットさんはにこっと笑って葉っぱの包みを受け取り小さなテーブルの上に置いた。

「ありがとうね。気になってたんだよ。兵たちの噂を聞いて」

　噂？　何？　今度はどんな噂されてたの？

　ちょっと心配になって眉まゆ尻じりを下げたら、マルガレットさんが頭をなでなでしてくれた。

「うまかったって。わざとまずい料理を食べさせるって誰がデマを流したんだって」

　うまかった？

「ほ、本当？　うまかったって噂してたの？　良かった。だって、ウイルの作った料理だもん。まずいわけないもんっ！」

　でれり。思わず顔の筋肉が緩ゆるむ。

「あはは、弟思いのお姉さんだね」

　マルガレットさんがウイルの顔を見てウインク。

「それで、あの肉でどんな料理を作ったのか気になっていたのさ」

　というので、早速ウイルの作ったハンバーグを挟んだパンをマルガレットさんが食べた。

「はー、これは確かにうまいな。肉を細かくしたから硬さも気にならない。それに、うちの領のきのこを使ってくれたのか。なるほど。きのこと肉を組み合わせるなんて発想はなかったな」

　マルガレットさんは、ハンバーグをじっくり観察しながらゆっくりと味わっている。

　料理上手のマルガレットさんに認められるとか、めっちゃ嬉しいよ。えへ、えへ、えへへ。

「あっ、すまない。大会中にレシピを真ま似ねしたりはしないから。その、領にきのこの新しい使い方として広めても構わないだろうか？」

　ん？　なんですみません？

　そうか。料理大会中ってことは、相手の味をスパイするとかどうとか、なんか他の領でぶつぶつ言っているところもあったっけ。

「もちろん構いませんよ。大会中にもアレンジして使っていただいても構いません」

　ウイルがにっこり笑った。

「ありがとう。それにしてもウイルは本当にすごいな……。まだ若いというのに、あの肉でこれだけのものを……」

「僕一人の力では絶対に作れません。リーアが、姉さんがいたから作れたんです」

　ウイルぅ。

　そりゃあ、おいしいものを見分けられたり、組み合わせが正解かどうか判断したりとかそういうことはできるけど……。

　でもやっぱり、味のバランスをとったりアイデアを形にしたりとかウイルの力だよぉ。

「あははははっ、弟思いの姉に、姉思いの弟か。そりゃ、おいしいもの作れるさ」

　マルガレットさんが楽しそうに大笑いしている。

「さぁ、そろそろ肉が焼けるよ。食べようか」

　待ってました！

　しゃっきーんと一番おいしいぞぉとオーラを放っている肉めざしてフォークを伸ばす。

　すると、さっと目の前から肉が消えた。ええええええっ！

「ほう、こりゃうまい」

　もぐもぐと、肉を嚙かんでる巨きよ体たい。

「タウロスさん、ひどい……。その肉、その肉……」

　一番おいしい肉なのにっ。

「何だよ、まだたくさんあるだろう？　ほれ、食え」

　タウロスさんが別の肉を取って私の口に放り込んだ。

　もぐもぐ。
















　食べるけどね。そりゃ、目の前においしそうな肉があれば食べるけど。

「ふわぁー、ちょっと辛からいけど、おいしい、おいしいです、マルガレットさんっ！」

　初めて食べる味。それがおいしいなんて最高！

　幸せ過ぎて、よだれが出そう。……じゃなくて！

「タウロスさん、ひどいです、さっきの肉は」

　一番おいしい肉だったら、もっともっとおいしかったって思うと……ううっ。

「ほれ、これも食べごろみたいだぞ」

　目の前に今度は玉ねぎを載のっけた肉を差し出される。

　うおう、こういう載っけ食べっていうのもありですね！　なかなか上級者な食べ方を知ってるぞ、タウロスさん侮あなどれない。

　ぱくん。もぐもぐ。うわー、おいしい。

「玉ねぎの甘みとタレの辛みがこれまた合いますぅ。マルガレットさん天才です！　でなくて、タウロスさん、私が食べようとした」

「はいはい、こっちもやるから」

　目の前には大きな菜っ葉にくるまれた肉。

　ぐおうっ、濃い味のタレが付いてるから、菜っ葉もおいしくいただけますですよっ！

　もぐもぐ。タウロスさんいろんな食べ方知っててすごいなぁ。って、違う！

「タウロスさんが食べたあの肉は」

「ほれほれ、こんどはこれ」

　目の前にはタレをつけた細長く切ったニンジン。

　ぱくり。

「……なんですの、あれは……？」

　ナリナちゃんのあきれたような声に、

「タウロスさん、姉で遊ばないでください」

　ウイルの怒った声。

「あはははは、リーアは本当においしそうに食べてくれるから、食べさせがいがあるのは分かる」

　マルガレットさんが楽しそうに笑いながら、タウロスさんの背中をバンバンと叩いた。

「姉さんも、食べられちゃったものはあきらめて、まだ焼いてない肉から自分のキープした方が早いぞ」

　ウイルに言われてハッとする。そうか！

「見つけた！　これだぁ！　ウイル、あれ、あの肉、私の！　私のだから、みんな食べちゃだめだよ！　タウロスさんも絶対食べないでよ？」

　タウロスさんがわははと笑っているけど……なんか、ダメだ。食べ物に関しては私に近い気がする。おいしそうなものは食べるチャンスがあれば食べるって目をしてる気がする。

「タウロスさん、そもそも何しに来たんですかっ！」

「いい匂いがしたからな」

　って、おいしそうな匂いにつられて来るとか、やっぱり同類だっ！　ぐぬっ。ダメだからね！　この肉だけはあげないんだからね！

「お前たちこそ、予選突とつ破ぱの前祝いか？」

　は？

「予選突破の前祝い？　まだまだ予選は始まったばかりでなんでそんな発想が出てくるんですか？」

　首をかしげると、タウロスさんがちらりと食堂に目を向けた。

「兵たちの噂から、予選突破濃のう厚こうだとされてる領が三つ集まってるんだ。そう思う者たちもいるってことだよ」

「予選突破濃厚？　予選一日目でなぜそんな話が？　一カ月予選は続くのに……」

　またも首をかしげる。

「兵たちの情報交こう換かんがいくらなんでも早すぎますわね。さては、優勝する領がどこなのか賭かけでもしているんじゃありませんこと？」

　ナリナちゃんが軽けい蔑べつの目をタウロスさんに向ける。

「あははは。まぁ、そう怒るな。賭けるといっても、大した額じゃない。ちょっといい酒や肉をおごる程度だ」

　ちょっといい酒や肉？

「は、はいっ！　私は、マルガレットさんのところが優勝すると思う。賭ける、賭ける！」

「リーア、賭けの対象者が賭けに参加できるわけないだろう」

　勢いよく上げた右手を、ウイルにつかまれた。

　ご、ごめんなさい。

「あははは。ありがとうね、リーアちゃん。だけどうちは優勝は狙ってないからねぇ。特産品のきのこの知名度を上げ、販はん路ろを広げるのがヨガマタルク領主の狙いだから。決勝に進出したとしても、ずっときのこ料理じゃとても優勝はできないだろうね」

　ああ、そういえばそう言ってたっけ？

「ふーん。領によって優勝がすべてっていうわけじゃないんだな」

　タウロスさんの言葉にナリナちゃんも頷いた。

「そうですわね。私たちも優勝を狙って参加したわけではありませんし……そういう点ではもう、目的も達成できましたわ」

「え？　ナリナちゃんの目的ってなんなの？」

「私は、お兄様に好きなだけデザートを作っていただきたかったのですわ。甘いものは高価ですから、毎日好きなだけ作れるわけではございませんもの」

　ああなるほど。

　確かに。砂糖高いもんね。

「大会中は好きなだけ甘いものを作ることができますし……」

「そっか！　予選を突破すれば優勝しなくてもお城で働けるって聞いたし。ダリさんもお城ならいっぱいお菓か子し作れるよね！　って、あれ？　そうすると、ダリさんはお城、ナリナちゃんは領に戻って離れ離れ？」

　ナリナちゃんお兄ちゃんっ子だから寂さびしいよね？

　ウイルと離れ離れになったら……私も寂しいし……。

「お兄様はすでに何名かの貴族様に声をかけていただいたのよ。パティシエとして雇やといたいと。ですから、予選突破してもしなくても構いませんの」

「なんだよ、ヨガマタルク領だけじゃなくて、フータ領も優勝狙ってないのか？　じゃあ、お前たちは？　優勝狙ってるんだよな？」

　と、タウロスさんがウイルの肩をつかんだ。

「いや、むしろ優勝したら領主に怒られると思う」

　そうだね。娘むすめはやらん！　ってやつだ。

「は？　はぁ───？　揃いも揃って、優勝候補が何を……」

　タウロスさんが頭を抱かかえてしゃがみこんだ。

「他にも優勝候補はいるだろう、そこにしておきな」

　マルガレットさんの言葉に、タウロスさんが焼きあがった肉を口に入れて他の領のキッチンが並ぶ食堂を見た。

「これ食べちゃうとなぁ。他の優勝候補か……。うーん」

　もぐもぐ。もぐもぐって、次々に肉を口に入れてる。

　むきゃっ。考えているふりして、ガンガン食べるとか……！　このままでは私の分がなくなる！

　もぐっ。

「ところで、優勝狙ってないとすると、何のためにリーアは参加したんですの？」

「それはもちろん、極上干し肉と砂糖！」

　高らかに答えると、一同目が点になった。

「姉ちゃん……」

　ウイルが大きなため息をついた。え？　何か間違ったこと言った？

　は！　そうだった！

「婿むこ探しだ！　婿探しのために参加したのっ！」

　忘れてた。

「む、婿探し？」

　ナリナちゃんが、さっとダリさんの腕に手をまわした。

「お兄様はダメですからね！　ほら、これ、これにしときなさい！」

　ナリナちゃんがタウロスさんをこれ呼ばわりで背中を押した。

「嫁よめになるか？」

　タウロスさんの言葉に首を横に振る。

「だめです。私は、料理の上手な婿を見つけないといけないのです。じゃないと、おやま食堂がつぶれてしまいますっ！」

「あはは、振られちまったな。さぁ、そろそろ戻るわ」

　タウロスさんは最後に一番大きな肉を口に入れてから去っていった。

「おやま食堂？　ウイルがいればつぶれるようなことはないんじゃないかい？」

　マルガレットさんの言葉にぐっと口をつぐむ。

　血がつながらないことをウイルが気にして家を出ようとしているとか、言うことではない。

　確かにウイルが継いでくれればおやま食堂はつぶれないだろうし、ウイルも料理が好きだからきっと幸せなはず。

　そのためには……、私がおやま食堂から出れば話は早いんだよねぇ……。もぐもぐ。

　もぐも……ん？　強い視線を感じて振り返ると、ローゼさんと目が合った。

　一緒に食べたいのかな？　おいでよーっていうつもりで手を振る。あ、目を逸らされた。

「そういえば、リーアたちは明日の食材はどうするつもりだい？」

　マルガレットさんがふと思い出したように尋たずねた。

「リーア、食堂にどうやって注文したのか教えてやれよ」

　え？

「待ってください。聞くだけでは公平ではありませんので私たちのことも教えますわ。明日は骨付き牛のすね肉を注文しています」

　ほえ？　すね肉？

「ヨガマタルクは豚の脂の多いバラ肉だな」

　ほにゃ？　バラ肉？

　困ってウイルの顔を見る。

「リーアのことだ、どうせおいしい肉くださいとでも言ったんだろう？」

　ウイルが面白そうに笑った。

「ち、違うもん。ちゃんと、兵たち三十人分と余分を合わせて四十人分のお肉、一番おいしそうなのくださいって注文したもん」

　シーン。

　あれ？　固まってますよ皆さん？

「はっはっは。間違いないね。一番おいしいのって注文は確かに間違いないな」

　マルガレットさんが笑った。

「ちょっとリーア、いくら一番おいしい肉といっても、レバーやモツだったらどうするつもりですの？」

「レバーなら、香こう味み野菜と炒める。モツなら臭みをよく洗い流してぐつぐつ煮込む」

　ウイルが即そく答とうした。出来上がった料理を想像して、よ、よだれが……。おいしいよねぇ、レバー炒めに、モツ煮込み！

「リーア！　あなたが好すき嫌きらいがないのはよぉく分かりましたわ！　ですけど、三十人を相手に料理するんですのよ？　レバーやモツなんて、苦手な人が多い肉の部位ツートップってわかっていますか？」

　え？　部位で好きとか嫌いとかあるの？　がくがくとナリナちゃんに肩を揺さぶられた。

「きっとウイル君なら上手に調理してくれるよね、リーアちゃん」

　にこっとダリさんがきれいな微笑ほほえみをくれる。思わずダリさんの腕に抱きついた。

「そうなの！　ダリさん、分かってくれる？　ウイルはね、何でもおいしくしちゃうのよっ！」

「ちょっとぉ、リーア！　あなたがウイルを信用してるのは分かりましたが、お兄様から離れなさいっ！」

「あはは。そろそろ片付けようかね？」

　マルガレットさんの言葉に、

「マルガレットさん、とてもおいしかったですよ。でもさすがに三十人前ともなると食べきれなかったね」

　焼くだけ焼いて、焦こげないように皿に引き上げた肉の山を見てダリさんがつぶやいた。

　ううう。おいしかったの。残したくなかったの。でもデザートも食べてお腹ぱんぱんなの。

　持って帰ってお腹が空いたときに食べるの！

　ん？　お腹が空いたとき？

「そういえば、マルガレットさんのところで食事をした人で、料理を残している人はいませんでしたか？」

「ああ、いたよ。口に合わなかったかねぇ。二人ほど半分くらい食べ残していた」

「口に合わなかったんじゃないと思います」

　マルガレットさんの料理が口に合わないはずがない！　っていうか、本当に口に合わないものなら半分も食べられないよ！

　一度に食べられる量が少なくて訓練途中でお腹が空いてしまう人がいる話をする。

「じゃあ、この肉もパンにはさんで明日配るかい？」

　マルガレットさんの提案に、ナリナさんが待ったをかけた。

「踏みつけられた肉を配ったって知られたら怒いかりを買うんじゃありませんこと？」

　ふおっ。忘れてた。あんまりおいしいから。

「ヨガマタルクで配るよ。あいつらが踏んづけたのはイチール領の肉だろう？　大丈夫さ。もしばれても悪いのは踏んづけたやつらだと言ってやるからね。じゃあ、ちょっと手伝ってくれるかい？　余っているパンはあるかい？」

　マルガレットさんやウイル、ダリさんとナリナちゃんがパンに肉を挟んだりし始めた。

　私は、簡単な作業でも手伝うと足手まといにしかならないので、傍ぼう観かん。

　っていうのも申し訳ないので、タウロスさんを探して、いつも食事を残してる人に声をかけてもらえるように頼んでおいた。小食なのか、一度に食べられる量が少なくて途中でお腹が空いてしまうのかわからないけれど、もしお腹が空いたならヨガマタルク領のキッチンに行ってみてほしいと。

　あ、もちろんタウロスさんの分はないからと念押しは忘れません。

　それから、キッチンからハンバーグを挟んだパンの包みを持って果樹園へ向かう。

　兵舎や食堂の周りはかがり火がたかれていて結構明るいけれど、ああ、さすがにこの辺りは暗いなぁ。扉、見つかるかなぁ？

「あ、扉がうっすらと光ってる。なんだ、わかりやすいように照らされてるんだ」

　扉を開いて、壁の向こうの果樹園へ足を踏み入れる。

　暗かった場所に、次々と明かりがともるように明るくなっていく。魔ま法ほう？　昼間のようには明るくはないけれど、ろうそくをいくつも使った贅ぜい沢たくな部屋くらいは明るい。って、思わず感心してきょろきょろしてハッとする。

　お代わりを求めていた少年が、お代わりを食べる前にいなくなっちゃったから届けてあげようと思って持ってきたけど……。

　もうすっかり日が落ちたこの時間に少年がうろうろしてるはずないか。

「リーア」

　え？

　突とつ然ぜん後ろからぎゅっと抱きしめられる。

「会えた」

　嬉しそうな声が耳元で響く。この声は……。

「ニラージェさん？　どうしてここに？」

　ニラージェさんの腕が離れたので体を反転させて顔を見る。

「リーアに会いたくて来たんだ。待ってた」

　へ？　ニラージェさんは貴族っぽいからこういうところに出入りもできるってこと？　ここで待ってたって……？　私がここに現れるの知ってたってこと？

「扉の向こうに行こうとしたら、止められたんだ。騒さわぎになるからって」

　貴族も試食に訪れてもいいはずなのに騒ぎになるから止められた？

　それってどういうこと？　首をかしげてニラージェさんのきれいすぎる顔を見る。

　ああ、町中でもニラージェさんの顔をうっとり見ている女性は多かったし、調理中の手を止めてニラージェさんをぼーっと見る人がいたら困るっていうことかな？　……うん。仕方がない。女性たちの気持ちはよくわかる。

　私だって、すんごくおいしそうなものを見つけたらぼーっとして手が止まるもん。

「食べる？」

　おいしいものを食べに行きたいのに行けなかったニラージェさんの心中を思い量はかると、涙なみだなくしては語れない。せめて……と、少年のために持ってきたハンバーグを挟んだパンを差し出す。

「いいのか？」

「いいよ。材料はあまりいいものを使ってないんだけど、ウイルが料理したからおいしいよ。それからね、私も材料を刻むのを手伝ったんだ。ミンチにするのは得意なの！　ニラージェさんに食べてほしい」

　料理は作れないけど、でも料理が作れたら色々な人に食べてもらって、おいしいと言ってほしいという気持ちはある。

　ほんの少し手伝っただけだけど、それでも私の手が加わった料理。ニラージェさんがおいしいものを食べた時の飛び切り幸せそうな顔を思い出して、食べてほしくなった。

　葉っぱの包みを開いて、大きな口でぱくりとニラージェさんが食べた。

「おいしい」

　ああ、それ。その顔。幸せでとろけそうなその顔が私は好き。

　おいしいものを食べておいしいって言葉じゃなくて顔も体も全身が喜んでいるのを見るとこちらまで幸せになる。

「えへへ。よかった」

「何十年ぶりだろうか……」

　はい？　ニラージェさんは二十代に見えるけれどもしかしてもっと年とってる？　何十年ぶりなんて言葉が出てくるなんて……？

　って、一口、また一口と食べていくうちに、なんだかニラージェさんの体が……。

「力があふれ出る」

　いやいや、力じゃなくて、あふれてるのは光だよっ！

　光り輝くような美しさっていう比ひ喩ゆは聞いたことあるけど、目の前の超ちようイケメンニラージェさんってば、本当に光りだした。体全体が明るくなっている。

　淡あわい光、ほんわりとした光から、次し第だいに目を細めないとまぶしくて見えない光になって……。

「おおお────っ」

　食べ終わるころには、頭上にすっぱーんと光の柱が立ち上った。

「ま、魔法？　ニラージェさんは光の魔法が使えるの？」

「リーア……ああ、リーア」

　ニラージェさんの光る両手が伸びてぎゅっと抱きしめられる。

　手に込められた力は強いけれど、小刻みに震えていて……。

「ニラージェさん？　大丈夫ですか？　その……私には魔法とかよくわからないけれど」

　光っていることで苦しいとか？

　どうしよう。人を呼んできた方が……。

「ああ、リーア。私にもわからない。なぜ、こんなにも今、幸せなのか……」

　え？　幸せ？

「苦しくはないの？」

「苦しいはずがあるものか。胸むねの奥おくが熱く、全身が震えるほどの幸福感がとめどなくあふれてくる」

「ニラージェさん……おいしいものを食べたときの感動だね。私にもあるよ、全身に戦せん慄りつが走るようなこと」

　ぎゅっとニラージェさんを抱きしめ返す。

　そこまでウイルの作った料理をおいしいって感じてもらえるなんて……嬉しい。だけど、魔ま法ほう使つかいは大変だね。おいしいものを食べて感動するたびに体が光るなんて……。

「リーア……。離れたくない。だが、これ以上力を抑おさえられない。リーア……必ずまた会いに行くよ」

　ふっと手の中にあったニラージェさんの感かん触しよくがなくなる。

　目の前から瞬しゆん時じに姿を消してしまった。

　ま、魔法ってすごいっ！　本当に魔法みたいに消えちゃった！　って、違う、魔法で消えたんだ。本物！

　光の柱は地面から徐じよ々じよに消えていく。その様子を見上げれば、頭上に猫竜様の姿があった。

「おお、猫竜様だ。光の柱が何なのか確認しに来たのかな？　それとも、夜のお散歩？」

「やっぱりリーアか」

　ん？　ずっと空を見上げていて気が付かなかったけれど、いつの間にかすぐそばに少年の姿があった。

「やっぱり？」

　少年がちらりと大空を羽ばたく猫竜様の姿を見てから、私の顔を見上げた。

「トトに何か食べさせただろ？」

　え？　トトちゃんに？

「ううん。トトちゃんには会ってないよ？」

　かわいいトトちゃんに会ったら、またもふもふさせてもらうんだ。それから何かおいしいものを食べさせてあげよう。何がいいかなぁ。

「ああ、そうか。リーアはトトのこと……そうだった。で、何でリーアはここにいるんだ？」

　なんでここにって？

「そうだ、お代わりを用意してあげられなかったから、持ってきたんだけど」

「本当か？　で、どこにある？」

「ごめんね、ニラージェさんにあげちゃった」

「ちっ。リーアは僕のって言ってるのに」

　ん？　ニラージェさんのことを少年は知ってるのかな？

「ちょっと待っていてくれるなら、すぐに取ってくるけど」

　少年は少し考えてからにっと笑った。

「いいよ。僕は明日も食べに行くから。ニラージェは自由に行けないけど、僕はいくらだってあっちに顔を出せるからな。じゃあ、また明日期待してる」

「うん」
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　大会二日目の朝です。今日も一日いい日になりそうです。

　もぐもぐ。だって、食堂の朝食はうまうまです。

「次から食事はキッチンに持っていって食べよう」

　ウイルが不ふ機き嫌げんそうな声を出した。

「もぐもぐ。え？　どうして？」

　きょとん。

「周り」

　周り？

　ぐおうっ！　食べてて気が付かなかったけれど、テーブルの周りにいっぱい兵が立ってます。

「本当なのか、あの噂うわさ？」

「へー、あの子がねぇ、立候補しようかな」

「悪くないんじゃないか、声かけてみようか」

　噂？

　もしかして、昨日のウイルの料理の評判を聞いて、どんな奴やつが作ったのか気になって見に来たんだ！

　わかるわ。わかる！　おいしい料理食べると、どんな人が作ってるのかめっちゃ気になるもんねぇ。

「片づけは僕ぼくがやるから、リーアは先にキッチン行ってて」

「あ、うん。ありがとうウイル」

　キッチンまであと少しというところに、ガタイの良よい兵が立っていた。

　タウロスさんほどじゃないけど、新兵たちよりはもうちょっと迫はく力りよくがある。

「お前か？　男をあさりに来たって奴は」

　はへ？　男をあさりに？

　アサリは好きだけどあさるのは好きじゃないですよ？

「そんなに不自由してるなら、俺おれが相手をしてやるよ」

　兵の手が伸のびて手首をつかまれた。

「不自由なんてしてません。それに、何を言っているのか全然わかりません」

　男が腰こしをかがめ、私の顔の横に大きな顔を近づけてきた。

　日に焼けた肌はだはがさがさでボロボロだ。もうちょっとちゃんとバランスよく食事を取った方がいいと思う。こういう肌の人って、野菜が嫌きらいな人が多いんだよ。

「知ってるぞ、男探しに来たんだろう？　かわいい顔してるから俺が相手してやるって言ってんだよ」

　ふごっ。

　男の息が顔にかかって思わず顔をそむける。臭くさいー。胃が悪いよ、絶対。ちゃんと食事しなくちゃなのっ！

「何だその顔は、俺じゃ不服だっていうのか？」

　痛っ。つかまれている手首に痛みが走った。

「その手を離はなせ」

「ウイル！」

　怒おこった顔のウイルが駆かけてきた。

「はっ、弟は引ひっ込こんでろ！」

「その薄うす汚ぎたない手を離せと言っている」

　ウイルがギッと兵をにらみつけた。

「生意気な。やる気か？　ちびが俺様に勝てるとでも思っているのか」

　男の手が離れたすきに、ウイルの後ろに身を隠かくす。

「ふっ」

　ウイルが小さく笑ったのを合図に、兵がウイルに殴なぐりかかった。

　ウイルはそれをよけると、素す早ばやく兵の足を払はらう。

　バランスを崩くずした兵が片かた膝ひざをついたところを、ウイルは後ろに回り体重を乗せて男の背に体当たりをかました。両膝をついた兵の手をつかみ後ろで押おさえつけた。

「ぐっ、卑ひ怯きようだぞ、放せ！」

「うわー、強いな弟君」

　のんびりした声が後ろで聞こえる。

「助けは必要ないみたいだったなぁ」

「あ、タウロスさん」

「そいつ、それでも第三小隊の副隊長だから結構強いはずなんだがなぁ」

　タウロスさんが鍛きたえなおさないといけないなとかなんとかぶつぶつ言っています。

「ウイルだって、特別に訓練はしてませんけど、重たい酒さか樽だるを担かついで運んだり、硬かたい貝をひたすら叩たたき割わったり、野菜を素早く切り刻んだりそれなりに筋肉ついてますよ！」

　家庭料理ではないから、毎日処理する食材の量が多いからね。結構ハードなのだ。

「とてもそれだけで作られた動きには見えないがな。兵にスカウトするかな」

「え？」

　タウロスさんの言葉にドキンと心臓が跳はねた。

　ウイルは体を鍛えていた？　兵になるために？　……おやま食堂を出ても、一人で生きていけるように？

　ウイルが継つぐ気はないと言っているのは、気を使っているわけじゃなくて、本心からってこと？

　おやま食堂から……家から……、家族から……私の元から……離れたいの？

　ウイルが……どこかへ行ってしまう？

「タウロスさん、誤解を招くような噂を否定してください」

　ウイルが男を押さえつけたままタウロスさんに話しかけた。

「姉は、男をあさりに来たんじゃない。腕うでのいい料理人を探しに来たんです」

　ウイルの耳が怒いかりのためか赤くなっている。

「兵も騎き士しも、お貴族様も、料理ができない人間など姉に近づいたって無む駄だだと」

「ああ、分かった分かった。ちゃんと変な噂は訂てい正せいしておくよ」

　タウロスさんが、ウイルの腕をパンパンと軽く叩く。

　そこでやっと押さえていた手を緩ゆるめてウイルが立ち上がった。

「ゾルパノ、お前は、あとで反省会な」

　タウロスさんにそう言われて、ゾルパノと呼ばれた兵は真っ青になった。

「今ウイルが言った、噂の訂正に貢こう献けんしてくれるなら、多少は反省会を早く切り上げてやってもいい」

「は、は、はいっ！　すぐに間ま違ちがった噂を正しいものにしてきます！」

　兵はびしっと体をまっすぐにしてからタウロスさんに敬礼して、くるりと背を向けた。

「待て」

　立ち去ろうとした兵にウイルが声をかける。

「姉に謝あやまれ」

　ウイルに言われて、兵が私に失礼なことを言ってすまなかったと頭を下げてくれた。えーっと、失礼なことって、何を言われたんだっけ？

　男あさり？　アサリのスープはおいしそうだなぁ。いや、違ちがう違う。

　思い出した！　言わなくっちゃ。

「あのね！　はっきり言いますけど」

　びしっと人差し指を兵に向ける。

「好すき嫌いせずにちゃんとなんでも食べたほうがいいですよ！　胃が悪いんじゃないですか？　胃が重たかったり時々痛かったりしません？」

　私の言葉に、兵がびっくりした顔をする。

「確かにそうだが……何でわかるんだ？」

　あの時の匂においを思い出して思わず眉まゆを寄せる。

「息が臭いです。口じゃなくて、胃から上がってくる匂いだと思います」

　兵は口をパッと押さえてそれから胃のあたりにもう片方の手を当てた。

「口が食べたいものと胃が食べたいものは別です。無理して胃を痛め続けちゃだめですよ」

　えーっと、兵の胃のあたりを見てからふわふわとわいてきたイメージを口に出す。

「お酒とお肉はほどほどに」

「うっ」

　兵がうなる。

「大根やリンゴを食べてください」

「うっ」

　再び兵がうなる。

「リンゴって、あれだろう……酸すっぱいの苦手なんだよな……大根のあのぴりっていうのも……」

　大根のぴりっ？

「はははっ。まぁそういわずに嬢じようちゃんに言われたことを実じつ践せんするんだな。迷めい惑わくをかけたのに、こうして体を心配してアドバイスしてくれたんだ。役立てなきゃ罰ばちが当たるぞゾルパノ！」

　タウロスさんが兵の背中をバンバン叩いて送り出した。

「ありがとうな嬢ちゃん」

　タウロスさんの大きな手がぐりぐりと頭を撫なでる。

「タウロスさん、何者なんですか？　一兵卒ではないですよね？　隊長？　指導官？　服装はまわりの兵と変わらないけれど、ほかの兵のタウロスさんに対する態度は同どう僚りように対するものじゃない」

　ウイルは、頭を撫でようとしたタウロスさんの手をはじいた。

「おっと仕事の時間だ。じゃあな！」

　タウロスさんがきょろりとあたりを見るふりをして脱だつ兎とのごとく立ち去った。

　逃にげた？

　なんでウイルの質問に答えなかったんだろう。隊長でも指揮官でも、実はそうなんだって言えば済むのに。もしかして、立派な偉えらい人に見られるの嫌いなのかなぁ？　それとも、自由にふらふらしてるのがばれるとやばい事情だとか何か……？

「リーア、今日の準備を始めよう。食材頼たのむ」

「了りよう解かいです！」

　ふふふーん。今日はどんなおいしい料理をウイルは作ってくれるかなぁ～。

　想像したら楽しくなってきました。

　まずはえーっと、食しよく糧りよう庫こじゃなくて今日は先に食堂の厨ちゆう房ぼうに肉をもらいに行こう。

「おっじさーん、昨日注文した一番おいしいお肉四十人前取りに来たよ！」

　元気に声をかけると、おじさんが暗い顔を見せた。

「すまんっ！」

　え？

「最上位牛からとれた鮮せん度ど抜ばつ群ぐんの肉を持ってきたと押し切られた……」

　ふおおう！　鮮度抜群なだけじゃなくて、最上位牛の肉！

　キラキラ。おっと、目と、垂れたよだれが輝かがやいてしまったわ。

「俺も悪かったんだ。注文をそのまま伝えちまった。だから、こんなの注文してないと断れなかった……」

　何？　なんでおじさんは謝ってるの？

「本当にすまない！　もしかすると、仕入れ先に出場関係者からの息がかかっているのかもしれない。こんな嫌いやがらせをされるとは思ってなくてな……」

　おじさんが肉の入った箱を目の前に置いて頭を下げた。

　ああああっ！　本当に見たことのないほどのすばらしい肉。

　最上位牛っていうのも新しん鮮せんっていうのも本当だ。食べたい。すぐにでも……って、ダメダメ！　必死に出てくる唾だ液えきを飲のみ込こみ続け、口を開くことができない私におじさんは再度申し訳なさそうに頭を下げた。

　いやいや、こんな最高な肉、なぜ謝る必要が！

「……苦手な者が多いレバーだなんて……。審しん査さする兵の何人がレバーを出したことで減点するか分からない」

　血の滴したたるようなレバー、ぷるんぷるんのレバー。

　いやぁ、実に見事。まだぴくぴくと動き出しそうなほど新鮮。

　これがおいしくないはずない！

「ありがとうございます！　こんないいお肉！」

　他の人に奪うばわれないようにさっと箱を抱かかえる。

「え？　いいのか？　……明日からはこんなことがないようにもう少し考えて注文しておくよ」

「いいんです。私、本当にこんな最上位牛のお肉なんて見たことなくて、すごく嬉うれしいんです。ありがとうございます！」

　足取り軽く立ち去る私に、おじさんががんばれよと声をかけてくれた。

「あらっ！　だから言ったではありませんか！　どうするんですか！　レバーなんて！」

　はう？　フータ領の前を通ると、ナリナちゃんが箱の中を見て叫さけんだ。

「どうするって……生では出さないよ？」

「当たり前ですっ！　そうじゃなくて、いくら焼いたってダメな人からすれば見ただけで吐はき気けがするんですわよ？　三十人のうち、何人かは必ず苦手な人がいると思いますわ！　どう考えたって不利じゃありませんか！　いくら優勝を狙ねらっていないからって、ちゃんとしたものを兵に食べさせる義務まで放ほう棄きしたわけではございませんでしょう？　どうするつもりなのです？」

　ぐおっ！　そ、そうだった。

　そうか。いくら私がおいしいものだとわかっていても、苦手でどうしても食べられないっていう人だっているんだ。

「どうしよう、ナリナちゃん……」

「そのお肉以外に何か用意するしかないのではありませんか？」

　うー、確かに。レバーが駄だ目めな人はこっちをどうぞっていう何か……。またもや町に買い出し案件でしょうか……。とぼとぼとキッチンへ。

「リーア？　まさか、おいしいもの手に入らなかったのか？」

　私の表情を見て、すぐにウイルは焦あせった声を出す。

「これ、最上位牛の超ちよう新鮮肉。私のよだれレベルマックス」

「えー、そりゃすごい。なのに、どうしてそんな顔してるんだ」

　鼻をぐいっとつままれる。

「にゃって、にぎゃてにゃ人も、いるにょに……」

「苦手なやつか。そんな人間のことなんて考えなくたっていいよ。リーアがおいしいって思うもの出せば、苦手な人だって食べられるようになるかもしれないだろ？」

　あ！　ウイルの言葉にハッとする。

「そうだよね！　そうだっ！　あのリンゴだって食べなかった少年が食べるようになったんだもんっ！　今までレバーを食べられなかった人にこそ、この極ごく上じようレバーを食べてもらえるといいね！」

　もしかしたら初めて食べたレバーがちょっと古くて臭くてまずいやつだったのかもしれない。

「ウイル、ナリナちゃんが言っていたの！　嫌いな人は見ただけで嫌だって。だったら、見えなきゃいいんじゃないかな？　何の料理か食べてわからなければいいんじゃないかな？　昨日のハンバーグだって、いちいちきのこが入ってるとか臭くて硬い肉使ってるとか言わずに出したし」

　ウイルが私の言葉に何やら思いついたみたい。

「ああそうだな。よし。メインの肉料理は決まったな。じゃあ、あとは野菜頼む」

　何を思いついたのか根ね掘ほり葉は掘ほり聞いたりなんかしない。きっとウイルなら飛び切りおいしい料理に仕上げてくれる。

　さて、野菜野菜。

　食糧庫に顔を出したけれど、置いてあるものは昨日と変わらない。日持ちするものばかりなので、入にゆう荷かは三日に一度らしい。

　どうしようかな。と、野菜の山を眺ながめているとふと兵の言葉を思い出した。

「カシェットさん、大根がぴりってどういうこと？」

「ん？　大根か。そういえばそろそろ時期だね。まだ少し早いけれど、探せば街には並んでいるかもしれないね」

「時期？　大根って寒い時期の食べ物でしょう？　これから暑くなるのに、なんで？」

「ああ、そういえば別の地域では冬大根を作っているって聞いたことがあるね。王都周辺では大根と言えば暑い時期のものだよ。夏大根と呼ばれているかね？」

　夏大根？

　え？　それって、私の知っている冬に食べるあの大根と何が違うの？

　ぴりっって、どういうこと？　気になる。

「ありがとうカシェットさん！　私、大根探してくるっ！」

　食べてみたい。知らない食べ物が、私を呼んでいる！

　っていうか、大根は知ってる食べ物だけど。まさか、栽さい培ばいする時期が違うとか盲もう点てん！




　夏大根を求めて、外円の市場へ向かう。

　馬車に乗ってすぐに、ウイルから軍資金もらってくるの忘れたことに気が付いた。

　くっ。私の学習能力の低さに泣くよね。ええーん。でも、肉より野菜の方が安いよね？　お金、足りるよね？　買い食いする分も余よ裕ゆうあるよね？

　馬車に揺ゆられながら必要な量の計算を始める。大根一本あれば、五人分にはなるだろうから、四十人分だと、えーっと……何本いるっけ？　えっと、一本で五人だから、二本で十人。それから、えっと。

「答えは八本だよ」

　ほえ？　思わず口に出してぶつぶつ言っていたみたいで、隣となりの人が教えてくれた。

「ありがとうございます」

　お礼を言うために顔をむけたら、そこには超ちよう絶ぜつイケメンのニラージェさんの姿があった。

　あれ？　いつの間にニラージェさんは馬車に乗ったのだろう？

「買い物？」

「はい。ニラージェさんも買い物ですか？」

「時間あるかな？　またおいしい物を教えてほしいんだ」

「時間は、少しなら大だい丈じよう夫ぶですよ」

「それはうれしい。じゃあ、降りようか」

　ニラージェさんに言われて降りたのは三の円。

　前は外円で会ったから、当然買い物も外円だと思っていたけど、ニラージェさんは貴族様なんだよね？　ってことは、本来は買い物は三の円ですることのほうが多いんだ。

　正直、外円の方がいいもの見つかるんだけどなぁ……。

「まずは、ここに入ろう」

　ニラージェさんが私の手を取り、入った店は肉屋だった。

　にこにこと愛あい想そのよい店員さんが「何をお求めですか」とニラージェさんに話しかける。

「決めていない。予算はいくらかかってもいいから、おいしい物を探している」

　とニラージェさんが言うと、すぐに冷たい不思議な箱に案内された。肉を腐くさりにくくする冷たい箱はすごく高価だ。

　箱のふたを開けると肉がぎっちりと入っていた。

　おおお、すごいの入ってる！

　ぎっちりと入った肉の一つに、すごいの見つけた。

「ニラージェさん、あれがおいしい」

　手を伸ばして箱の中を指さそうとしたら、パチンと手を軽く店員さんにはじかれた。

「お客様のような方が手を伸ばされますと商品価値が落ちてしまいます。ご遠えん慮りよください」

　え？　別に触さわろうとしたわけじゃないのに？　でも、まぁ冷たい箱の中に手を伸ばすなんてマナー違い反はんだったのかもしれない。

「ごめんなさい」

　素す直なおに謝ってもう一度肉に視線を移す。

「三段目の向こうから五番目の肉がおいしいよ」

　今度は指さしじゃなくて、場所をニラージェさんに伝える。

「店主、今彼かの女じよが言った肉を」

「お客様、そちらの肉よりも、こちらの肉がおすすめですよ。なにせ、牛は牛でも黒牛と呼ばれる幻まぼろしの牛の肉です」

　店主が勧すすめたのは、少しばかり古くなり始めている肉だ。まだ大丈夫だけど、鼻には感じない程度の臭みが少し出ている……と、巫み女この血が教えてくれる。

「黒牛？　脂あぶら身みが甘あまいというあれか？」

　ニラージェさんが店主の説明を聞いて私を見た。

　おいしいものを教えるという約束をしている。噓うそはつけない。黙だまって首を横に振ふった。

「今日は必要ない」

「では、こちらはいかがでしょう？　お酒を飲ませて育てた牛の肉ですよ。非常に柔やわらかくほんのりといい香かおりがします」

　へー。お酒を飲ませて育てるって、すごいな。

　でも、やっぱり珍めずらしくってすごいなぁっていう感想しかない。だって、よだれ出ないし。

「店主、もう一度言う、彼女が指定した肉をくれ」

　ニラージェさんが首を振った私を確かく認にんしてから店主に告げた。

「かしこまりました。残念です。何もわからないような素人しろうとが選んだ肉をお買いになるとは……。その肉は、どこにでもいる牛ですよ？」

　と、ため息をつきながら肉を用意する店主。

　ああ、肉の質が落ちていく。色が悪くなっていく。もう、それ以上触らないで！　せっかくの極上物が……！

　こんな肉、こんな肉って、肉に呪のろいの言葉を吐きかけないで！

　店を出てニラージェさんに謝る。

「あのね、この肉は極上品だったのよ。選んだときは。だけれど……今は上品かな。うん。おいしいけど、もっとおいしい状態で食べてもらいたかった……って、違うね。私が、こんなこと言っちゃだめだ」

　私も呪いをかけるところだった。

「おいしくなれる、大丈夫だよ。おいしくなぁれ。おいしくなぁれ」

　肉の包みに話しかける。

「ふっ。面おも白しろいな」

「えへ。食堂をやってる両親に教えてもらったの。おいしくなぁれって言って料理するとおいしいものができるんだよって。だから、料理じゃないけど、おいしくなぁれって言えばおいしくなるかなぁと」

「なったよ。リーアが言うんだ間違いないよ。で、この肉はどうやって食べるとおいしいだろうか？」

　ニラージェさんが嬉しそうな顔をした。

「焼くだけでとってもおいしいと思う。あ、少し胡こ椒しようと塩をかけるともっとおいしいかも」

「そうか。じゃぁ、胡椒を買って焼いて一いつ緒しよに食べよう」

　うほっ？　一緒に食べる？　少し質が落ちたけどかなり上物の肉を私も食べられるの？

「でも……焼くって、誰だれがどこで？」

　自じ慢まんじゃないが、私が焼くと間違いなく消し炭。ウイルに焼いてもらおうか……でも、ニラージェさんは一の円の出入りを制限されてたんだっけ？

　胡椒を扱あつかう店は近くにあった。

　扉とびらを開けると、いろいろな香こう辛しん料りようの匂いがぶわり。むせかえるようなとはこのことだろうか。

　店内には色とりどりの香辛料が小皿に載のせて並べられている。ああ、こりゃ、むせかえるよ。瓶びんに入れておかないのかな？　香りの渦うずだ。どれがなんの香りなのかこれじゃあわからない。それに香りが飛んで質が落ちるのが早くなるのになぁ。

「胡椒をいただけますか？」

「胡椒ですか？　どういった胡椒を？」

　どういったって、そりゃあもちろん。

「おいしいものをお願いします！」

　くっと、店主が鼻で笑った。

「おいしい胡椒、どれにいたしますか？　ホワイトペッパー、ブラックペッパー、ピンクペッパー、それから」

　店主が、棚たなに並んだお皿のいくつかをカウンターに並べる。

　えええ！　胡椒にも種類があるの？

「おすすめは、そうですねぇ、ご予算にもよりますが」

　店主がちらりとニラージェさんを見た。

「金ならある。うまいものを頼む」

　ニラージェさんが懐ふところからじゃらりと重そうな巾きん着ちやくを出した。

「そうですね、でしたら、このピンクペッパーなどいかがでしょうか。海を越こえた異国でしか取れない希少なものでして。値段は普ふ通つうの胡椒の二十倍ほどしますが、王室にも納めている最高級品でございます」

　説明は、私ではなくニラージェさんに向けられた。

　ピンクペッパー……。希少だからか高いからか、ずいぶん昔から置かれているようだ。

　腐るわけではないけれど、香りが飛んでしまっている。それに、肉との相あい性しようもそれほどよくないみたいだ。

　カシェットさんのところにあったような、肉にも合う胡椒は……。

「これ、これがいいです」

　出された中で一番よさそうなものを指さす。

「ふっ。わかっていませんね。これは外円の店でも買えるような最低ランクの胡椒ですよ？　お客様、悪いことは言いません。こちらのピンクペッパーをお試ためしください」

　私を一いち瞥べつして、店主はすぐにニラージェさんにピンクペッパーの素す晴ばらしさを語りだす。

「ニラージェさん、行きましょう！」

　ニラージェさんの上着のすそをつかんで引っ張る。

「ああ」

　ニラージェさんがお金の入った巾着をしまい店主に背を向けた。

「お客様、お待ちください！　分かりました、その娘むすめの言う胡椒をお付けいたしましょう」

「いらない。だって、外円の店でも買えるんでしょ？　だったらそっちで買うから」

　外円で買えるってことは、庶しよ民みんにも手が届く品ってことだよね。うっふぅ。イチールに帰るときにお土産みやげに買おう。

「そういうことだから、失礼する」

　ニラージェさんが店主の体を腕で押しのけて扉を開いた。

「娘……せっかくの上客を……」

　うなるような声に、思わず振り返る。

　店主が激しい怒りのこもった目で私をにらんでいた。

　怖こわい。

　あああ、苦しい。むせかえるような色の悪い香辛料の香りに、息が止まりそうだ……。

　店の外に出て、はぁはぁと乱れた呼吸を整える。

「大丈夫か？　どうしたリーア？」

「なんでもない」

　巫女の血。おいしいものに目がない巫女の血。時々、おいしくないものに苦しめられることがある。

　口にしちゃだめな食べ物。口にしちゃダメな人の憎ぞう悪お。

「ねぇ、ニラージェさん、どうして偉い人たちはあんなにおいしくないものばかり食べてるの？」

「え？」

　塩も肉も胡椒も……他の店も、どれを見ても……八割はおいしくない。

「ううん、なんでもないよ。外円の店に行きましょう？」

　外円の店に着くと、胡椒はすぐに見つかった。値段は塩よりは高いけれど砂糖ほど高くはない。お土産に買うことができそうな値段だ。

「ニラージェさん、ほら見て。三の円の店よりずっとおいしそうなの並んでるよ！」

「そうなのか？　三の円の店は……王室御ご用よう達たしの店の方がおいしいものがたくさんあるわけではないのか？」

　ニラージェさんがショックを受けた。

　まぁねぇ。値段が高い方がおいしいような気がするもんね。

「んー、珍しいものはたくさんあるけど、おいしいものは外円の店の方がいっぱいあるよ。んと、その中でもおすすめの店は……」

　きょろきょろと店を見比べる。こそっと片目をふさいで見る。

　キラキラしてる店がいっぱい。その中でも一段と強い輝きを発してる店に向かう。

「ここよ、ニラージェさん。この店の野菜はどれもおいしいと思うわ！」

「おや嬢ちゃん嬉しいことを言ってくれるね！」

　ニコニコする店主に、ニラージェさんが素直に店を見た感想を述べた。

「少ないな」

　そう。扱う野菜の品数は他の店よりも少なかった。

「あはは、厳選しすぎちまってなぁ。どうにも、オイラ自身が納なつ得とくできる品じゃないと売る気になれなくてよ」

　売り物への愛情いっぱい。

「すごいです。どれも本当においしそうです。ニンジンはすごく甘みがありそうですね」

「分かるかい？　嬢ちゃん。そうだ。形は悪いがバターで炒いためると甘くてうまいぞ」

　ほうっ！　バターで炒める？　ニンジンは茹ゆでるかスープの具ぐにするかしか発想がなかった！

　想像したら、ああ、よだれが。

「ちょいと味見するか？」

　ふえ？　店主が火ひ鉢ばちの上にフライパンを載せ、バターを落とす。そして、形の悪いニンジンを少しカットしてささっと炒めてくれた。

「ほれ」

「ありがとうございますっ！」

　はぐっ。あああ、おいしい。本当に甘い。

「ほれ、後ろのいいとこの兄ちゃんも。こんなもん食べたことないだろうが騙だまされたと思って食ってみ」

　差し出されたニンジンを素直に受け取ってニラージェさんが食べた。

「……懐なつかしい味だ」

　え？

「そう、ずいぶん昔……食べたことがある。そうだ。ニンジンはこういう味だった……」

　ニラージェさんが何かを思い出すような顔をした。その顔は幸福感に満ちている。

「ははは。そう、ニンジンはこういう味だ。もっと食べてくか？」

　八百屋さんは返事を聞く前にニンジンをフライパンに入れた。

「ありがとう、金は支し払はらう」

「金なんていいってことよ。おいしい野菜の味を知ってもらうための試食だ。帰りに何か買っていってもらえりゃそれでいい」

　うううっ。なんていい人なのぉ。

「いや、しかし……これだけの品だ。ずいぶん値ねの張るものだろう？」

「ぷっ。面白いことをいうな。いくらおいしくたって、ニンジンはニンジンだ。そこらの店とかわんねぇよ。ほら食った食った」

　八百屋さんが木皿を出してニンジンをのっけて差し出した。

「お礼がしたい」

　ニラージェさんがぼそりとつぶやく。うん、わかる。おいしいもの食べさせてもらえたら、何かお礼がしたくなるもんね！　そうだ！

「これよ、これ！　お礼に食べてもらおう？」

　ニラージェさんがそれは名案だという顔で頷うなずいたので、肉の包みを八百屋さんに差し出す。

「一緒にこれ食べませんか？　さっき買ったんですけど……」

「ずいぶんいい肉みたいだな、いいのか？　ごちそうになって？　ニンジンの礼にしては一切れでもわりに合わないんじゃないか？」

　ふははは。それはね、ギブアンドテイクっていうか、ウィンウィンなあれです。

「焼いて食べようと買ったんですけど、焼く方法がなくて、焼いてもらえれば嬉しいなぁって」

「あはは。そうか、じゃぁ遠慮なく」

　わーい。

　じゅぅじゅぅ。ぐおおうっ。めっちゃうまそう。

　もぐもぐ。やっべ。やっべ。うますぎて、ほっぺた落ちる。

　焼きあがる肉を、私とニラージェさんと八百屋さんで次々食べていく。

「ああ、そうだ。ちょうど今日はあれがあったな」

　と、八百屋さんが白いニンジンみたいな形のものを持ってきて、すりおろし始めた。

　ふえ？　何それ。八百屋さんが肉にすりおろした白いやつをのっけて食べた。

　うんまいぞーオーラに体がビリビリする。

「私にもくださいっ！」

「おおいいぞ。大根おろし載せると、さっぱりしてどんどんいけるからな」

　大根おろし？

　肉にのっけてぱっくん。

　うおおおおっ！　ぴりっ。だ。ぴりっ。肉の脂っこさがさっぱりとして……おいしい。

　これが夏大根なの？

　大根はスープの具にするものだと思っていたけれど、生のまま食べることがあるんだ。

「ありがとうございました！」

　すっかり肉を食べ終わってから、夏大根を買った。

「いや、こちらこそな。いい肉食わせてくれてありがとな」

　ニラージェさんも扱っているすべての種類の野菜を三つずつ買っていた。本当はもっとたくさんほしかったみたいだけど、持てないよね？

「また来る。必ず来る」

　ニラージェさんが八百屋さんの手を握にぎり締しめて固く握あく手しゆしている。

「あははっ。ありがとうよ」

　当然、八百屋さんは苦笑いだ。うん。大げさだものね。

　八百屋を後にして、ぎゅっとニラージェさんに抱だき締められた。

「ありがとう。リーア。……忘れかけていた味を思い出させてくれて……」

　なんだか分からないけれど、あのニンジンの味は大切な思い出の味だったのかな？　ごめんね大げさなんて思って。

「うん」

「リーア、このまま君を連れ去りたい……」

　耳元にニラージェさんの声が届く。

「私のそばにずっといてほしい……」

　それって、もしかして……。

「毎日、いいや、毎食、リーアとおいしいものが食べたい。そうすれば私は……」

　おおう、やっぱり！　毎食ってことは、住すみ込こみで食糧庫管理かなにかの仕事のスカウトってことよね？

　カシェットさんみたいな食糧庫番かぁ……。

　仕入れも全部させてくれるなら、お金に糸目をつけないなら、食糧庫はいつも最上級食材だらけ。

　ちょっと想像してみただけで……。よだれ。

　待って、でも、いくら食材がよくても扱う人間が悪ければ……。

　料理コンテストの他の領の料理を思い出す。

　よい食材を使って、腕のある料理人が調理しても、味はいいけれどおいしくない色の食べ物になることもある。

　私が集めた食材は、マルガレットさんやウイルのような人に料理してもらいたい。

　そうだ、ウイルも一緒に雇やとってもらえばいいんだよね？　違う違う、おやま食堂を継ぐんだもん。

　ああ、でも、ウイルがおやま食堂を継いでくれるなら……。

　私はニラージェさんに雇ってもらうというのもありなのかも。

「ニラージェさん、あの、今は返事できません」

　どうなるかわからないんだもん。

　即そく答とうで断るのはもったいないお誘さそい。

　だけど、やっぱり私の一番はおやま食堂だから。

　中ちゆう途と半はん端ぱでずるい返事だなとは思うけど……。

　私の返事を聞いて、ニラージェさんがゆっくりと体を離す。

　両腕が私の肩かたの上に置かれ、顔を覗のぞき込こまれた。

「うん」

　ニラージェさんは笑った。まぶしいほどの笑え顔がおだ。いや、ニラージェさんはいつもまぶしい。じゃなくて、本当にまた光を放っている？

　そうか、さっきのニンジンと肉！　おいしい物を食べるとニラージェさん光るんだったっけ。魔ま法ほう使つかいは大変だ。

「リーアはまだ王都にいるだろう？　その間、またおいしいものを教えてほしい。ゆっくり考えて」

　ニラージェさんの唇くちびるが、そっと私の頰ほおに触ふれた。

　え？
















　驚おどろく私の目の前で、ニラージェさんの輝きは瞬しゆん時じに増し、目を開けていられないほどになった。思わず目をつぶる。

　目を開けた時には、もうニラージェさんの姿はなかった。

　えーっと、キスされた？　いや、単に挨あい拶さつ？

　それとも、口にソースか何かついてた？

「猫ねこ竜りゆう様だー！　ありがたや、ありがたや！」

「猫竜様ー！」

　猫竜様？　ずっと姿を見ないと言っていたのに、毎日見てる気がする。

　もしかして、ゴマルク公こう爵しやく様の言うように、料理コンテストが開かい催さいされてるからなの？　だとしたら、猫竜様は、食くいしん坊ぼう仲間なのかな？

　それとも、料理コンテストの結果でお妃きさき様が決まるから、じっとしていられないとか？　……やだ、もしそうなら、猫竜様発情期じゃないの。って、猫とは違うか……。

　そうだ、トトちゃんに何かお土産買っていってあげよう。にゃーん。会えるといいなぁ。




「ただいまウイル。見て！」

　帰ってすぐにウイルに夏大根を見せる。

「は？　この時期に大根？　珍しいな。それにしても、小さすぎないか？　四十人分に足りるとは思えないが」

　えっへへ。ウイルの心配もごもっとも。

「大丈夫だよ。私たちの知ってる大根は冬大根なんだって。これは夏大根。食べ方もイチールとはちょっと違うの。面白いんだよ」

　さっそく、八百屋でおじちゃんが教えてくれた夏大根の食べ方をウイルに伝えた。

「ふーん。そりゃ面白いな。それに、レバーを使った料理に合いそうだ。じゃあ、ねーちゃんはあれとそれを頼む」

　了解です！

　料理の手伝い。私にできることは少ない。崩れたり壊こわれたり崩ほう壊かいしたりボロボロになったりしても大丈夫な細かくする作業は得意だ。みじん切り系とすりおろし系。

　と、さすがに一品だけじゃ足りないので食糧庫に行ってスープ用の野菜を取ってくる。

「カシェットさん、ありがとうございます。夏大根のこと教えてくれて！」

「見つかったかい？」

「はい。試食もしてきましたよー。とってもいい八百屋さんを見つけたんです。扱う品はどれも素晴らしいものばかりでした。そこの品です。いつもお世話になっているのでお土産です」

　甘いニンジンを一つ手て渡わたす。

　カシェットさんの目が丸くなった。

　しまった！　周りにはたくさんニンジンが積まれているのに、ニンジンを一つだけお土産にするなんて、おかしな子だと思われたかもしれない。でも、そのニンジンすごくおいしくていいやつなんだもんっ。

　あああ、でも、とっておきのニンジンを見つけて友達のお誕生日に渡したら「私は馬じゃないわ」って怒られたことがあった……。うわー、私、成長してないっ！

「あの、バターで炒めるととっても甘くてすごくおいしいニンジンで、その、えっと、カシェットさんにも食べてもらいたいなぁって思って……」

「これは、本当においしそうだ」

　へ？

「ずいぶん、素す敵てきな八百屋を見つけたようだね」

「はいっ！」

　よかったねと言ってくれるかと思ったのに、カシェットさんの表情は曇くもった。

「こういう目め利ききのできるいい八百屋に仕入れを頼めたらいいのに……」

「えっと、変へん更こうできないんですか？」

　カシェットさんが首を横に振った。

「仕入れは王室御用達の店からと決まっているんだ」

　三の円の店を思い出す。

　どの店もろくな感じがしなかった。どうしてあんな店から仕入れないとダメなんだろう？

「城の人間が口にするものに、変なものを紛まぎれ込こませられると困るからね。他から勝手に仕入れられないんだ」

　ああそうか。毒とか入れようと思えば入れられるもんね。……私なら、そんなのすぐ発見できるけど。

「昔のように巫女様がいてくだされば……。王室御用達の店も入いれ替かえることができるのに……」

　ん？　巫女様がどうしてお店を入れ替えるの？　神しん殿でんとかで祈いのりをささげたり、猫竜様を癒いやしたりするんじゃ？　っていうか、今って巫女様いないの？

　あうう。ごめんなさい。ちゃんと勉強してなくてごめんなさい。ウイルなら礼拝で話聞いてないなって怒るところだ。

「ありがとうよ。これはありがたくいただくよ。スープに使う野菜だろう？　それも持っていきな。スープに少し入れてやるといい」

　カシェットさんがベーコンをくれました。

　わーい。

　キャベツとベーコンを籠かごに入れて戻もどる途と中ちゆう、マルガレットさんのキッチンに数人の兵が肉を挟はさんだパンをもらいに来ているのが見えた。

　それから、イチール領のキッチンを覗き込んでいる三人の男の姿。

　ちょっと通れなくて邪じや魔まだからどいてくれないかな。

「見てみろ、昨日みたいにうまくはいかないぞ」

「お前もよく考えたなぁ。仕入れ業者にお金をつかませてレバー持ってこさせるなんて」

「ははは。人聞きの悪い。ちゃんと注文通りのおいしい肉に違いはないだろう？　最上位牛の代しろ物ものだぜ？」

「ぷーっ。ちげぇねぇ。だが、レバーはレバーだろう。いくら最上位牛でもなぁ……」

「くくっ。さぁて、今日イチール領の料理を食べるのはどこの部隊だろうかねぇ。レバー嫌いは何人いることか」

　そうか。

「あなたたちが手を回したのね？」

　後ろから声をかけると、飛び跳ねるように振り向いた男三人。

　あ、この顔。肉を踏ふみつけた領のメンバーだ。

「なっ、何だよっ！　おいしい肉を四十人前なんて注文の仕方をしたお前が悪いんだからなっ！」

「そうだ！　どんな肉を使うか具体的に指定しないからそうなったんだ！」

　あれ？　なんか焦ってる。お礼を言おうと思っただけなんだけどなぁ。

「ありがとうございました。おかげで、最上位牛のしかも超新鮮なレバーが手に入りました」

　レバーを思い出してよだれが出そうになったのを隠すために、ぺこりと頭を下げて慌あわてて唾液を飲み込む。

「くそっ、嫌みか！　行こうぜ」

　頭を下げている間に男たちが去っていく。

　あれ？　嫌みじゃないんだけどな？
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　夕飯の時間になり、ゴマルク公爵のスタートの合図で着席した兵や騎士たちが一いつ斉せいに食事を始めた。

　昨日と違って、今日はイチール領のテーブルに着いた人たちも、合図とともに口に運んでいる。

「おお、サクサクだなぁ」

「うめぇ」

　むっふぅー。

　とりあえず、レバーだとばれてません。

　レバーを使ったウイルの料理はレバーフライでしたー！　衣ころもで中のレバーは全然見えません。むははは！

　兵たちがおいしそうにレバーフライを食べているのを見て、試食を思い出す。

　大きめのパン粉がサクサクからり。

　新鮮なレバーは臭みもないので、藻も塩しおをもみこみすぐに洗い流して簡単に下処理。味付けは、すりおろしたニンニクと生姜しようがの汁しると白ワイン。あまり味が濃こくなりすぎないように短時間浸ひたしただけだ。

　ほんのりとした味付けでも、最上位牛のレバーがとてもおいしいので何の問題もない。サクサクカラリの衣。中はじゅわーっとお肉のうまみ。レバーが甘い。ニンニク生姜の香りが鼻にふわっと抜ぬけ、最後にワインの少しフルーティーな香りが残る。

　おっといけない。また思い出しよだれが垂れる。仕事、仕事！

「変わった食感の揚あげ物ものだなぁ。中身はなんだ？」

　ギクッ。

「えっと、肉です」

「へー、魚かと思ったら肉だったのか」

　ほっ。

「こんな肉初めて食べたな。柔らかいし、脂身が全くないんだな。なんの肉なんだ？」

　ギクッ。

　やばいです。えーっと、レバーだってわからないと食べられる人も、レバーだってわかったとたんに食べるのやめちゃうかも……。

「あー、あのっ、揚げ物が脂っこいなぁと思う方がいましたら、こちらをお試しください」

　えーい、秘ひ儀ぎ、聞こえなかったふり。

　大根おろしの載った皿をテーブルに置く。

「大根おろしか。わかってるね。そうそう、これこれ。大根おろしを載せて食べるとさっぱりして、まだまだ食べられるぞ！」

　うん。そうなのです。ウイルに味見させてもらって、揚げ物と大根おろしがあんなに合うとは！　びっくりです！　イチール領に帰ってもやってみようと思うけど、夏大根手に入るかなぁ。冬大根も生ならぴりっとするのかな？

「へー、今日はフライか。どれどれ」

「タウロスさんっ！」

　また来た。そして、お客様用のフライを食べた。

　もぐもぐ咀そ嚼しやくしながら「なるほど、そうきたか」と頷いてる。

「おーい、ルミス、料理の感想は？」

　タウロスさんがテーブルで食べてる兵の一人に声をかけた。

「そんなの、うまいに決まってるじゃないですか。柔らかく煮に込こまれたキャベツのスープはベーコンの塩気がいい感じですし。フライもサクサクしてとてもよく揚がっている。中の肉は柔らかくて臭みもない。食べたことのない食しよつ感かんですが、ミンチ状にしてつなぎに何か混ぜてあるんですかね？」

　それを聞いて、タウロスさんが、がっはっはと大きな声で笑った。

「そうか、うまいか！　だがなルミス、中身はお前の大っ嫌いなレバーだぞ？」

　ああああっ！

「タウロスさんのバカッ！　せっかくレバーってバレてなかったのにっ！　何で言っちゃうのよっ！」

　うえええーん。

　涙なみだ目めでぽかぽかタウロスさんの胸を叩く。

「ま、まじですか……。全然気が付かなかった」

　ルミスさんが啞あ然ぜんとする。

「レバーって料理次し第だいでおいしく食べられるんですね」

　でしょ、ウイルにかかればレバー嫌いもレバーが食べられるようになるとか、すごいでしょ！

「ほう、それは本当か？　儂わしもレバーは苦手でなぁ。儂でも食べられるだろうか？」

　うひょーっ！

　ゴマルク公爵様の登場です。まさかの、ゴマルク公爵様がレバー嫌いとかっ！

「揚げたてをどうぞ」

　ウイルがタイミングよく揚げた試食用一口サイズのレバーフライをゴマルク公爵様に差し出した。

「見た目でごまかしているだけではないのか？」

　ゴマルク公爵様が、フォークに突つき刺さしたレバーフライをひっくり返したりして見ている。

　レバー嫌いからすると、レバーをこれから口に入れるんだと思うとちょっと躊ちゆう躇ちよするのかもしれない。

　っていうか、図星なんだけどね。見た目でレバーだとわからないようにフライにしてあったんだけどね。タウロスさんがばらすから……。

　覚かく悟ごを決めたとばかりに、ゴマルク公爵様がぱくりとレバーフライを口に入れる。

「ん？」

　首をかしげるゴマルク公爵様。

「これが、レバーか？　よくわからぬな。もう一つ」

　と、試食用の一口大レバーフライをもう一つ食べた。

「おかしいな、儂の知っているレバーというのは、もっとこう、口の中に何とも言えない臭みが広がるんだが……どれ、もう一つ」

　えーっと、もう一つもう一つって言うってことはレバーが大丈夫ってこと？

「さっぱり食べたいときには大根おろしを、濃い味が好みでしたらチーズをのせるとまた違った味わいがございます」

　ウイルがさらにフライを三つと、大根おろしとチーズを載せてゴマルク公爵様に差し出した。

　先にチーズを、後に大根おろしを、それぞれ載せてゴマルク公爵様は満足げな顔で味わった。

「うむ。これはいい。しかし、どうやって臭みを消したのだ？」

　昨日の臭い肉は確かに胡椒を使ったりいろいろと臭みを消すために頑がん張ばった。だけど今回は違う。

「いいえ、臭みを消してはいません。臭くなる前に調理しただけです。レバーは他の肉に比べて傷いたむのが早いのです。ですから、他の肉と同じ扱いで流通させるとどうしても臭みが出てしまいます。今回は運よく、さばいてすぐのとても新鮮なレバーを手に入れることができました」

　しかも最上位牛の！　うっふふー。

「なるほどな」

「イチールの街ではレバーは貧ひん血けつによいと言われています。さばいてすぐのレバーを手に入れるために女性がこぞって肉屋に予約をしています」

　巫女の血が鉄がどうのってささやいてるけど、意味が分からないので言わない。

「ほう、それはいいことを聞いた。儂も妻のために手配するかな」

　ゴマルク公爵様は空からっぽになった皿をウイルに渡して去っていった。

「嬢ちゃんはずいぶん物知りなんだな」

　タウロスさんがチーズと大根おろしのも食べようと皿に載せて立っていた。

　ギクリ。物知りなんじゃなくて、巫女の血が教えてくれるだけなんだとは言えない。

「食に関してだけは貪どん欲よくですから。だけど、礼拝で神父様の話もろくに聞いてなくて、猫竜様のことなどまったく知りませんよ？　猫竜様がどのように子をなすのかすら知らないはずです」

　ウイルがにっと笑う。

「うー、結けつ婚こんしてお妃さまと子供を作るんでしょ？　それくらいわかるよっ！」

　って言ったら、タウロスさんがぶっと、むせた。

「げほげほっ。いや、なるほど。食に関しては詳くわしくても他のことはからっきしか。まぁ確かに恋れん愛あい方面も疎うといみたいだしなぁ」

　え？　待って、待って……。

「猫竜様にはすでに世よ継つぎがいるぞ。正真正しよう銘めい猫竜様のお子様だ」

「え？　だって、お妃さまはいないんじゃ？　あ、それとも長生きだって言うから、昔はお妃さまがいてお亡なくなりになったとか？」

　タウロスさんがこめかみを押さえた。そして、ウイルが早口で説明してくれた。

「猫竜の子は、猫竜の逆げき鱗りんと呼ばれる鱗うろこから生まれる。お妃さまとの間に子をなすこともできるが、生まれてくる子は猫竜ではなく人間になる」

　そうなの？　全然知らなかった！

「ウイルはちゃんと学んでいるようだな。えらい、えらい」

　タウロスさんがウイルの頭を撫でた。

「常識だ！　っていうか、子供扱いはやめてくれ！」

　ぱちんとタウロスさんの手をはねのけ、ウイルは調理を再開した。

「ああ、すまない。今のは俺が悪かった」

　タウロスさんが素直にウイルに謝って立ち去った。

　ふえ？　子供扱いしたのを謝ったの？　ウイルはまだ子供だよ？　成人してないんだもん。

　そりゃあ、ウイルは口くち癖ぐせのように私に「子供扱いするな」とか「どっちが子供だ」とか言うけどさ。タウロスさんから見れば、明らかにウイルは子供なんだし……。

「リーア、そろそろお代わり組が来るぞ。あとお持ち帰り組の準備」

　おっと、ぼんやりしてる暇ひまはありませんでした。

　本日の食べ足りないぞ腹ペコだ軍団へのお代わりは、じゃが芋フライです。揚げ物ついでにじゃが芋を食べやすい大きさに切ったものを揚げただけですが、藻塩をまぶすとあーら不思議。

　手が止まらなくなるおいしい食べ物に大変身です！

「ねーちゃん、つまみ食い禁止だからな！」

　おっと。ばれてる。

　なんだかんだで大おお忙いそがしで、つまみ食いはじゃが芋のフライ五個だけで我が慢まんしました。

　食事が終わり、一通り片づけが終わる。

　貴族様用の分は、ゴマルク公爵様とマチルダ様とタウロスさんしか手を付けなかったので余ってしまった。なので、遠慮なくいただきまー……。って、最上位牛のレバーフライおいしいからもっとみんなに食べてもらいたいな。

　よし。心配かけたナリナちゃんと、いろいろな料理を食べたいと思っているであろうマルガレットさんに持っていくことにする。べ、べつに、代わりに何か食べさせてもらおうとか、そういう下心があってのことじゃないんだからね！

「ナリナちゃーん、レバー持ってきたよ、おいしいから食べて！」

「ちょっ、冗じよう談だんじゃありませんわ！　私がレバー苦手なのを知っているくせに！」

　ふえ？

「ナリナちゃんレバー嫌いなの？　でも大丈夫、おいしいよぉ」

　食べて食べてとやっていると、急に食堂が騒さわがしくなった。

　武装した兵たちが二十人ほどどやどやと入ってきたのだ。

　食事はもう終わっている。何しに来たんだろうか？

「ヨガマタルク領の調理責任者は誰だ」

　ん？　ヨガマタルク領？

「ナリナちゃん、ちょっと見てくる」

　レバーフライの載った皿をナリナちゃんに押し付け駆けだす。

「はい、私ですが」

　マルガレットさんが姿を現した。ああやっぱり。ヨガマタルク領ってマルガレットさんの領だ。

　兵のリーダーが目で合図を送ると、二人の兵がマルガレットさんの両側から腕をつかんだ。

　何？

「連れていけ！　ほかの者も逃げないように見張れ」

　これは、何なの？

　目の前で展開されてるこれは……。まるで犯罪者を連行するようなこの光景は……。

「マルガレットさんっ！」

　マルガレットさんのもとに駆け寄ろうとしたら、兵の一人に止められた。

「なんで、どうして、マルガレットさんが連れていかれなくちゃいけないんですかっ！」

　リーダーが私の顔を見た。そして、集まっている野次馬にも聞こえるように声を出す。

「ヨガマタルク領の料理を食べた兵の何名かが、腹痛や嘔おう吐となどの症しよう状じようを訴うつたえた」

　え？

「ヨガマタルク領は失格とする。また、毒物を故意に混入したとなれば重罪人として裁かれることになる」

　そ、そんな……。

「違う、マルガレットさんがそんなことをするはずがない！　料理に対して真しん摯しに向き合ってるマルガレットさんが毒を入れるなんてっ！」

　目の前にいる兵を押しのけて、マルガレットさんのもとへと駆けつけたい。だけど、私の力じゃ兵はびくともしない。

　やだ、だって、違うもんっ！

「マルガレットさんっ！」

　無駄だと思っていても、兵を押しのけようと力を入れた私の腕を、タウロスさんが引き止めた。

「大丈夫だ。毒物混入の疑いはすぐに晴れるだろう。腹痛や嘔吐を引き起こすだけの毒を入れる理由がないからな。大方、毒きのこが混じっていたのではないかと思われている」

　大丈夫？　何が？　失格になるのに？

　こんな見世物みたいに、犯罪者みたいに連れていかれるのに？

　違う、違うっ！

　マルガレットさんは私を見つけると笑ってくれた。大丈夫だからと言っているような顔だ……。でも、笑ってるけど悲しそう。

　そりゃそうだ。自分の料理で病人を出したなんて、そんなことが起きたら……。

　マルガレットさんは、領の特産のきのこを広めるためにと参加したんだ。領のためにって……。

　あ！

「待って！　違う！」

　その場を離れ、ヨガマタルク領のキッチンに駆け込む。まだあるかな？

　探せ。木箱だ、木箱の中に……。

　あった！

　ひっつかんで兵のリーダーのもとへと駆け寄る。

「見てください！　ヨガマタルク領の料理で使っているきのこです！　山で採取しているものじゃない！　きのこを栽培しているの！　それなのに間違って毒きのこが紛れ込むなんてありえませんっ！」

　木箱から手に取った小さな器うつわからきれいに生えそろっているきのこをリーダーに見せる。

「あった、ありました！」

　そこへ、皿を片手にした食堂の調理人のおじさんが来た。

「ヨガマタルク領の残った料理の中に、これが……」

　私が手にしているきのこに、よく似た形のきのこが皿に一つ載っている。

「似てはいますが、傘かさの裏に黒い斑はん点てんがある、毒きのこの一種です」

　そんな……。そんなバカな……。

「毒きのこを栽培していた可能性があるというわけか？」

　リーダが大きなため息を一つついた。

　違う、違う！

　箱の中のきのこは全部おいしいよって言ってた！

　マルガレットさんが青ざめた顔で素直に兵に連れていかれた。

　そんなっ！

　間違えて毒きのこを育てていた？　毒きのこを知らずに使った？

　そんなことある？

「ははは。いい気味だ。夕食だけじゃなくてお腹なかを空すかせた兵に間食を配って点数を稼かせいだりするからだ」

「ああ。卑怯なことするから、誰かに恨うらまれたってしかたない」

　野次馬たちの間から声が聞こえた。

　間食を配ったのは……私が言い出したからで。……そのせいで、恨みを買った？

　まさか、私のせいで、ヨガマタルク領を、マルガレットさんを陥おとしいれようと誰かが毒きのこを？

　片目をつぶり、毒きのこを見る。

　覚えろ。この色。

　黒。

　ただの黒じゃない。真っ黒じゃなくて、少し紫むらさきがかった黒。そしてところどころに腐った血の色のようににじみがある。

　探す。この色。

　犯人を。

　片目をつむったまま、野次馬を見る。黒い。黒い人たち。

　その黒い人たちを割って、キラキラが飛び込んできた。

「リーア！　ヨガマタルク領が失格だって？」

　ウイルだ。

「失格になんてさせない」

　ウイルのキラキラから視線を外し、再び野次馬に目を向ける。

　真っ黒。

　茶色っぽい黒。

　黒と黄色のまだら。

　違う、違う。違う。

　そこに春のように明るい桃もも色いろが見えた。

「大丈夫？　ショックですわよね。顔色がよくありませんわ……」

　ナリナちゃんがふらついた私を支えてくれた。

　顔色が悪い？

　ああ、そうだ。そうだった。

　色を見すぎると、気分が悪くなるんだ。

　だけど構うものか！

「リーア！」

　違う、あの色も違う。あれも違う。

　野次馬にはいない。

　それから、各領のキッチンを見ていく。

　違う。違う。

　肉を踏みつけた男、こいつか？　いいや……違う。

「リーア、もうやめろ！　力を使っているんだろう？　巫女の食べ物を見つける力で毒キノコを探しているんだろ？　やめてくれ！　これ以上力を使うなっ！」

　力を？　巫女の力？　私は力を使っているの？

　頭に霞かすみがかかったような感覚と、鼻から何かが垂れる感かん触しよく。

「血が……」

　すぐにナリナちゃんがハンカチで鼻を押さえてくれた。

　鼻血が出たのか。

「やめろ、リーア！　お願いだ巫女の力を使うのはやめてくれ！　頼む、リーア！」

「そうですわ。リーア。休んだ方がいいですわ。顔色が真っ青ですわよ」

　やだ。

　目から涙が伝う。

　マルガレットさんを助けたい。

　もし、本当に私に巫女の力があると言うのなら、犯人はどこ！

　指先が冷たい。

　頭がぼんやりしてきた。

　駄目！　駄目！

　犯人を見つけるんだ。倒たおれない！　まだ、やめるわけにはいかない！

　ああ、だけど、血の気が引くようにふわりと頭がぐらつく。だめ、目を開けていられない。

　両目をつぶる。だけど、全身の感覚は手放さない。色を、色を……！

　ああ、体が透すき通とおるようだ。目をつむっているのに周りの色だけが見える。

　ふわっと、その色の中から一つ浮うき上あがった。

　あの黒だ！　毒きのこがまとっていた色と同じ色！

　パッと両目を開けて、今見た色の元を指さす。

「あの人、あの人が犯人です！　ヨガマタルク領の料理に毒きのこを混ぜ入れた犯人！」

　私の叫びに、タウロスさんが指さした男を取り押さえてくれた。

「ち、違う、知らない」

　男が叫んでる。

　違わない。確かにあいつだ。

　同じ色してる。あいつが触ったはずだ……。肉を踏みつけた男と一緒にいたあの男……。

「言い分は、噓のつけない部屋で聞こう」

　タウロスさんの言葉に、男はうなだれた。

　それを確認すると急に足に力が入らなくなった。

「ねーちゃんっ！　ねーちゃんっ！」

　もう、立っていられない。意識も……。ウイルの声もナリナちゃんの声も遠くなっていく……。

「すぐに医務室に運びましょう」

　ねぇ、ウイル、ナリナちゃん……。一言言っていいかな？

「お腹が空いた、眠ねむい……」

　そこで意識が途と切ぎれた。

「馬ば鹿かっ！　起きたらとびっきりのご飯用意してやるっ！　だから、絶対に目を覚ませよっ！」

　ってウイルが言っていたような気がするので、幸せな夢が見られた。
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　うん。確かに、起きたらとびっきりの料理がありました。

　ウイル特製の肉まん。おやま食堂人気のメニューで、小麦と卵で作った生き地じに甘あま辛からく煮詰めた肉を詰めて蒸むしあげる一品。私の大好物だ。母親がお持ち帰りしやすいものとして開発した料理。何度こっそり持っていって怒られたことか……。それをウイルは作ってくれたんだ。えへへ。嬉しい。

　おいしいよー、たくさんお食べって声が聞こえてくる。

　それが、手を伸ばしても届かない小さなテーブルの上にあります。もちろん、今すぐに医務室のベッドを降りて、テーブルに駆けつけたいのはやまやまなのですが、目の前には仁に王おう立だちになったウイルが。

「いいかリーア。二度とあんな無茶はするな」

「無茶？」

　きょとんとして首をかしげる。

「巫女の力を無理して使うなってことだ！　あのまま犯人が見つけられなくて力を使い続けたら、意識を失うくらいじゃすまなかったかもしれないんだぞ！」

　……ウイルの顔が怖い。

「心配かけてごめんね。でも、ほら、大丈夫だったから」

　心配かけたのは悪いと思うけれど、肉まん食べさせてっ！

「無茶しないと言ってくれ……」

　ウイルの顔がゆがむ。

　ああ、泣く。ウイルが泣く前の顔だ。

　泣かないで、ウイル。おねーちゃんがいるからね。

　ぎゅっと、今まで数えきれないほどそうしてきたようにウイルを抱き締める。

　いつの間にか、小さな子供だったウイルは、私の背を追おい越こしちゃったけど……。それでも私にはいつまでもかわいい弟だ。泣いてほしくない。

「リーア……。頼む……」

　ウイルの頭が私の肩の上に押し付けられる。

　ぎゅっと抱き返してきたウイルの手が小刻みに震ふるえていた。

「大丈夫だよ、本当に」

　ぐりぐりとウイルの頭が左右に振られて、私の肩をこする。

「俺は……、リーアを失ったら、生きていられない」

　家族思いのウイル。

「分かった。鼻血が出たらそこまででやめるようにする。そこまでは大丈夫だったからね？　それでいい？」

　ウイルが頷いたのが肩の重みの変化でわかった。

「約束したからな！」

　ウイルが体を離し、特製肉まんを差し出す。

　待ってました！

　うん。約束はした。

　でも、約束は破るためにあるのだ。……もし、ウイルがピンチになったら……。巫女の血が役に立つのであれば……。使うよ？

　私は、自分の命に代えたって、ウイルを助けるよ。私だって、ウイルを失いたくないんだもん。

「えへへ、おいしい」

　ウイルの作った肉まんは、おやま食堂の懐かしい味をしっかり再現していた。

「お、うまそうだな！」

　ガチャリとドアが開いてタウロスさんが入ってきた。

　太い腕を肉まんの山に伸ばす。

「だめっ！　それ私のなんだからっ！」

「いいじゃねぇか。たくさんあるんだし、もぐもぐ」

「うわわ───っ！　ウイルが私のために作ってくれた肉まんを！」

　タウロスさんのバカバカっ！

　ぽかぽかぽかっ！

「はっはっは。また作って貰もらえばいいじゃねぇか。ウイルも、リーアのためならいつだって作ってやるだろ？」

　タウロスさんがウイルに意味ありげな目を向けた。

「何しにきたんだ」

　ウイルは、タウロスさんに対する態度がだんだん冷たくなっていっているような気がするけれど、気のせいだろうか。

「おー、そうだ。報告だ。あの男が犯人だった。ヨガマタルク領の失格は取り消された。それだけではない。自じ白はく剤ざいで色々と今までしてきた他領への妨ぼう害がい工作がすべて明らかになったよ」

　妨害工作がすべて明らかにって、他にも色々とやってたの？

「加担していた領は減点。予選通過は絶望的となった領もある。そして、中でも悪質だったガマガエ領とブタード領は失格となった」

「ガマガエ領とブタード領？」

　どこだっけ？

「よかったな、これでもう肉を踏まれることはなくなるぞ」

　タウロスさんが頭をぽんぽんとする。

　ああ！　あそこか！　失格になったんだ。

　ざまーみろ！　大切な食料を粗そ末まつに扱う人間なんて料理の大会に出る資格なんてないんだからね！

「あら、目を覚ましましたのね？　大丈夫ですの？」

　ナリナちゃんが手においしそーなケーキを持って現れた。

　ケーキを凝ぎよう視しする。口からはよだれ。

　おっと。大丈夫です。私、いつもよりたくさんハンカチを持っておりますから。

「ふふ。それだけ食欲があれば大丈夫そうですわね。これ、お見み舞まいですわ」

　お見舞いってことは、私の！　タウロスさんにはあげないんだから！

「あとは私が見ていますわ。ウイルは今日の大会の準備を」

「え？　今日の？　えっと、今って、いつ？」

　騒ぎがあったのは夕飯の後で、今はもう明るくなってるから次の日の朝？

「もう、お昼は過ぎましたわ。半日以上ずっと眠っていて、ずいぶん心配したんですわ」

　うおおー。そんなに寝ねていたのか！

「心配してくれたのね！　ありがとう！」

「しっ、心配は、そりゃ少しはいたしましたが、一番心配していたのはウイルですわっ！」

　うふふ。知ってるぞ。ナリナちゃんだってお見舞いって言いながら様子を見に来てくれたんでしょう。いっぱい心配してくれてたのね。ん？　ってことは、タウロスさんも報告といいながら、心配して様子を見に来てくれた？

「ああ───っ！　タウロスさん、また食べたでしょう！」

　肉まんが減ってる！

　違う、タウロスさんは食べ物目当てだ！　絶対そうだ！

「なぁ嬢ちゃん、どうして犯人が分かったんだ？」

　うっ。

　話を逸そらすなんてずるい！　っていうか、言えない。巫女の力を使ったなんて。

「そういえばそうですわね。どうしてわかったのですか？　もしかして、何か目もく撃げきしていたの？」

　えーっと……。二人の目が私を見ている。

「に、に、匂い……」

　苦し紛れに出た言葉。

「確かに、きのこには独特の匂いがあるが、あの中でその匂いをたどれるか？」

　タウロスさんがうーんと考えた。

「犬並みの嗅きゆう覚かくですのね。食べ物に関しては、リーアは何か特別な力でも発揮できるのではありませんの？　ウイルもあのとき力を使うなとかなんとか言っていませんでしたか？」

　うおう。そういえば、ウイルが私を止めようと……巫女の力を使うなとか言ったかな？

「そうですわ、巫女の力とかなんとか」

　ぎゃっ、ナリナちゃんの記き憶おく力りよく、よすぎ！

「巫女の力？」

　タウロスさんが怪け訝げんそうな目を向けてきた。

　そりゃそうだよね。巫女の力が犬並みの嗅覚とかそんなバカな！　ですよね。っていうか、正確にはおいしいもの発見っていう、もっとそんなバカな！　なんだけど……。は、はは。

「み、み、見つけの力、そう、何かを見つけようと意識を集中する力のことなの。えっと、どこかに隠したお菓か子しとかを見つけるのが小さいころからうまくて……」

　しどろもどろ。

「ふっ。今回はその犬並みの見つけの力に助けられたってことか。今回の事件で他領の妨害をするような者はもういないと思うが、困ったことがあれば言ってくれ。じゃあ、仕事があるんでな」

　仕事？　っていうか、抜けだしたりして平気なの？

　っていうか、もう昼過ぎなのよね！　今日の夕飯の準備！　ウイルを手伝わなくちゃ！

　その前に肉まん肉まん。ケーキ、ケーキ。ふわぁ。うまうま。

　ナリナちゃんにお礼を言ってイチール領のキッチンへダッシュ。

　おや？

　キッチンには山と積まれた、蒸されるのを待っている肉まんが……。

「もしかしてウイル、今日のメニューは……」

「ああ、肉まんと蒸しイモと蒸しリンゴ。一人じゃどうしても手が回らなかったからな。あとは野菜炒めを出そうと思ってる」

　ごめんなさい。今から手伝います。え？　手を出すな？

　おとなしく休んでいろって？　でももう十分休みました。あ、そうだ。

　昨日、トトちゃんにお土産買ってきたんだった。んふふ。癒されて来よう。




　トトちゃん、どこかなー。

　足取り軽く、果樹園に向かいドアをくぐる。

「トトちゃーん」

　きょろきょろしながら呼んでも見つからない。がっかり。

　少し、待ってみよう。

　木の根元に腰かける。木にもたれかかって上を見上げれば、おいしそうなリンゴ。

　あれ？　おいしそうな実がなっているのはこの木じゃなかったはずだけど？

　この木のリンゴがおいしいよって言ってる。ああ、そうか。ウイルが蒸しリンゴを作っている。生じゃなくて料理に使えばおいしいよって……。

　うん。そうだね。わかったよ。

「ごめんね。この間はおいしくないなんて思って」

　体を反転させて、リンゴの木にぎゅって抱き着く。

　木のひんやりとした感覚。あー、ウイルをぎゅっとするときとは全然違うなぁ。両目を閉じると、ほわんと体が温かくなった。

「何だ、その魔ま法ほう？」

　少年の声に振り返る。

「魔法？」

「今、ちょっと光ってただろ？」

　ん？　いやいや。ニラージェさんじゃあるまいし。人間が光るわけないよね？

　ああ、木こ漏もれ日びがまぶしいから光っているように見えたのかな？

「私は魔法が使えないから見間違いだよ。あ、そうだ。これお土産。おいしいよ」

　もちろん少年にもちゃんと買ってきましたよ。トトちゃんとお揃いで。

　お土産を手渡すと、少年は満面の笑えみを浮かべすぐに包みを開いた。

「トトちゃんにも買ってきたんだけど、今日はいないの？」

　せっかくだから一緒に食べたらおいしいかなぁと思って聞いたんだけど、少年がすっごく不機嫌な顔を見せる。

「トトのことなんてどうでもいいだろう。リーアには僕がいればっ！」

　う、ううう。確かに少年はかわいいし。

　なでなで。

　おっと、高貴なお子様の頭を思わず撫でてしまった。いや、いいか。嫌がられてないからこのまま撫でよう。

　細くて柔らかな髪かみ。……まぁ、ちょいと猫のもふもふに比べたら物足りないけれど……。

「にゃっ、にゃにゃにゃっ！」

　おうっ！　この声は！

「うわっ、トト、来たのか！」

　頭上の木の枝からすちゃっとトトちゃんが華か麗れいに飛び降りてきた。

「にゃっ」

　トトちゃんが目の前に座すわって頭をずいっと差し出してきた。もしかして撫でろっていうこと？

　ぐふっ。もちろん、撫でさせていただきますっ！

　少年を撫でていた手で今度はトトちゃんの頭、それから背中をもふもふもふ。

「トトっ！　俺が、俺がリーアに撫でてもらってたのに、ずるいぞっ！」

　少年がトトちゃんを押しのけて頭を突き出した。

「にゃにゃにゃっ」

「にーにーにっ！」

「にゃんにゃにゃにゃっ！」

「にー、にゃんにーにー！」

　あれ？　少年がトトちゃんと猫語で話してる。えーっと、それって、ちゃんと通じてるのかな？

　なでなで。右手にトトちゃん。左手に少年。はっはっは。もふもふなでなで天国とはここですよ！

「トトも木が光ってたから気になってここに来たんだって。やっぱりさっきの光ってたのは勘かん違ちがいじゃなかったんだ」

　と少年。

「木が光ってた？　ああ、だからそばにいた私も光って見えたのね。そっか。目をつむっていたから気が付かなかったよ、なんで光ったんだろう？」

　不思議に思ってリンゴの木を見上げる。

「ふわぁぁぁっ！」

　もふもふなでなで天国を放棄して、リンゴの木に抱きついた。

「そうか、そうなのね。がんばったの。リンゴの実をおいしくしたくておいしくなぁれってがんばったのね！」

　少年とトトちゃんが急にリンゴの木に話しかけた私を怪あやしんだ。

「あのね、さっき見た時はおいしいよって感じただけなのに、今見たら、すっごくおいしいよって。この木が実をおいしくするために頑張ったんだと思うの。光って見えたのもなんかパワー出したからじゃないのかな？　うん、きっとそうだよ！」

　私の言葉を聞いて、トトちゃんがしなやかな体で跳ちよう躍やくして木の枝に飛び乗り、前足で器用にリンゴの実を一つ落とした。

　少年がそれをキャッチして、すぐさま大きな口を開ける。

「ああ、待って、違うっ！」

　ガブリ。

「すっぱーっ！　うえぇ」

　あーあ。

「トト、わざと酸っぱい実を落としただろう！」

「にゃんにゃっ」

　違うって言ってるんだよね。そうだよね。

「あのね、この木のリンゴはそのまま食べるとどれも酸っぱいのよ。蒸したり焼いたりしたらそれはもうおいしいの。……そうだ……パイ、パイにしたらとてもおいしいお菓子ができるんじゃないかしら？」

「パイか。うん、うまそうだ」

「にゃぁーん」

　おっと、よだれ、よだれ。

「よし、早さつ速そくパイを作ってもらおう。できたらリーアにも持ってきてやる」

　少年がにこっと笑った。

「本当？　嬉しい！」

　感激して思わず少年に抱きつく。

　てしてしてしっ！

　トトちゃんが手を叩いてる。え？　なぁに、僕も抱っこしてくれって？

　もちろんでーすっ！　トトちゃんぎゅっ！

「ほら、トト、リーアが食べるパイのためにリンゴを取ってっ！」

　少年が私の胸の中のトトちゃんの尻尾しつぽを引っ張った。

　パイのため！　はい！　もふもふは我慢します！　キッチンに戻ります。

「じゃあ、またね！」
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「きゃぁーっ！」

　キッチンに戻る途中、食堂の厨房とは逆側の方向から悲鳴が上がった。

　え？　何？　何？

　急いで駆けつけると、悲鳴を聞いて集まった人たちがたくさんいた。

「急いで医務室にっ！」

「一体何が起きたんだ」

　医務室？

　兵に問われていたのはローゼさんだった。さっきの悲鳴はローゼさんだったのかな？

「私が通りかかったときには、すでにこの人が倒れていて……近づいたら……血を吐いていて……」

　え？　血を吐いて誰かが倒れていた？

「まさか、毒？　きのう毒きのこ事件があったばかりだというのに……。いったい誰が」

　兵に事情を聴きかれていたローゼさんと目が合った。

「彼女よ。あの女が犯人だわ！」

　はい？

　ローゼさんの指がこちらをさした。え？　彼女って誰？　きょろきょろ？

　人の波が私から距きよ離りを置くように割れた。

「私、見たの。この間彼女がこの兵ともめているのを」

　えええ？　私のことを言ってる？

　足元に倒れている兵の顔を見る。あ、胃が悪くて口の臭い兵だ！　もめた記憶はないけど、確かに会話はした。

　血を吐いて倒れてるってことは、もしかして胃に穴でも開いた？　え？　大変だよっ！　でもそこまで胃が悪かったかな？　タンカに乗せられる兵を見ながら首をかしげる。

「きっと、振られた腹いせに毒を盛ったのよ！　あの女は男を探すために料理コンテストに参加したって言ってたし」

　ローゼさんの目に憎悪の炎ほのおが見える。

「ち、違います」

　色々と違う。

「そういやぁ、噂で聞いたぞ。男あさりに来てるとかなんとか」

「ああ。かわいい顔して思い通りにならないと毒を盛るとか、怖いな。コンテストに参加できたのも卑怯な手を使ったんじゃないか？」

　ぼそぼそとささやきが聞こえる。ちょっと、誤解だよっ！

　男あさりになんて来てないって！

「えっと、私、本当に違います！」

「違う？　じゃあ、今まで調理もせずにどこに行っていたの？　姿が見えなかったけれど」

　ローゼさんに追及され、素直に答える。

「果樹園です。扉の向こうの」

　それを聞いてローゼさんが怪訝な表情を浮かべる。

「扉の向こう？　どこの扉ですの？」

「ずっと向こう、奥おくにある果樹園の壁かべの扉です！　その扉の向こうにいました」

　果樹園のある方向を指さす。

「あら、あら、あらあら、皆みな様さま、お聞きになりまして？」

　ローゼさんが楽しそうに周りに集まった人の顔を見ながら口を開いた。

「リーアさん、噓をつくならもっと上手についた方がいいですわよ？」

　噓じゃないのに。なぜか周りにいる人たちはローゼさんの言葉に、私が犯人だと信じかけているようだ。

「果樹園の扉とは開かずの扉のことでしょう？　決して誰も入ることができない、太古の魔法がかけられた扉。向こうになど行けるはずもありませんわ」

　開かずの扉？　簡単に開くけど？

　ちょっと待って、そういえば初めて少年に会った時もどうやって入ってきたかと驚かれたよね？

　少し前までは開かなかったってこと？　それとも別の扉の話？

「素直に白状したらどうなんです？　人目を忍しのんで、その兵と会っていたと」

「会ってません！」

　私が会っていたのは、少年と猫！　もふもふなでなで天国にいたんだから！

「まだ、毒を持っているかもしれないわ！」

　ローゼさんがすぐ目の前に立ち、私の服のポケットに手を入れた。

「あった！」

　って、毒なんて持ってないってばっ！

「それは塩ですっ！」

　ローゼさんの手には、私のエプロンから取り出した小さな巾着が握られていた。

　巾着の中には藻塩が入っている。

　なぜ持ち歩いているかって？

　そりゃ塩をかけたらすぐにおいしくいただけるものが世の中にはたくさんあるから。いつ出会いがあるかわからないし、持ち歩き必ひつ須すでしょ？

「噓をおっしゃい、塩がこんな色をしているものですか！」

　と、ローゼさんが巾着の中身を少し取り出して言った。

　いやいや、藻塩はその色！　茶色っぽいのが藻塩の色だよっ！

　水を張った桶おけを誰かが持ってきた。中には三匹の魚が泳いでいる。すぐに、ローゼさんが、巾着の中身を半分ほど水の中に入れた。

　しばらくして、泳いでいた魚たちが白い腹を見せて浮かんだ。

「きゃーっ、魚が死んだわ！」

　噓……！

「とらえろ！」

「毒だ、毒！　この女毒を持っていたぞ！」

　噓、毒のはずがないわ。

　そっと片目をつむる。藻塩からは怪しい色は見えない。それなのにどうして？

　藻塩を入れたら、さっきまで元気に泳いでいた魚が死んでしまった。

「怖いわ、怖い……」

　ローゼさんが恐きよう怖ふというよりは幸福に満ちたような目で私を見た。

「ダリ様にこんな悪女がまとわりついていたなんて、本当に怖いわ。うふふ、良かった。ダリ様を私、お守りできたのね！」

　ダリさん？　ダリさんを守る？

　ぼんやりとしていたら、両りよう脇わきに兵が立ち、腕をつかまれた。

「姉ちゃんをリーアを離せ！　リーアが毒なんて使うはずがないっ！」

　騒ぎを聞きつけたウイルが私の元へ駆けつけようとして、三人の兵に止められた。

「調理担当は、お前だったんだろう。だったら、お前が毒を入れたのか？」

　ウイルに兵の一人が威い圧あつ的てきに質問した。

「違う、違う、ウイルの作る料理はどれもおいしいものばかりよっ！」

　ウイルが毒を入れるはずなんかない！　毒を入れたら、私がすぐに気が付くもの！

「毒なんて、毒のある食べ物なんて……あの人たちが作る料理の方が、よっぽど毒されてるわっ！」

　体に悪そうな色の料理が並んでいた。

　公爵領のキッチンを指さす。

「馬鹿が！　公爵家の料理人が毒など入れるものか！」

　バシン。

　頰が熱い。私の腕をつかんでいた兵が、太い腕を振り下ろしていた。

　ああ、打たれたんだ。

「リーアに何をするっ！」

　ウイルが押さえつけていた兵の一人を蹴けった。

「押さえろ！」

　腕を押さえていた兵のみぞおちに頭ず突つきをし、間かん髪はつを容いれずにもう一人の兵が振り下ろした拳こぶしを避さけて背中を蹴る。

　突っ込んできていた兵はそのままもう一人の兵へと倒れこんだ。

「待て！」

　慌ててもう一人の兵が手をつかもうとしたがそれをかわして、ウイルは私の元へと走ってきた。

　両腕を開いたウイルの体にすっぽりと包まれる。

「リーア、帰ろう、もう、こんなところにいる必要なんてないっ！」

「ウイル？」

　苦しいほど強く抱きしめられ、ウイルは身長だけじゃなくていつの間にか胸むな板いたも厚く、腕も太くなっているのに気が付いた。

「なぁ、料理コンテストなんて、どうだっていいんだ、そうだろ？」

　もう、ウイルは私の知っている子供ではないんだ……。

　もうすぐウイルは成人してしまう。成人してしまったウイルは、おやま食堂を出て行ってしまうの？

　急にそのことが怖くなった。

　ウイルが、いなくなってしまうっ！

　しっかりと私を抱きしめていたウイルの体が消えた。

「抵てい抗こうするということは、やましいことがあるんだろう！」

「おとなしくしろっ！」

　再びウイルは兵に取り押さえられた。

　抵抗できないようにと今度は五人がかりで地面に押さえつけられる。

「やめてっ！　ウイルを離して！」

　私から、ウイルを奪わないで！

　縄なわで縛しばられるウイルが、私の目を見ている。

　ウイルに伸ばした手は、ウイルには届かない。私の腕も兵に拘こう束そくされたままだ。

「リーア、婿むこなら俺がなってやる！　だから、もう帰ろう！」

　ウイルが婿に？

「くだらない料理コンテストなんてやめて、帰ろう！　俺がいればいいだろう？」

　ああ、ウイルは私の婿探しのために、一緒に王都に来てくれたんだ……。

　料理コンテストに出たのも、私のために……。

　私の、私の……。

　私のせいで！

「ウイル、ウイルを離して！　私が悪いの！　私が、ウイルは関係ないっ！」

　ウイルが兵に縄をかけられて連れていかれる。

「リーア！」

「ウイル！　やだ、ウイルを連れて行かないでぇ！」

　どれだけ叫んでも、縄に縛られて引きずられるように連れていかれるウイルの姿はどんどんと小さくなった。

　見えない、やだ、ウイル……。

　姿が、ウイルの姿がもう見えない。

「ウイ───ル！」

「さぁ、お前も縄を打たれたくないならおとなしく来い」

　ウイルを、巻き込んでしまった。

　ナリナちゃんが両肩をダリさんに支えられながら真っ青な顔でこちらを見ている。

「リーアはそんなことするような人じゃありませんわ……何かの間違いですわ……」

　皆が私を犯罪者を見るような目で見ている。だけど、ナリナちゃんは違った。今にも涙があふれだしそうだ。




「みんな馬鹿なの？」

　突とつ然ぜん聞こえた子供の声に、一いつ瞬しゆんにして場が静まり返った。

　そりゃそうだ。この場に子供がいるはずないのだから。だけど、身なりのいい服装をした少年が立っていた。

　少年だ。

「川の魚は海では生きていられないんだよ？　知らないの？」

　少年が、腹を見せて浮かんでいる魚を指さした。

「それ、川の魚だよね？　水に塩を入れたら死ぬに決まってるじゃない？」

　おお！　そうなんだ！　知らなかった！　ありがとう少年！

「そうよ、ただの塩なんだから！　これで毒じゃないってわかったでしょう？　ウイルを返して！」

　私の言葉に、兵たちは動かない。

　どうして！

　魚が死んだのは毒のせいじゃないって分かったのに！

「毒かどうか確かめるなら舐なめたらいいじゃない」

　少年がふぅっと、小さなため息をつき、馬鹿にしたような顔で、一向に動こうとしない周りの大人たちを見る。

　ローゼさんの手から藻塩の入った巾着を受け取り、手の平に少し藻塩を出した。

　もちろん毒じゃないから、何の躊躇もせずにすぐにぺろりと藻塩を舐める。

「ほら、毒じゃないでしょ？」

　なんともない私を見て人々の表情も緩んだ。

「ふん、少量では効果がないだけじゃないの？　毒を扱う人間は毒に慣れさせて耐たい性せいがあるって聞いたこともあるわ！　それに、解げ毒どく剤ざいを先に飲んでいれば効くはずないじゃない！　だから、それが毒じゃない証しよう拠こになんかならないわ！」

　ローゼさんの言葉に、緩みかけた空気がまた引ひき締しまった。

「じゃぁ、これならどう？」

　少年が小皿に藻塩を出して地面に置いた。

「来て、トト」

　てとてとと、少年に言われてどこからともなくトトちゃんがやってきた。

　少年の言葉が分かるのか、すぐにトトちゃんはベロリと大量の藻塩を舐める。

　ああ、トトちゃん、塩をそんなにたくさん……しょっぱいよっ！　かわいそうに！

「トトちゃん、やめて！　無理しないで！」

　緩んだ兵の手を逃のがれて、トトちゃんのもとに駆けつけ抱きあげる。

「あはははっ、見て、都合が悪いから途中で止めたのよ！　やっぱり彼女が犯人よっ！」

　ローゼさんが勝かち誇ほこったように、高らかに笑い声をあげた。

「イチール領は失格よ！　さぁ、さっさとこの場から立ち去りなさい！」

　兵たちが再び私の腕を取る。

「違います、本当に、これは塩で毒じゃないし……。私は何もしてない、信じてくださいっ！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いわね」

　ローゼさんがふんっと鼻で笑った。

「あなたは、どこにいたのか証明できない上に、動機がある。他に、それだけ条件が揃っている人がいるかしら？」

　私が犯人だという自信満々なローゼさんの様子に、周りの人々も私が犯人に違いないと信じてしまっているようだ。

　違う、違う！　私も、ウイルも、毒なんて！

　そうだ、……扉の向こうの果樹園には少年がいたんだから、少年に言ってもらえれば。

　口を開こうとしてハッとする。巻き込めば、少年も非難されちゃうかも……。

「そういえば三の円で売っていた藻塩は白かったぞ。その塩の色おかしいよな。やっぱりあれは毒が混ぜてあるんじゃないのか？」

「遅ち効こう性せいの毒を兵たちに与あたえて戦力に打だ撃げきを与える、隣りん国ごくのスパイかもしれないぞ」

「イチール領がすでに隣国と通じているのかもしれない」

「国境沿いの領だ。可能性はあるな」

　どんどん話が大きくなっていく。

「違う、違う、違うっ！」

　なんで、どうして……。

「優勝を狙っていないと言っていたが、油断させるための噓かもしれない」

「昨日のきのこ事件も怪しいぞ。なぜ犯人が分かったんだ？　裏で糸を引いていたんじゃないのか？」

　ああ、あああ！　違うのに！

　どうしたらいいのっ！

　胸に抱いたトトちゃんが、ぺろりと心配そうに私の手ての甲こうを舐めた。

「ごめんな嬢ちゃん」

　聞き慣れた声に顔をあげると、タウロスさんがいた。

「成分は調べさせてもらう」

　残っていた藻塩の載った皿を兵の一人が手にしていた。

「奴は血を吐いて倒れていたが、命に別状はなさそうだ。意識が戻れば証言を得られるだろう。それで犯人が分かれば、すぐに解放される」

　申し訳なさそうな顔をしつつも、仕事は仕事だ。

　兵たちに私を拘束し、牢ろうへ連れていくように命じた。

「さぁ、行くぞ！」

　ガチリと両脇から腕を取られる。

「あ、トトっ！」

　胸むな元もとのトトが、ぴょんと飛び降り、姿を消した。

　あれ？　どこに行ったの？

「その手を離せ」

　あ！　ニラージェさん！

　少年の後ろに、ニラージェさんが現れた。一の円には出入り禁止だったはずじゃ？

「な、なんだ、どこから現れた？」

　私の腕をつかんでいた兵をニラージェさんがにらみつけた。

「離せだと？　偉そうに、お前は何者だっ！」

「リーアは毒など使わぬ。隣国のスパイ？　誰だ、そんなバカなことを言い出したのは！」

　ニラージェさんが、いつもの優やさしい表情ではない冷れい酷こくな顔を見せる。その迫力に誰も口を開かず黙ったままだ。

　沈ちん黙もくを破ったのはローゼさんだった。

「だっ、騙されているのですわ！　その女は、男あさりが何よりも好きな女ですのよ？　どんな方法を使っているのかは知りませんが、次々と男を惑まどわしていく。ダリ様だけではなく、あの人も、その人も！」

　は？　惑わす？

　ローゼさんが、タウロスさんを指さした。

　まったく身に覚えがありません。

「そうだわ！　毒を使うくらいですもの。男を惑わす媚び薬やくも使っているのかもしれませんわ！　あなたも、この女に騙されているのよっ！」

　ローゼさんがニラージェさんに微笑ほほえみかけた。

「さぁ、目を覚ましてくださいませ」

　ニラージェさんに伸ばしたローゼさんの手が、見えない何かにはじかれる。

「な、何？」

　ニラージェさんが、私の脇にいる兵に手の平を向けると、見えない何かの衝しよう撃げきで兵が後ろにふっとんだ。

　そういえば、ニラージェさん、魔法が使えたんだった。すごいなぁ、手も触れずに人を倒せるなんて。

「リーアは私の大切な人だ」

　大切な……。うん。ありがとう。

　おいしいもの一緒においしいって食べられる人は大切だ。

「誰も、リーアを傷つけることは許さぬ。毒など、我わが巫女が見み逃のがすはずないだろう」

　巫女？　我が巫女って誰？

　確か、巫女様は何年も前にいなくなったってカシェットさんが言っていた。それは間違いなの？

　どこかにいるなら、毒を見逃さないなら、出てきて私やウイルは無実だって皆に教えてよっ！

「我が巫女？　わけのわからないことを！」

「そもそもどこから現れたんだ？　この男」

「怪しい、その女の仲間かもしれないぞ」

「敵国の者か？　見たこともない術を使っていた」

　ざわざわとニラージェさんに悪意が放たれていく。

　ああ、私をかばったがために、ニラージェさんまで悪く言われるなんて！

「ありがとうニラージェさん。大丈夫です。私の無実は、きっとすぐに証明されますから……」

　ニラージェさんの耳元でささやいてから、前を向く。

「タウロスさん、ニラージェさんは関係ありません。私、牢屋へ行きます」

「リーア、ダメだ！　巫女を牢屋になど」

　え？　巫女？

　まさか、ニラージェさんの言う巫女って私のこと？

「ああ！　そうですわ！　ウイルがリーアに巫女の力を使うなと言っていましたわ！　リーア、あなた本当に巫女でしたの？」

　ナリナちゃんが声をあげた。

「巫女？」

「どういうことだ」

　ざわざわと騒ぐ人をかき分けて、ゴマルク公爵様が姿を現した。

「巫女が現れたと言うのは本当のことですか？」

　息を切らせてゴマルク公爵様がきょろきょろと人を探している。

　ひぃー。なんだかすごく大事になってる。

「す、すいません、巫女の力っていうのは、私が勝手にそう思い込んでいるだけで……。あの、その、ひーひーおばあちゃんが昔巫女だったから、その、私の不思議な力も巫女の力なんじゃないかって……言っていただけで……」

　ゴマルク公爵様がドドドドッと地じ響ひびきがするくらいの勢いで私の元へと走ってきた。

「娘、今の話は本当か？　高祖母が巫女だったというのは！」

　ふえええ。噓じゃないけど、噓じゃないけど……。

「は、はい。そう聞いております。両親も祖父母から聞いただけで、本当かどうかは……何か証拠があるのかと言われると……」

　そもそも、ニャンドラ王国の北ほく端たんの小さな領にどうして巫女様が来たのかってところからよく考えると変な話だったりするよね。

「確かめなくたって分かるさ。リーアは確かに巫女だ」

　ニラージェさんの手が伸びて、後ろからぎゅっと抱きしめられた。

　えっと、えーっと……。

「血を引いていようがいまいが関係ない。今、ここに、我が巫女がいることが大切だ」

　ニラージェさんがゴマルク公爵様に向かってかなり生意気な口をきいているような気がするんだけど。

　確かゴマルク公爵様は宰さい相しようよね？

　公爵っていうだけでかなり立派な方なのに、そのうえ宰相っていうことは、相当立派な立場な人のわけで。

「娘に問う、巫女の力と言っていた能力とは何だ？」

　ゴマルク公爵様はニラージェさんの発言などまったく聞こえないかのように私に問うた。

　皆の注目が集まっている。

　うううう。こ、ここで、言わなくちゃだめだろうか。

　もういっそのことさっさと牢屋に入れてください！

　巫女の血が……巫女の力だと私が言っていたのが、おいしいものを見つける力だなんて……！

　怒られる、怒られちゃうよーっ！

　だけど、言わないわけにはいかない雰ふん囲い気きだ。ううう、ううう。

　ゴマルク公爵様がじりじりと少しずつ近づいている。答えを聞くまで逃がさないと言わんばかりだ。

　ええーん。ウイル、ごめんよ。巫女様に失礼だろうとウイルがよく言っていたよね。確かに、巫女の血のおかげでおいしいものが分かるとか言ってた私がおろかだったよ。

「おいしいものが分かるんです」

　小さな声で言って、顔を伏ふせた。

　怖くて見られない。ゴマルク公爵様の顔も、周りの人たちの顔も。

「それだけではあるまい！」

　ゴマルク公爵様が興奮した様子で声をあげた。

「恐おそれながら、あの、それだけです。申し訳ありませんっ！　巫女の血とか関係ないですよね。あの、でも、なんか声みたいなものを感じて、おいしいよとか、にがいよとか……あと、その……まずそうな色とかなんかそういうのも分かるっていうか……」

　土下座したいっ。

　あいにくと後ろからニラージェさんにホールドされてるのでそれもできない。

「それだけじゃないぞ」

　え？

　少年がゴマルク公爵様の豊満な腹をとぷとぷと叩いた。

　少年！　偉い人だよ、ゴマルク公爵様は！　いくら貴族でも、それ、ダメだよっ！

「リーアの手料理を食べると力が湧わく。リーアがおいしくなれと声をかけた植物は力を持つ」

　ふえええ？　少年は私をかばおうとしてるの？

　おいしいものを食べれば誰だって力は湧くし、おいしくなれという気持ちで接すれば、誰だって食べ物はきらきらしておいしくなるよ？

　っていうか、私の料理の腕が壊かい滅めつ的てきで、料理担当はウイルだってみんな知ってるよー。手料理とか……少し手伝ったくらいだから！

「なんと！　なんと！　なんと！　なんと！」

「噓じゃない。これ、リーアが力を与えたリンゴで作ってもらったアップルパイ」

　いつの間に持ってきていたのか、少年が出来立てホカホカのおいしそうなアップルパイを持っていた。

　うっわー、おいしそう。

　おいしいよ。あまいよ。おいしくなったよ。さいこうだよ。

　いっぱい声が。うひょうっ。こんな時なのに、よ、よ、よだれが！

「ひー、すいません、……あの、拭ふいてもいいですか？」

　もう、私のバカたれー！

「ふ、ふふふふっ、ははははっ」

　ゴマルク公爵様が笑いだした。

「リーア」

　ニラージェさんの腕の中から出てハンカチを取り出そうとしたんだけど、ニラージェさんは手を離してくれなかった。

　いや、お願い、よだれたらしたまま、注目を浴びるなんて……。

　おおう、助けて！

　ぺろり。

　ぎゃーっ！

　さすがによだれ姿はいやだと思ったけれど……。

　突然ニラージェさんの顔が後ろからひょいと出て、あっという間に口元をぺろりとされた。

　ニラージェさん、ちょっと、よだれをなめとってくれるとか、それもどうなんでしょうかっ！

「何ですの！　そのイチャイチャな茶番は！」

　ローゼさんがお湯を沸ふつ騰とうさせたような怒った表情を見せる。

「ゴマルク公爵様もあきれて笑い出しておいでですわ！　巫女を語る敵国のスパイなど、すぐに捕とらえて、いえ、ここで処分するべきです！」

「そ、そうだ！　あの謎なぞの男も一緒に捕つかまえろ！　貴族のような服装をしているが見たことのない顔だ！」

　貴族の護衛もしている者だろうか。騎士から声が上がる。

「確かに、あそこまでの容姿をしていれば噂にもなっているだろうが、知らぬのだ。貴族ではない！」

　と、他の者からも声があがった。

　確かに、ここまで人並み外れた超絶美形がいたら、どこどこのだれだれだって、名が知れ渡っていても不思議じゃないよね。

「そうだ、プラチナブロンドの髪を持つ貴族はいなかったはずだ。貴族年ねん鑑かんにも記き載さいはなかった」

　と、別の誰かが決定的な証拠をつかんだとばかりに高らかに発言した。

　貴族じゃなかったの？　立ち入り禁止だったのは、貴族じゃなかったから？　豪ごう商しようか何かなのかな？

「やれやれ、勉強不足の者たちにも困ったものじゃな」

　ゴマルク公爵様が、ため息をつくと少年の手からアップルパイを一切れ取り、ニラージェさんの口に運んだ。

「真実を見せてやってください陛へい下か」

　ん？　陛下？

　陛下って？　王様のこと？

　誰が？

　ニラージェさんがゴマルク公爵様に差し出されたパイを食べる音が聞こえた。

　サクッ。もぐもぐごっくんって。

　きゃーおいしそう！

　やばい、またよだれが！　垂れると思ったら、ゴマルク公爵様がすっと両手にアップルパイを持ち、片方を差し出してくれた。

「さぁ、巫女様もおひとつどうぞ」

　ん？　巫女の血がって話を信じてくれたのかな？　それとも、これは皮肉？

　どっちでもいいや。

　おいしそうな食べ物を目の前に差し出された、その真実だけしか私には見えない。

　パクリ。

「うんまぁー。おいしい、はぐはぐ」

「そうですな、本当においしいですな」

　ゴマルク公爵様も満面の笑みでアップルパイを食べていた。

　ピカーと周りが明るくなっているのも、人々が驚いた声をあげているのもどうでもよかった。

　おいしい。パイ生地はサクサク。リンゴの少しの酸味と甘みが口の中にじゅわっと広がる。何かクリームも入っているようだ。トロリとした甘さがリンゴを包つつみ込こんでおいしさを増している。ああ、そして、シナモンの香りが、何とリンゴと合うのだろう！

　このパイを作った人は天才！

「本当にうまいな」

　横では少年も一切れ食べていた。

「あの酸っぱいだけで邪魔だと思っていたリンゴが……。さすがリーアだ」

　少年が褒ほめてくれますが、

「パイを作った人が腕がいいんですよ」

「ああ、作ったのそいつだ。リーアがそいつの作ったお菓子をおいしそうに食べてたからな。作らせてみた」

　へ？

　少年がそいつと呼んだのは

「ダリさんっ！　ダリさんが作ったんですね！」

　おいしいはずだ！

「なんと、巫女様ご推すい薦せんのパティシエですか。ぜひとも我が屋や敷しきの料理人としてスカウトせねば！」

「残念だなじぃ。もうすでに俺が声をかけた」

　ふえ？　少年がゴマルク公爵様のことを、じぃと呼んだ？

　いったいどんな関係なの？

「宰相、ね、ね、猫竜様が！　猫竜様がお姿を現しました！」

　焦った様子の官服の男がゴマルク宰相に声をかけた。

　え？　見上げるほど大きな巨きよ体たいが、すぐ後ろにあった。

　うわっ、いつの間に！　全然気が付かなかったよ。

　アップルパイに夢中になりすぎ？

　違うよ！　ほら、背中に目がないから仕方ないじゃないっ！　位置的に見えてたであろうゴマルク公爵様と少年も普通に会話してたし、気が付くわけないよっ！

「さて、仕事をするかのぉ……儂ももう少しアップルパイを味わいたかったのだが……」

　ゴマルク公爵様がふはーと大きく息を吐いて人々に体を向けた。
















「猫竜様の力の源みなもとは食事じゃ。浄じよう化かされたおいしい食べ物を食べることで力が満ちるのである。ゆえに猫竜様のお食事に害するものが混ざらぬよう見み極きわめるのが巫女様の仕事じゃ」

　うおう、マジっすか！

　そりゃ、人間もよい食べ物を食べれば元気になるし、悪い食べ物食べ続けると体を壊すから、不思議じゃない。

　うん。体が大きな分、猫竜様は食事の影えい響きようをより多く受けても不思議じゃない。

「かつて偉い大だいなる癒しの巫女様は、そのお力で、猫竜様の口に入る食べ物を選別なさった。そして、食べ物を扱う者を選びなさった。食べ物を浄化できる者、おいしいものを選べる者、害ある物を排はい除じよできる者……。より力の満ちる料理を作れる者。それが三の円の王室御用達の者たちや王室の調理人たちだった。だが、代だい替がわりする間に、浄化の力を持つ者は減ってしまった……これも時代なのか……」

　んー、浄化の力のある人なんているんだ。

　いや、待って？　浄化の力って、食べ物をおいしくできる人のこと？

　おいしくなぁれって食べ物に愛情をもって接することができる人のこと？

　だったら……。

「いるよ。食べ物をとってもおいしくできる人ならいっぱい。三の円の王室御用達の店の人たちは逆に食べ物に呪いをかけちゃう人が多かったけど、外円には素敵な人いっぱいいた」

「なんと、なんと！　巫女様、それは本当ですかな？　呪いを……王室御用達の店の者たちは食べ物に呪いをかけていたのですか！」

　呪いっていうか、まぁなんかまずくなるような気を発していたというか……。

「それで、手を変え品を変え色々と食事を工く夫ふうしていたにもかかわらず、猫竜様のお力がお戻りにならなかったのか。三十年もの長きに渡り猫竜姿に変化するだけのお力もなかったのは、まさか王室御用達の店が原因だったとは。なんということだ。なんという……呪いとは……」

　まずい～。呪いなんて実際にはなくて言葉のあやなんだよぉ。

「あの、えっと、その、私、巫女じゃないのに、偉そうなこと言っちゃって……。ゴマルク公爵様……呪いというのは、その……」

「何言ってんの？　巫女だよ。誰が文句を言おうと俺が巫女にしてやる」

　少年がふんっと鼻を鳴らす。

　すると「にゃぎゃーっにゃぎゃーっ！」と、猫竜様が大きな声を出した。

　ふおう、すごい大声。

「ちっ。リーアは僕が先に見つけたんだからなっ！　って何度言わせるんだよ。でもなぁ、巫女がいないと困るってのは分かるから、少しだけ僕のリーアを貸してやる」

　と、少年が猫竜様に話しかけた。

　ん？　え？　会話ができるの？

「皆の者、聞いたであろう！　猫竜王様のお言葉を！　陛下の、そして殿でん下かのお言葉を！」

　ゴマルク公爵様が口を開いた。

　にゃぎゃーじゃわからないけど、他の人にはわかるの？

　っていうか、陛下とか殿下はいつ何を話したの？

　あれ？　もしかして、猫竜語の学習とかも神父様に教えてもらうの？

「彼女こそ新たなる巫女。文句がある者はいるか！」

　ゴマルク公爵様が今までと違う一段低い声を出した。

　さーっとローゼさんの顔が青ざめている。

　そして、今まで毒だと騒いでいた者たちがひざまずいて頭を垂れてた。

「巫女様、お許しください」

　ブルブル震えながら、私を犯人扱いした者たちが頭を下げた。

　すると、突然猫竜王様が大きな声をあげ、頭を下げていた人たちが、腰を抜かして尻しりもちをついた。

「うるさいなぁ。食べたいならまた作ってもらえばいいだろう！　これは僕の！　それから、最後の一切れは」

　何やら巨体の猫竜王様が少年が手にしたアップルパイを爪つめの先でひっかけて奪おうとしているようだ。

　えーっと、仲良し？　この少年って何者？

　っていうか、猫竜様、ブルブル震えている人たちガン無視なんだ。今の大声も、頭を下げた人じゃなくて「アップルパイ食べるー」って意味なのね……。

　うん、まぁ、そうだよね。おいしいもの目の前にしたら他の事どうでもよくなるよね。って、それって私にそっくり。なんだかすごく親近感。

「最後の一切れはリーアにあげるんだっ！」

　少年が私にアップルパイを差し出してくれた。

　よ、だ、れ！　でも、食べない。

「ありがとう。でも、これ……」

　我慢だ、我慢。おいしいものは、一人で食べてもおいしいけれど、みんなで食べるともっとおいしい。

　それから、大切な人と一緒に分けて食べれば、もっともっとおいしくなるんだ。

「ウイルと一緒に食べたい」

　私の言葉に、ゴマルク公爵様が大きなお腹を揺らしながら笑った。

「おお、おお、そうじゃった。巫女様の舌を満足させる立派な料理人のことを忘れておった。すぐに丁てい重ちようにお連れしろ！」

　えっと？　なんで巫女様って呼ぶかな？　まさか、本当に私が巫女になるとか言わないよね？

「お、お待ちください！」

　青ざめた顔のローゼさんがそれでもしっかりとした口調でゴマルク公爵様に話しかけた。

「彼女が巫女というのには納得がいきません」

　うん。だよね、私も、何で私が巫女なの？　って思うくらいだから。

「ほほう、なぜだ？」

「その女は信用できません。敵国のスパイではなくとも、男を探すために来たと公言するような女です。巫女の血が流れていると言っていますが、何の証拠もありませんし……その、何らかの手段でその女に騙されている恐れも……」

　ローゼさんの声が最後は少し小さくなった。

「僕が騙されてる？」

　少年がムッとする。

「殿下、人々の言葉に耳を傾かたむけるのも仕事のうちですぞ。納得できない人事を行えば国が乱れます故ゆえ、納得していただくしかありませぬ」

　ゴマルク公爵様が、少年に「殿下」と呼びかけた。

　え？

　えええ？

　ええーっ！

「まったくじぃはうるさいな。わかったよ、娘、話を続けよ」

　うおおお、マジなのですか！

　殿下ってことは、王子様？

　猫竜王の息子むすこ？

　え？　でも、人の姿してるよ？

　あ、そうだ。聞いたことあるぞ。

　猫竜様の逆鱗から生まれるのが猫竜で、猫竜様の奥さんが産むのは人間だって。

　あれ？　じゃぁ、猫竜様は奥さんいるんじゃん。妃探ししてるって言ってなかった？　亡くなったの？　それとも愛人っていうか、側室？　うーん、よくわかんないや。

「は、はい。先ほど、宰相様が巫女は食材を選別するのがお仕事だと……。おいしい食材を選ぶのは私も得意でございます。料理コンテストに出場する者として、食材の善よし悪あしを見み抜ぬくことなど基本中の基本でございます」

　基本……っていうか、むしろ私はおいしい食材を選ぶしかできない無能だけど……。

　ローゼさんの言葉に、公爵領代表の男が一人前に進み出た。

「お前はうちの代表者だったな。なんだ？」

　ゴマルク公爵領の人なのか。

「私も、彼女が巫女だということには納得できません。彼女が選んで買ってきた肉が、臭くて硬い悪い肉だったことは皆知っています。幸いにして調理方法に助けられていましたが……。さらに、翌日には肉の種類を知らないような注文をしていました。とても、巫女として食材を選別することに長たけているとは思えないのです」

　少年……いや、殿下があーあと退たい屈くつそうに地面を足でぐりぐりしている。

「そういうあれじゃないっての、わかんないかな？　いいよ。おいしいと思うの選んで持ってきなよ」

　半ばやけっぱちにも聞こえる口調で、殿下がローゼさんに言った。

「は、はい！　少々お待ちくださいませ、殿下！　殿下のためにとびきりおいしいものを探してまいります！」

　すぐにローゼさんはキッチンへと向かい、ブドウを手に戻ってきた。

　軸じくが青くて、粒つぶの形が揃っている。濃い紫色に白い粉がふいたような色をしているのはおいしいと、外円の店の人が言っていた。

　新鮮で大粒の甘くてみずみずしいブドウだ……とはわかるけど。おいしいよって声はない。

　少年がブドウをちらりと見て、なぜだか私の顔を見た。そして嫌そうに眉根を寄せる。

「リーアがよだれたらしてないってことは、おいしくないってことか。はぁー」

　ちょっと、少年！　じゃなくて、殿下ぁ！

　私はおいしいもの見ていつもよだれたらしているわけじゃないんですからね！　よだれを判断材料に使わないでくださいっ！

　ぐぬぬっ。

　少年が、ローゼさんの持ってきたブドウの房ふさに手を伸ばした。

「殿下、ブドウは上の方についているものが下よりもさらに甘いのですわ。そうですわね、特にこの粒がおいしいかと思います」

　ローゼさんは、先ほどまでのように青い顔はしていない。自信に満ちた様子でブドウの粒を少年に手渡した。

　ぱくん。

　少年が皮ごとブドウを口の中に放ほうり込こむ。

「うえ。ピリピリする」

　と言ったかと思うと、少年の姿が搔かき消きえた。

　少年のいたはずの場所には、非常に物ぶつ騒そうな生き物がいた。

「にーにーっ」

　そう、人間の精神を簡単に崩壊させる物騒な……。

「きゃうーっ、かわいい！　なんて、なんてかわいい子こ猫ねこちゃんなのっ！」

「にーっ、にーにーっ！」

　真っ黒で目がまんまるの子猫が！

　子猫が青い瞳ひとみで私の顔を見ている。

「撫でてもいい？　抱っこさせてくれる？」

　つい、子猫に心奪われ、少年が目の前から姿を消したこととか、巫女の話のこととか忘れてしまった。

　もふもふ。

　きゃうううっ。やわらかぁい。子猫だから、猫の毛が大人よりも細くて柔らかい。

　ああ、肉球も柔らかいかな、触っても怒らないかな。

　抱き上げた子猫の後うしろ足に手を伸ばしたところで、ぴょんっと子猫が逃げた。

「で、殿下！」

　ゴマルク公爵様が、慌てて子猫に近寄る。

　は？

　い？

　殿下？

「何を食べさせたのだ、殿下が力を失って、人型を保っていられなくなるとは！」

　ゴマルク公爵様がローゼさんの顔を見た。

「わ、わたし……」

「猫竜様は、猫竜の姿を維い持じするのにとても力を必要とする。それゆえ、普ふ段だんは人の姿を取っておられる。だが、力を失うと人の姿を保つことすら困難になり猫のお姿になってしまわれるのだ。知らぬわけではないだろう？」

　え──！

　そうなの？

　もしかして常識なの？　あ、神父さまのお話をちゃんと聞いてれば知ってるような有名な話なのかな……。

　すいません。常識知らずです。

　ってことは、つまり、この子猫が殿下？　少年だっていうの？

　しゃがんで再び子猫に手を伸ばすと、子猫が私がウイルに食べさせようと持っていたアップルパイにかじりつこうとした。

「にーにににー、ににーっ」

　ごめん。ウイル。

　子猫の誘ゆう惑わくには勝てない。

　ウイルよりも子猫ちゃんにあげる！

「はい、どうぞ」

　アップルパイを食べやすいように小さくちぎって子猫ちゃんのお口に運ぶ。

　ぱくん。

　うひゃー、かわいいのっ！　かわいいのよっ～。

　もう一口と手を差し出すと、子猫ちゃんがピカーっと光って、みるみる少年の姿に変化した。

　うわー！

「本当に、子猫が人間の姿に変わった……」

　びっくり。

「わかったか！　お前の選んだ食べ物は人には無害でも僕には、猫竜には毒だ。力を失う。巫女が手にする食べ物は力をもたらす。トトが……父様が三十年ぶりに猫竜の姿に変化できたのも、巫女の選んだものを食べたからだ」

　トト？

「そういえば、イチール領が到とう着ちやくしてからだ、猫竜王様がお姿を現したのは」

「ということは……本当に、巫女様……」

「申し訳ありません。巫女様のお力を疑うような発言をいたしましたことをお詫わびいたします」

　ゴマルク公爵領代表の男が深く頭を下げた。

　あれ？　巫女様の力って、もしかして本当にあるの？

　っていうか、えーっと、私の力？　え？　噓だよね？

　えーっと……。

　急に影かげが落ち、見上げると猫竜様の姿がそこにあった。

　やっぱり大きいなぁと思っていると、パッと姿が消え足元にトトちゃんがいた。

「にゃんにゃー、にゃにゃっ」

　トトちゃんが前足で、てしてしと私の足を叩いて何かを訴えている。

「あ、もしかして、トトちゃん、これが食べたいの？」

　残りのアップルパイを差し出す。

「あー、トトずるい！」

「にゃにゃにゃっ！」

「リーアから食べさせてもらったお前こそずるいって？　それは仕方ないだろう！　猫の姿になっちゃったんだし！　っていうか、トトは力が満ちてるんだから猫の姿に今なる必要はないだろう！」

「にゃんにゃーっ！」

「猫の姿のほうが、リーアから食べさせてもらえるって、ずるいぞ！　ずるい！　僕はまだ自由に変形をコントロールできないのに、トトだけ猫になってかわいがってもらおうとか！」

　えーっと。

　もしかして……。

　いや、もしかしなくても……。

　トトちゃんが、少年……殿下のお父さんで、陛下なの？　で、まさかの、猫竜様？

「そうだ、女、そのブドウを食べさせろ。そうすればまた猫の姿になれる！」

　少年がローゼさんに手を伸ばした。

　真っ青を通り越して真っ白な顔をしていたローゼさんは、急に話を振られて驚きのあまり意識を失った。

「陛下も殿下も、またその者にアップルパイを作ってもらえばよいでしょう。これからは巫女様がおいしいものをたくさん食べさせてくださいますから、取り合いなどせずとも……。ダリ、と言ったかな。陛下と殿下のためにもう一度アップルパイを焼いてくれぬか？」

　ゴマルク公爵様が一連の騒そう動どうを収めようと猫のトトちゃん改め陛下と、少年改め殿下の二人に声をかけている。

「は、はい！　光栄です」

　ダリさんがびしりと背筋を伸ばして答えた。

「そうそう、儂の分もよろしく頼むよ」

　ゴマルク公爵様が表情を崩して幸せそうな顔を見せる。

　おおう、あれはおいしいものを食べることを想像した顔ですな。

「さぁ陛下。今なら人型にも長い時間変身していられそうですな。最近はほとんど猫のお姿ばかりで、殿下の通訳なしでは会話もままならぬ状態でしたから、仕事が溜たまっております。さぁ、働いてください」

　ゴマルク公爵様はあっというまに表情を引き締めて陛下と殿下……猫と少年を連れて城へと戻っていった。

　猫の姿ばかり？

　そういえば、人型の陛下って見てない。どんな姿なんだろう？　少年と似てるのかな？　似てるなら髪は黒い？

　ゴマルク公爵様と、少年とトトちゃんが去った後、騒ぎに集まっていた人たちも去っていった。

　チラチラと複雑な表情で私を見ている人もいる。いや、うん。複雑だよね、複雑……。

　巫女様とか言った割に、ゴマルク公爵様、何事もなかったかのように、私を置いていったよ。あれれ？

「私、リーアが連れていかれそうになったのに、何も力になることができませんでしたわ……」

　涙目のナリナちゃんが駆け寄ってきた。

「えへへ」

　ぎゅぅーっ。

　思いっきりナリナちゃんを抱きしめる。

「そんなことないよ。信じてくれる人がいたから、心が折れなかったんだよぉ。ナリナちゃんありがとうね。やっぱり持つべきものは親友だね！」

　ぐいっとナリナちゃんが私の抱ほう擁ようを引きはがした。

「しっ、親友になった覚えはありませんわ！」

「えーっ」

「で、でも、と、友達くらいなら、なって差し上げてもよろしくってよ」

　ナリナちゃんの頰がピンクに染まる。

「わーい。ナリナちゃん大好き！」

　もう一度抱き着こうとしたら、さっと身をかわされた。

　ちぇっ。ちょっと動きが素早すぎるよっ！

「のんびりしている暇はございませんわ！　お兄様が陛下のためにアップルパイを作らなければならないのですから。リーア、リンゴを選んでちょうだい！」

　あ、そういえばそうだね。ゴマルク公爵様も食べるって言ってた。

「それからお兄様、巫女様の分も作ってくださいませ」

　ナリナちゃんがダリさんに言った。

　え？

「巫女様って？」

「あら、リーアはお兄様の作ったアップルパイがいりませんの？」

「いるっ！」

　巫女様か。アップルパイが貰えるなら、そう呼ばれるのも悪くない！




「リーア、大丈夫だったか？」

　ちょうどダリさんのアップルパイが焼きあがるころにウイルが戻ってきた。

「ウイル、ちょうどよかったぁ。出来立ておいしいよ」

　にこにこ笑いながらウイルにアップルパイの載った皿を見せる。

　ゴチンッ。

　いったぁーいっ。

「俺が、どれだけリーアの心配をしたと思ってるんだ、それなのに……そんなのんきな顔見せられたら……」

　私よりも頭半分背を追い越したウイルが、ぎゅっと私を抱きしめた。

　ふおうっ！

　最近はぎゅっなんてさせてくれないウイルが、また私をぎゅっしてくれるなんて！

　すごい。

　嬉しい。

　嬉しい！

　嬉しくて胸がばくんばくんと弾はずんでる！

「よかった、無事で」

　ウイルの心底ほっとした声が耳元で響く。

「うん、ウイルも無事でよかった。ごめんね、巻き込んじゃって」

　私の言葉に、ウイルの両腕にぐっと力がはいった。

「巻き込まれたんじゃない。リーアを守るのは当然だ……だけど、守れなかった」

　悔くやしそうなウイルの声。

「鍛えなおさないと……リーアを守れない」

「え？　私を守るために鍛えるの？」

　兵や冒ぼう険けん者しやになるために鍛えていたわけじゃないの？

　私の質問にウイルはびくりと体を浮かせてから、離れた。

　うわーん。もうぎゅっは終わりなの？　ケチ。

「なぁリーア、ここに来るまでに、巫女様が現れたとずいぶん騒ぎになっていたが、何があったんだ？」

　ビクゥ。

「えーっと、それねぇ……」

　ウイルなら、姉ちゃんが巫女なんてありえないって笑い飛ばしてくれるかな。

「なんか、私が巫女だとかゴマルク公爵様が言い始めて……はは。おかしいよね、私なんておいしいものを見つけるくらいしか特技ないのに」

　えへっと、自じ虐ぎやくの笑みをウイルに向ける。

　ウイルは、笑い飛ばしはしなかった。眉間を人差し指で押さえてため息をつく。

「先代の巫女様がいなくなって、今までずっと巫女様がいなかった理由をさっき聞いたんだよ」

　ウイルがちらりと私の姿を見る。

「『おいしいものを探しに行ってきます』って旅に出て帰らなかったらしい……」

　ん？

　なんだかシンパシーを感じる。

「そっかぁ。本当にひーひーおばあちゃんのことなら、きっとひーひーおじいさんの料理の腕にほれ込んで帰らなかったんだね」

「リーアは……」

「ん？」

　ウイルが何か言いにくそうに言葉を濁にごした。え、何？　何を言おうとしたの？

「いや、何でもない。せっかくだ、出来立てをいただこう」

　そうでした、ダリさんの作った極上アップルパァァーイ！

「儂も一緒にいいかな」

　たぷんとお腹を揺らして、ゴマルク公爵様が現れた。

　ご一緒するということは……、目の前の四等分されたアップルパイの一切れが。

　ぐぬぬっ。でも偉い人だから断るわけにはいかないよね。うううっ。

　涙目になっていると、ゴマルク公爵様が背後に控ひかえていた人に声をかけた。

「一緒にお茶もどうかな？　巫女様が何がお好みかわからなかったのでいろいろと持ってこさせた」

　と、茶葉を入れる器がいっぱい載ったトレーが差し出された。

　ブルーベリーティー、アッサム、オレンジペコ、タンポポコーヒー、緑茶にウーロン茶。

　見たことも聞いたことも飲んだこともないお茶の葉を次々と見せられる。簡単な説明をしてくれているが全然耳に入らない。だって、説明なんて聞かなくたって飲むの決まってるもん。

「それ、それにしてください！」

　まだ説明もされていないどころか、ふたを開けて中も見ていない器を一つ選ぶ。

「なぜそれを？」

「え？　だって、おいしいよーって声が……。えっと、その」

　ゴマルク公爵様が私の答えを聞いてにっこりと笑った。

「ではこれでお茶を淹いれよう。陛下と殿下にも同じものをお出しするのじゃ。いいな、他の茶葉は処分せよ」

　ふええっ！

「待って、処分とかもったいない！」

　お茶って高いんだよね。もちろん庶民の手に届くものもあるけど、あれだけの種類、珍しいものもあってきっと高いものもあるはずだ。

「それと、それと、あっちの、二番目と三番目と四番目においしそうなの、いらないならくださいっ！」

　あ、しまったぁ。処分するならくださいなんて……ちょっと意い地じ汚きたなかったかな……ううう、ウイルに怒られ……。ん？　あれ？

　ウイルが怒らない。

　ウイルの顔を見ると、ちょっと悲しそうな顔をして私とゴマルク公爵様のやり取りを見ていた。

　悲しいい？　あ、もしかして、まだアップルパイを食べられないから？

「ほほう、なるほど。二番目、三番目、四番目は巫女様のお眼鏡めがねにかなう品というわけですな。他にはどうですかな？　ほしいものがあればすべて差し上げますぞ」

　まじですか！

「じゃ、じゃぁ、五番目と六番目においしそうなのもお願いします。あとのは、えっと、その……」

　意味はよく分からないけれど、酸化してまずいよーと声が聞こえる。飲むとお腹痛くなるよーって言うのまで混じっている。

「呪いがかかっていますかな」

　公爵様の言葉にあいまいに微笑み返す。うん、色が悪いのもある。

「あの、少し貸していただけますか？」

　もし、本当に浄化の力なんてものがあれば、色が悪いおいしくないお茶の葉もおいしくなるのかな？

　ふたを開ける。おいしくなぁれ、おいしくなぁれ。

　そっと話しかけると色が少し良くなったような気がする。

「ウイル、風味の落ちたお茶の葉、お茶以外に何かに使えないかな？」

「そういえば、スモークするときにお茶の葉でスモークするとおいしくできると聞いたな」

　ウイルの言葉に、お茶の葉の色がまた少し良くなった。

「ほう、スモークに使うのか。なるほど。うまそうじゃな」

　ゴマルク公爵様の言葉で、さらにお茶の葉の色がよくなる。

「公爵様、呪いというか、悪い念みたいなものはおいしそうとかおいしくなれという人々の気持ちで晴らすことができます。食材を扱う上で一番大切なのは、人の気持ちです」

　ゴマルク公爵様が大きく頷いた。

「なるほどな。公爵領の代表が作った料理の方がよほど毒されているというのはそういうことか……」

　ぐおっ。確かにそんなこと言ったけど、ごめんなさい。侮ぶ辱じよく罪ざいとかなんかに問われる？

「人を蹴落とし優勝しようという気持ちで作った料理……腕は確かな者ばかりだが、確かに気持ちは劣おとっていたかもしれないな」

「は、はい。あの、ダリさんは純じゆん粋すいにお菓子を作るのが好きで、ウイルやマルガレットさんはおいしいっていう顔が見たくて料理を作っていて、その……私は、そんな彼かれらが大好きです」

　おいしい料理を作る、それ大事。

「そうか。巫女様に愛された料理人の一人、ウイル君」

　ゴマルク公爵様の言葉にウイルがはっと表情を引き締めた。

「どうだろう、城で働いてはくれぬか？」

　え？

　ウイルが王都に残るってこと？

　イチール領には帰らないの？

　ズキンと心が痛んだ。

「いえ、ありがたいお話ですが、俺は……おいしいっていう顔が見たくて料理してるだけで、陛下にお出しできるようなものは作れません」

　断った。ウイルが、王都に残ってお城で働くのを断った！

「巫女様が王都に残ると言ってもか？」

　ゴマルク公爵様の言葉に、ウイルの肩がびくっと震える。

　え？

「巫女って、巫女様って王都にいなくちゃならないの？　だめです、私、私、帰ります！　イチール領に！　おやま食堂に！」

「リーア、おやま食堂のことを心配しているなら、俺が継ぐから。つぶさせないから！　巫女になったからにはお役目を果たさないと」

　お役目？

　神父様の話を全然聞いてなかった私には巫女様というものがいまいちまだよくわかっていない。

　何？　お城とか神殿とかどっかに籠こもって毎日食料の見極めとか浄化とかしなくちゃならないの？

　そんなのまっぴらごめんだよ。

　それに私、私……。

「ウイルと離れたくないよ」

　ウイルが大きく目を見開いた。

　驚いているすきに、ぎゅうっとウイルに抱きつく。

　ぐりぐりと、頭をウイルにこすりつけ、小さな子供が駄だ々だをこねるように思いのたけをぶつける。

「ウイルの作ったご飯食べたい。父さんや母さんの作ったご飯食べたい。それから、市場に出ておいしいもの探したいし、あと……」

「は、はは、巫女になっても、リーアはリーアか……」

　ウイルがふっと自じ嘲ちよう気味の声を漏らし、ポンポンと頭を叩かれた。

　気持ちが少し落ち着くと、公爵様の前だったことを思い出しウイルから体を離して姿勢を正す。

「でしょうな」

　ん？

「先代の巫女様もおいしいものを探す旅に出たくらいだ。巫女様がお城でおとなしくしておられるような人ではないとは覚悟の上じゃよ。イチール領に戻るというのなら戻ってくだされ。行きたい場所があるなら、どこへ行くかさえ教えて下されば好きなように行ってくださって構いませぬ」

「いいの？」

　ゴマルク公爵様には「巫女様には何があっても城に」とか言われると思ったのに。ああそういえば、巫女様と言いながらこうして今まで通り普通に一の円で過ごせているというのも……私を束そく縛ばくするようなことをしないための配はい慮りよ？

　ずずずと運ばれてきたお茶をおいしそうに飲むゴマルク公爵様。

　おおう、そういえば、お茶が、とてもおいしいよあったかいうちに飲んでねって声が。

　目の前のパイもまだ一口しか手を付けていない。

　もぐもぐ。ごくごく。

　ふっはー。なんじゃ、このおいしいお茶。今まで、お茶に対してよだれ出たことなんてなかったけど、今度からはおいしいお茶見たらよだれ出るかもしれない。うおー、それはそれで困りごとが増えたってこと？

「ですが、それでは……」

　せっかくイチールに帰っていいって言ってくれてるのにウイルがゴマルク公爵様に疑問の声をあげた。

「巫女様には月に一度王都に通っていただければ十分じゃ。自由を奪って行方ゆくえ不明になられても困るでの」

　あー、ひーひーおばあちゃんの経験から、そうなったわけね。

　でも……。

「月に一度王都は無理です」

　イチール領から王都まで三週間の道のり。一カ月に一度って、往復するだけで一カ月以上かかるよっ！

「大丈夫じゃ。陛下が猫竜としてのお力を取り戻したからには、大空をひとっ跳とび。イチールと王都の往復など二、三時間だからの。なんなら、陛下の背に乗って、国内食べ歩きツアーに行ってはどうかの？」

　へ？　国内食べ歩きツアー？

　いろんな場所に行って、その場所にしかないおいしいものをがっつり食べられるってこと？

　猫竜様と一緒なら、財さい布ふの紐ひもも閉めなくてもいいってことだよね？

　あ、それ、いいかも……。

「リーア、おやま食堂は俺に丸投げか？」

「違うよ。ウイルに料理してもらうための、とびっきりの食材を探してくるからね！」

　王都とイチール領が片道一時間なら、国内どこへ行ったって日帰りできるはずだもんね。うふふ。

「……なぁ、リーア、あんときの言葉だけど、本気だからな」

「あの時？」

　首をかしげると、ウイルが何でもないとそっぽを向いた。

　ごめんよ。ウイル。あの時が本当にどの時なのかわからないです。

「おい」

　そこにいつの間にか殿下が現れた。

「ウイル、お前の腕は認めるが、リーアは僕のだからな！　トトにもお前にも渡さない」

　殿下がトトとのいつもの取り合いにウイルも入れたよ。これって、おかあさんの取り合いをする兄弟みたいな感じ？

　ウイルは弟だし。殿下もかわいい弟みたいなものだし。おねーちゃんは僕のだ！　って思ってくれてる？

　あー、なんてかわいいんでしょう！　思わず、むぎゅっ。

「こらリーア、相手を考えろ！　流石さすがにだめだろう！」

　ウイルに引っぺがされた。

　あ、そうだよね。殿下だ、殿下！

「構わぬ。巫女にはすべてが許される」

　ニヤリと殿下が笑うとウイルの表情が険しくなった。

「リーア、いくら許されたからって、殿下やほかの奴にも簡単に抱きついたりするなよっ！」

　えーっ。

　だって、つい体が動いちゃうんだもん。嬉しかったりするとさー……。あと、癒されたいときとか……。

　そうだ！

「ウイルになら抱きついてもいい？」

　ウイルが一瞬にして顔を真まっ赤かにした。

「だっ、ダメに決まってるだろうっ！　絶対ダメだ！」

　何でよ！　ウイルのケチっ！

「僕ならいくらでも抱きしめていいぞ」

　殿下っ！　ではさっそく、ぎゅーってして癒され……両手を広げたらウイルに止められた。

「だからダメだリーア！　殿下に抱きつくのも筋肉男に抱きつく……いや、ぶら下がるのも駄目だ！」

「筋肉男って、タウロスのことか？」

　殿下が嫌そうな顔をする。

「タウロスさんとお知り合いですか？」

「まー、嫌でも顔を合わせるぞ。将軍だからな」

「へー、将軍なんですか」

　……？　誰が？

　まさか、まさか……？

「えええーっ！　あの、私の狙ってた肉を食べちゃったり、私の肉まんを食べちゃったりするタウロスさんが将軍？」

「リーアの食べ物を盗とった？　処分が必要か？」

　ふえ？　処分？

　私の食べ物を盗ったとか、それニラージェさんもだし。そんなこと程度で処分とかされてたら、私の周りに人がいなくなっちゃうよっ！

「ひっ、必要ないですっ！　タウロスさんにはとてもお世話になってるので。食べ物も悪気があってのことじゃなくて、タウロスさんのこと嫌いじゃないです。恨んでもないですっ！」

「タウロスみたいなのが好きなのか？　筋肉か……？」

　は？

　前にウイルにも似たようなこと聞かれたけど。

「私が好きなのは、筋肉じゃなくて、料理ですっ！　見ただけでよだれが出るような人っ！」

　殿下がじーっと私の顔を見ている。

「ちっ。よだれ出てないな。こいつはどうだ」

　殿下がウイルを指さした。こいつ呼ばわりかぁ。

「ウイル？」

　ウイルは見てもよだれはたれたことないよ。ウイルの作る料理を想像してよだれが出ることはあるけれど。

　ん？　あれれ？

　私、今、ウイルの作る料理のことは考えてないよね？　口の中に唾液が。

「ニラージェはどうだ？」

　ニラージェさん？

「一緒にいっぱいおいしいもの食べたなぁ……」

　あ、思い出したらよだれが。

「ちくしょーっ！　リーアは僕のなのにっ！　餌え付づけかっ！」

　餌付け？

「あ、そうでした。ナリナちゃんに注意されてたんだ。おいしいものあげるからって、付いて行っちゃダメだって。失礼しゃうよね？　私は犬や猫じゃないのにっ！」

　あれ？　殿下が微び妙みような目つきで見てる。ウイルはあきれ顔だ。

「あ、あのね！　私は、おいしいものを作れる人しかおいしい人として認めませんっ！」

　おいしいものを見つけるのは私の仕事だもん。

　私の見つけたおいしい食材をよりおいしく調理してくれる人。そういう人が見ただけでよだれの出る人だよっ！

「おいしいものくれる人は、おいしい人じゃなくて、いい人です！」

　うぐぐ、何な故ぜだ！

　殿下もウイルも、何故かわいそうな子を見るような目つきで私を見ているのだ！
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　夕食の時間になった。

　昼間のあの騒ぎがあったにもかかわらず、そのまま各代表が作った料理はテーブルには並べられていた。

　ローゼさんの領は失格になったようで姿が見えない。

　意識を取り戻したゾルパノさんが、食べてくださいと書かれた袋のクッキーを食べて倒れたと証言したのだ。そして、クッキーを置いた人物の後ろ姿を覚えていた。それが、ローゼさんだったらしい。初めから、私に罪をなすり付けるつもりだったんだろうか。

　失格になった領はこれで三つ目だ。その分料理が足りないので食堂で作られた料理も並んでいる。

　ゴマルク公爵様が、いつものように現れた。

「新しい巫女様が現れたことは、皆知っているだろう。それにより、料理コンテスト継けい続ぞくの必要がなくなった。元々、陛下においしい物を食べていただくために開催したからの。巫女様がいれば、おいしい物をコンテストで選ばなくても良くなったのじゃ」

　ふおうっ！　なんですとぉーっ！　まさか、もうコンテスト終わり？

　コンテスト終わっちゃうと、終わっちゃうと……。ナリナちゃんの領とマルガレットさんの領を見る。

　もう、食べられなくなっちゃう？　って、違う違う、もう会えなくなっちゃう？

「今後の予定を変更し、競きそい合あうのではなく、各領地の味を広げるために料理してほしい。せっかく王都に集まったのである。領地の特産物や名物料理を広め、新しい料理を模も索さくし、国全体として食文化を向上させてほしい」

　ぐおおおー！

　ゴマルク公爵様素晴らしい！　なんという素晴らしい提案！　国全体の食文化向上とか！　素晴らしすぎて、ああ、想像よだれが！

　さすが、仲間なのーっ！　ただの食いしん坊公爵じゃないのっ！

「料理コンテストが中止？　じゃあ、妃選びはどうなるんだ？」

「巫女様が見つかっても、妃選びは行われるんじゃないのか？」

　ざわざわと食堂がざわめく。

「ん？　妃選びなど誰も言っておらぬぞ？　料理コンテストと妃となんの関係があるのじゃ？」

　ゴマルク公爵様がこてんと首をかしげた。確かに、噂でしか聞いてない。正式な発表は無かった。妃選びは、誰かが流したデマだったということだろうか。

　まさか、おいしい料理を堪たん能のうするために、やる気が出るようにゴマルク公爵様が流した噂だったんじゃあ……。って思ってるの私だけ？

「巫女様が現れたから中止になったんじゃないのか」

「じゃあ、巫女様がそのまま猫竜様の」

「巫女様も婿を探していたということだから問題はないんじゃ」

「仕方がない、巫女様相手じゃ誰も勝ち目がない」

　はい？　巫女が現れたせいで妃選びが中止になったとか思われてます？　私のせいじゃないよぉ！

　ゴマルク公爵様、もう一度ちゃんと、もともと妃選びなんて予定になかったって言ってやって！
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「嬢じようちゃんはいるかー？」

　ふお？　タウロスさんだ。キッチンの奥おくから顔を出す。

「姉に何の用ですか、将軍」

　ウイルがむっとした表情でタウロスさんに対応していた。

「将軍はやめてくれ。タウロスでいい。いや、なんならお兄さんでもいいぞ？　嬢ちゃんの婿むこになれば、ウイルのお兄さんだろう？」

　タウロスさんの言葉に、ウイルが心底嫌いやそうな声を出した。

「はぁ？　何の冗じよう談だんですか？」

「冗談だと思うか？」

　ウイルににらみつけられても、タウロスさんは楽しそうだ。以前はこんな時、ウイルの頭を撫なでたりしていたけれど、それもなくなった。

　タウロスさんがウイルを子こ供ども扱あつかいしなくなったってことだろう。

「タウロスさん、おかえりなさい！　視察から帰ったんですね！」

「ああ、嬢ちゃん。二週間ぶりだな。ったく、将軍になんてなるもんじゃねぇな。ほれ、土産みやげだ。頼たのまれてたオレンジ」

　タウロスさんが肩かたに担かついでいた木箱をドスンと床ゆかに置いた。

　ふわぁ！　オレンジ！　オレンジ！　オレンジが、木箱の中にぎっしりオレンジが！

「ありがとう！　タウロスさん大好きっ！」

　両手を広げてタウロスさんに飛びつこうとしたところを、ウイルに止められた。後ろから伸のびたウイルの手に羽は交がい絞じめにされる。

「馬ば鹿かリーア。抱だきつくなって言っただろう」
















　ふええ？　タウロスさんにはぶら下がっちゃ駄だ目めだって言ってたじゃないの？

　ウイルの小さな声が耳元近くで聞こえる。

「俺おれ以外に抱きつくなっての」

　ふ？

　ウイルには抱きついてもいいの？

　ぐるりと無理やり体を反転させて、両りよう腕うでを伸ばして、いざ、ウイルをハグっ！

　スカッ。

　手は空くうを抱きしめた。って、ぐおー、逃にげられた！　なんだよっ！　ギュッさせてくれないじゃないかっ！

「で、オレンジ届けに来ただけなら帰ってください。忙いそがしいんで」

　いや、まぁ確かに忙しい。今から夕食の時間だもん。準備も大おお詰づめ。っていうか、これから私はお食事を堪たん能のうせねばならぬのですよっ！

「嬢ちゃんは今からこれだろう？　一いつ緒しよに回らせてもらおうと思ってな」

　タウロスさんが体を半歩横にずらすと、後ろに空からの皿が載のったカートが現れた。いつもは別の兵士さんが押おすカートです。

「今日はタウロスさんがカート係なんですか？」

「そういうことだ。さぁ、行こう。おいしい物たっぷり皿に載っけような！」

　って、言ったのに。

　いつもの兵士さんは、私がおいしそうって言った料理をせっせとカートのお皿の上に載せてくれてたのに……。

　タウロスさんは載っけてくれない。せっせと食べてる！

「嬢ちゃんの言うものはどれもおいしいなぁ。この肉の脂あぶらの甘あまくてうまいこと」

　うわぁーっ！

「それ、一番おいしいやつっ、私が食べたかったのにぃっ！　タウロスさんのバカバカっ」

　ぽかぽかぽかっ。

「はははっ、ほれ、嬢ちゃんも食え」

　目の前に肉が差し出される。

　パクン。ふわぁおいしいっ！

「マルガレットさん、おいしいですぅ。きのこ生姜しようがのソース最高ですっ！」

「ふふっ、ありがとうよ。リーアは本当においしそうに食べてくれるからね。食べてる顔見るとこっちまで幸せになれるよ」

　うわーん、おいしそうに食べる顔見て幸せになれるマルガレットさんを見て、私も幸せだよぉっ！

　ぎゅっ。思わずマルガレットさんに抱きつく。

「今日で料理交流会もおしまいかと思うと寂さびしいねぇ」

　料理でところどころ小さな火傷やけどのあるマルガレットさんの手が、私の髪かみをゆっくりと撫でた。

「そうですわね。リーアのこの騒そう々ぞうしさにもせっかく慣れてきたというのに。もう会えないのかと思うと少し寂しいですわね」

　はうっ！

　ナリナちゃんの声が背後から聞こえて振ふり返かえる。

「もう会えない？」

　なんで？

「お兄様はお城で働くことになりましたけれど、私は領地に帰るつもりですの。マルガレットさんも王室の料理人にスカウトされたんでしょう？　王都には残りませんの？」

「私の役目は、特産品のきのこを広めることだったからね。料理交流会のおかげでずいぶんきのこレシピも増えた。まずは領地に戻もどってレシピを広めようと思っているよ」

　そっかぁ。そうだった。

「私も領地に戻るんだった。そうだね、みんなばらばらだ」

　この三週間が幸せ過ぎて忘れてた。ナリナちゃんやマルガレットさんとお別れなんだ。

「「領地に戻る？」」

　マルガレットさんとナリナちゃんが同時に声を上げた。

「何をおっしゃっているの？　リーアは巫み女こでしょう？　お城に残るんじゃありませんの？」

「そうだよ、それに、妃きさきになるんじゃないのかい？」

　え？

　妃？

「違ちがうよ！　だって、陛へい下かは猫ねこ竜りゆう様でしょ？　料理できないじゃんっ」

　私はおいしい男と結けつ婚こんするって決めてるんだからっ！

「何を言っているのですか！　料理ができるとかできないとか、そういう次元の話ではないでしょう！」

　ナリナちゃんがなぜか頭を抱かかえている。

「妃の話は単なる噂うわさってことなんだね。だけど、領地に帰るっていうのはどういうことだい？」

　マルガレットさんの言葉に、手をポンと叩たたく。そうか、皆みなは知らないんだ。

「あのね、猫竜様に乗ると、王都とイチールも半日あれば往復できちゃうんだって。だからナリナちゃん安心してね」

　ニコニコ。

「安心？　どういうことですの？」

「えへへ、フータ領にもいっぱい遊びに行くからね！　ナリナちゃんとはずっと友達だよ！」

　ナリナちゃんに友情のハグっ！

　スカッ。

　あ、あれ？　私の広げた両腕が、空を抱きしめました。いやーん、なんで避さけるの？

「あっ、遊びに来ても、お兄様は王都なんですから、おいしい物はお出しできませんわよっ！」

　なぜか頰ほおをピンクにしてナリナちゃんが早口でまくし立てる。

「え？　ナリナちゃんに会いに行くんだよ。ダリさんのデザートは王都で食べるから大だい丈じよう夫ぶ。あ、そうだ！　ダリさんのデザートを持ってフータ領に行くね！　ナリナちゃんもダリさんの作ったの食べたいよね？」

「そ、そうね。お兄様の作ったデザートを運んでくださるというのなら、フータ領でリーアが来るのを待っていてあげないこともないですわ」

　ナリナちゃんがさらに頰を染める。

「ヨガマタルク領の、うちにも来てくれるのかい？」

　マルガレットさんの質問に大きく頷うなずく。

「もちろんっ！　いっぱいおいしい物食べに行くよ！　あ、違う、マルガレットさんに会いに行くからね！」

「あははは、おいでおいで。おいしい物用意して待ってるよ」

　わぁーい！　マルガレットさん大好きっ！

「それで、ヨガマタルク領のきのこを広めてくれると嬉うれしいね」

「うんっ！　もちろん！　おいしいが広がって、国中おいしいであふれるなんて素す敵てきっ！」

　ふわー。

　どこに行ってもおいしいものが食べられる国なんて、素敵すぎて、ああ、想像よだれ。

　って、ダメダメ！　何か最近、おいしいもの食べ過ぎて唾だ液えき腺せんゆるゆるですよっ。

　だってね、料理大会が中止になって料理交流会になったとたんに、色の悪い料理が減ったの。

　優勝しなくちゃいけないっていうプレッシャーから解放されたからなのかな。

　良よい素材を使って、腕のいい料理人たちが、純じゆん粋すいにおいしいものを作ろうって気持ちで作った料理が、おいしくないわけないでしょ！

　はっ！　そうだ、今、そのおいしい料理を堪能する時間でした。

「タウロスさん、次のテーブル行きます！　っていうか、どれだけ肉食べたんですかっ！　他の人の分がなくなっちゃうからっ！」

　ぐいぐいと、いつまでも肉をカミカミしているタウロスさんを押して次のテーブルへ。

　ふわぁ、魚が、魚が！

「タウロスさん、あの魚！」

　タウロスさんが、カートの上の皿に魚を載せる。

　一番おいしいと私が言った物は、カートの大きい皿に。二番目と言った物はカートの小さい皿。そして……。

「あれ、三番目においしいのはアレです」

「そうか、そうか、おいしそうだ」

　うわぁ───っ！　三番目は私のっ！　タウロスさんが大きな口で三番目においしい魚を食べちゃった。

「タウロスさんひどぉいっ！」

　ぽかぽかぽかっ。

「あはははっ、すまんすまん」

　タウロスさんが笑って、それを見ていたマルガレットさんの笑い声も聞こえてきた。ナリナちゃんも楽しそうに笑っている。

　ああ、そうか……。

　明日からは、バラバラなんだ……。

　会いに行けるけれど、でも、こんな風にみんなで笑いながら食事はできなくなるんだ。

「さぁ、嬢ちゃん、カートが山盛りだ、行くぞ」

　おっと、感傷に浸ひたっている暇ひまはありませんでした。

　タウロスさんにカートを押してもらって果樹園の扉とびらの前までくる。私がカートを押すとあれだ……。

　足元の木の根に躓つまずいてカートを倒たおす未来しか見えないからね……。こうして、誰だれかが食事を運んでくれているのです。

「じゃぁ、頼んだぞ」

　扉の前まで来ると、タウロスさんが手を振って去っていった。

　カートの上のお盆ぼんを持ち上げ、扉を開く。

「殿でん下か～、陛下～、ご飯持って来たよー」

　そう。一番目は陛下のご飯。二番目は殿下のご飯なのです。料理交流会でおいしい料理を見つけてこうして運ぶのが毎日のお仕事です。

「待ってたぞリーア」

　ほえ？

　扉を開くと、すぐ正面にトトちゃん陛下を抱っこした黒くろ髪かみの青年が立っていた。いや、私と同じ十六、七歳さい？　少年と青年の間くらいの年ねん齢れいの男の子だ。

　ニラージェさんほどの超ちよう絶ぜつイケメンではないけれど、将来カッコよさを約束されたような美しい面おも立だちをしている。そうそう、殿下少年を成長させたような。

「はーっ、三分が限界っ！」

　ぽふんっと気の抜ぬけたような音とともに、男の子が縮んだ。

「はれ？　殿下？」

　目の前にはトトちゃん陛下を抱っこした殿下少年。

「もしかして、今の男の子は……」

「ふふっ。毎日おいしい物食べて力が付いたおかげかな。少しの間だけど見た目をコントロールできるようになった」

　す、すごい！

　猫ちゃんと人間と猫竜と、姿を変えられるだけじゃなくて、サイズまで変化させられるの？

「すごいです殿下！　また姿を変えてください！」

　私の言葉に殿下がドヤ顔を見せる。

「ああ、もちろんいいぞ。リーアが見たいというのなら、いつだって成長した姿に」

　両手をワキワキとさせる。

「ね、ね、ね、猫の、子こ猫ねこちゃんの姿にっ！　殿下！　ぜひっ！」

　あの強きよう烈れつかわいい子猫ちゃんにまた会える？　もふもふさせて欲ほしいの。あああ、殿下！

　あれ？　殿下がほっぺた膨ふくらませてむぅっとした。もしかして、猫にはまだ姿を変えることができなかったってことかな？　えーっと、えーっと……。

「今日のご飯もおいしいですよっ！　特にきのこ生姜ソースのマルガレットさんの肉！」

　きっと、もっといっぱいおいしいもの食べたら、すぐに色々と姿を変えることができるようになるよね。うん。頑がん張ばって、殿下！

「にゃーん」

　そういえば、トトちゃん陛下は、ずっとトトちゃんだよね。もう力が戻って人の姿になっていられるんじゃないのかな？

　まぁいっか。トトちゃんかわいいもんっ！

　私の肩に器用に乗り、頰っぺたすりすりしてくるトトちゃん！

「にゃぁーん」

「はいはい、ご飯ですねー、今食べさせてあげますからね！」

「ずるい、ずるい！　トトも人の姿になって自分で食べろよっ！　いっつもご飯の時は猫の姿になってリーアに食べさせてもらうの、ずるいぞっ！」

「にゃんにゃーん」

「悔くやしかったら猫になれって？　くそっ！」

「にゃにゃにゃん」

「リーアは僕ぼくのっ！　何度言えば」

　仲がいいなぁ。

「そうだ！　リーア！　リーアにチェックしてもらった王室御ご用よう達たしの店の立たち退のきは、次にリーアが来るまでに終わると思う。次に来た時は新しい店の選定頼むな！」

　へ？　王室御用達の店のチェック？　したっけ、そんなの？

　確か殿下と一緒に三の円の店を一つずつ回った記き憶おくはあるけど。特に、この店はどうだと聞かれた覚えもなければ、言った覚えもないよ？

　ん？　そういえば……。

「よだれ、出てないな。×」

「よだれ、出てるな。合格」

　とか、店に入るたびに殿下がブツブツ言っていたような……。

　ふおうっ！　もしかして、あれが王室御用達の店のチェックだったの？　私のよだれが出てるか出てないかで判断してたの？

　ぎょえーっ！　その調子で今度は外円の店のチェックさせられるの？

　よだれたらして歩き回るとか、そんなことしたら……「よだれ巫女」って呼ばれちゃうでしょっ！

　それこそ、ご先祖様に土下座案件だようっ！　絶対いや！

「おいしいものは、カシェットさんが仕入れてくれることになったし、陛下や殿下は一の円の食堂の料理を食べるんでしょ？　だったら、別に王室御用達の店の選定とか必要ないじゃないですかっ！」

　念のためお城で食べているふりをしつつ、こそっと一の円のおじちゃんたちが作ったおいしいご飯を運んでもらうらしい。

　王宮への仕入れは、色々と制約もあって難しいけれど、一の円の食堂用ということであれば、自由に仕入れ業者を選んで仕入れられるようにも変へん更こうになった。だから、カシェットさんは連日張り切って外円へ出かけている。

「そうか？　あ、いや、でも」

　まだ何か殿下が言いたそうだったので、食事を置いて逃げ出す。

「にゃにゃーっ！」

　トトちゃん陛下がかわいい声で引き留めようとしてるけど、流石さすがにここは譲ゆずれないよ！

　後うしろ髪がみを引かれる思いで、扉を開いて一の円に戻る。

　食くいしん坊ぼう巫女と呼ばれるならまだいい。よだれ巫女なんて呼ばれちゃったら……一生嫁よめの貰もらい手てがなくなっちゃう！




　イチールのキッチンに戻ると、ウイルが荷物の片づけをしていた。

　そうか。今日でこことお別れだもんね。

「リーア、これは持って帰るんだよな？」

　ウイルが小こ瓶びんの山を指さした。

「うんっ！　イチールでは買えない香こう辛しん料りようだよ！　父さんと母さんへのお土産」

「さっき、タウロスさんが運んできたオレンジはどうすんだ？」

「もちろん、持って帰るよ！　馬車の旅のお供だよ！」

　それから次々と持って帰る物を荷造りしていて、ウイルが小さなため息をついた。

「お土産って、見事に食べ物ばかりだよな……」

　なによぅ！　食堂の娘むすめとして立派な行いじゃないのっ！

　ぷぅっとほっぺを膨らますと、ウイルがポケットから小さな包みを取り出した。

「ほら、リーアに王都土産」

「え？　私に？　え？　なんで？」

　ウイルが右手を突つき出だしている。

「せっかく王都まで来たんだから、食べ物以外も記念にあった方がいいだろう」

「ありがとう、ウイル！」

　ぎゅっとウイルを抱きしめる。

　あ、逃げないぞ？　うわーい。ぎゅむむっ。

　ついでに頭をなでこなでこ。

　うーん、大きくなったので撫でにくいです。

　っていうか、何で今日はされるがままなんだろう？　まあいいや。えへへ。

　そうだ！　お土産何だろう？

　ウイルの手から包みを受け取り、開いた。

「わぁー、きれい！　まるでリンゴの実のような赤ね！」

　小さな赤い石のついた髪留めだ。

「どこまでも食べ物だな」

　ウイルがあきれたように小さくため息をついた。

「ねぇ、似合う？」

　早さつ速そく前髪を少し取り、サイドに流して髪を留とめる。

　ウイルは少しまぶしそうに私の顔を見た後、小さな声を出した。

「なぁ」

「ん？」

「帰るんだよな」

「うん」

「そのさ……リーア」

「何？」

「俺と一緒にイチール領に戻るってことは、その、俺が婿でいいってこと？」

「え？」

　突とつ然ぜんの言葉に顔が真まっ赤かになる。

　婿、ウイルが？

　そういえば、私、婿探しに王都に来たんだっけ……。

　忘れてた！

　母の鬼おにのような形相を思い出す。

「婿を見つけることができなかったって言ったら……母さん、怒おこるよね……？」

　ウイルの顔を見る。ウイルは無表情だ。

　ど、どうしよう。

　しかも……。

「誰も婿が見つからなかったから、ウイルを婿にするとか……。そんなこと言ったら……」

　最悪、砂糖と極ごく上じよう干し肉取り上げの刑けいだ……。

　うおお──っ！

「そ、そうだ！　食材探しのついでに婿も見つけてくるから安心してって言えば……いや、巫女の勤めがあるからって……うわわぁ、どうしよう、どうしよう、ウイル？　あれ？　ウイル、何？　なんか怒ってる？　ウイルってばぁー！」

　ふええー。ウイルが、口きいてくれないよー。

　なんで？　どうして？




　……結局、三つ目の街まで口をきいてくれませんでした。










あとがき




　はじめましての方も、何度目かの方も、お手に取っていただきありがとうございます！

　富ふ士じとまとです！　富士ゆゆから改名しました。




「くいしんぼう巫み女こと猫ねこ竜りゆう王おう」は、「もふもふ」「ぼんやり主人公」「子育て」をテーマにして書こう！　と考えた話です。

　もふもふが、猫竜誕生ですね。もふもふと言えば猫！　ファンタジーと言えば竜！　よし、くっつけちゃえ！　という単純な発想です。

　子育てに関しては、少年が担当しておりますが、リーアがぼんやりなため、育てるというよりは育てられている感じが……。

　そして、ぼんやり主人公を目指したはずのリーアは、なぜか食くいしん坊ぼう巫女となりました。あっれぇ？　おかしいな。

　書いていてとても楽しかったです。皆みなさまにもリーアたちを気に入っていただけると嬉うれしいです。




　担当のＫ様、美び麗れいでおいしそうなイラストを描えがいてくださった弓ゆ槻づきみあ様、ありがとうございました！

　そして関わってくださった全ての皆みな様さまのおかげでこうして無事に本になりました。

　手に取ってくださった皆様ありがとうございました！　感想などどこかでつぶやいていただけると嬉しいです。







　あとがきから読んでいる方は、以下ネタバレ含ふくんでいるのでお気をつけください。




　今回収録の料理「きのこハンバーグ」は、執しつ筆ぴつ前に実際に作って食べてみました。

　しめじを使って作りました。みじん切りにしてハンバーグの材料に混ぜるだけです。しめじの水分がかなり出ますので、フライパンに残った汁でソースを作って使います。

　どうにも不思議な食感になりますので、普ふ通つうのハンバーグが好きな方はニガテかもしれません。ヘルシーにたくさんハンバーグ食べたいという方にはお勧すすめです！

　肉にく汁じゆうをしめじが吸っていて、おいしいですよ。もにゅもにゅした食感も癖くせになります！




　それでは。少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。

　またどこかで、お会いできることを楽しみにしております。





富士とまと










著

富士とまと

Tomato Fuji




「富士とまと」です。「富士ゆゆ」から姓名判断を見て改名いたしました。

喫茶店王国で、モーニング食べながら執筆に励んでおります。最近のお気に入りは、一日中モーニングのから揚げ丼セットです。

自宅では黒豆茶にはまっています。黒豆茶にミルクと砂糖を入れて黒豆ラテで飲むのもおすすめです。
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